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Ⅰ．調査の概要
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

１．調査の目的

本調査は、「伊達市第３次総合計画前期基本計画（令和５年度～令和９年度）」に掲げる施
策に対する市民意識や、まちづくり全般に対する市民の意向等を把握し、これからのまちづくりを考える
資料とするため実施しました。

２．調査設計

A) 調査対象地域 伊達市全域

B) 調査対象 令和５年６月30日現在、伊達市内在住の満16歳以上の男女から
無作為抽出（日本国籍以外の方を除く）

C) 調査数 3,000人

D) 調査方法 郵送による配布・郵送およびインターネットによる回収

E) 調査期間 令和５年７月７日（金）～令和５年７月21日（金）

F) 回収結果

※ 今回の調査では、同様の設問内容であった令和３年度調査との比較分析を行っております。

３．報告書の見方

A) 図表中の「n数」は集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当する人）を
示しています。

B) 回答結果の割合「％」は、有効サンプル数に対してそれぞれの回答数の割合を小数点以下第２
位で四捨五入したものです。そのため、単純回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方
式）であっても、合計値が100％にならない場合があります。

C) 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は、選択
肢ごとの有効回答数に対してそれぞれの割合を示しています。そのため、合計が100％・サンプル数
を超えることがあります。

D) 図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なもので
す。

E) クロス表の数値が低い部分については、グラフを見やすくするために表現を省略していることがありま
す。

Ⅰ．調査の概要

項目 令和５年度調査 令和３年度調査

配布数（人） 3,000 3,000

回収数（人） 905 1,059

うち郵送（人） 689 1,059

うちインターネット（人） 216 ―

有効回収率 30.2％ 35.3％



Ⅱ．アンケート調査結果
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

回答者の属性について

（１）性別

問１ あなたご自身のことについて、それぞれの項目にあてはまる番号１つに〇印をつけてくだ
さい。

 回答者の性別は、「男性」が45.4％、「女性」が54.0％で、 「女性」が8.6ポイント上回っています。

 令和３年度調査との比較では「男性」の割合がやや増えましたが、「女性」が上回る傾向は同様と
なっています。

 回答者の年齢構成は、「70歳以上」が29.9％と最も多く、次いで「60代」が25.1％、「50代」が
17.1％などとなっています。

 「50代」以上が全体の72.1％と７割を超え、令和３年度の69.9％を上回っています。

（２）年齢

１
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

 回答者の職業は、「会社員」が26.5％で最も多く、次いで「無職」が23.3％、「パート・アルバイト」
が14.8％、「専業主婦・主夫」が12.0％などとなっています。

 令和３年度調査との比較では、「パート・アルバイト」の割合が増加し、「専業主婦・主夫」を上回っ
ています。

 居住地域は、「保原地域」が35.7％と最も多く、次いで「梁川地域」が25.4％、「伊達地域」が
21.8％、「霊山地域」が10.7％、「月舘地域」が4.0％となっています。

 令和３年度調査との比較では、「保原地域」と「伊達地域」の割合がやや増加しています。

 令和２年国勢調査における居住地域別人口割合との比較では、大きな差異はみられませんでし
た。

（４）居住地域

（３）職業
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令和５年度
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n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

居

住

地

域

5.6

2.1

3.4

2.6

4.1

3.2

4.5

2.8

5.2

4.6

2.6

7.1

4.6

4.5

2.8

5.2

7.7

7.0

11.7

7.8

9.1

13.9

9.3

14.6

7.0

14.2

11.8

9.1

11.1

13.4

20.1

15.7

17.8

17.1

9.1

36.1

28.9

19.8

30.9

24.9

25.1

50.0

27.8

36.1

29.7

34.3

20.3

29.9

13.6

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

年

齢

49.4

48.0

43.2

45.8

36.6

42.9

27.6

45.4

49.8

52.0

56.8

54.2

63.4

57.1

72.4

54.0

100.0

男性 女性 無回答

 年齢別に男女比をみると、すべての年代で女性が男性を上回っています。

 特に、女性の割合は「10代」が72.4％、「30代」が63.4％と高くなっています。

 居住地域別に年齢構成をみると、60代以上の割合は「梁川地域」が65.2％、「霊山地域」が
65.0％、「月舘地域」が63.9％と６割を超えています。

 「伊達地域」は20代以下が11.2％となり、唯一１割を超えています。

（５）性別×年齢

（６）年齢×居住地域



8

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

全体

年

齢

30.9

36.7

33.4

40.0

41.5

41.6

41.5

20.2

16.3

18.3

3.1

2.2

2.7

2.9

3.2

3.0

60.0

1.4

1.1

41.3

37.4

27.7

26.2

22.5

19.0

34.5

33.4

40.2

42.3

40.6

48.6

43.7

38.1

31.0

41.5

15.9

16.3

22.6

15.9

23.9

26.2

20.7

18.3

1.5

1.3

2.6

4.7

4.2

11.9

2.7

1.1

2.6

3.2

4.7

5.6

4.8

6.9

3.0

100.0

3.2

6.9

1.1

愛着を

感じている

どちらかといえば愛

着を感じている
どちらともいえない

どちらかといえば愛

着を感じていない

愛着を

感じていない
無回答

まちへの愛着度と定住意向などについて

問２ あなたは、伊達市に対して「自分のまち」としての愛着をどの程度感じていますか。
（１つに〇印）

伊達市への愛着度（性別、年齢別）

 伊達市への愛着度については、全体で「愛着を感じている」が33.4％、「どちらかといえば愛着を感
じている」が41.5％となり、愛着を感じている割合は合計で74.9％と約４分の３に上っています。

 性別にみると、愛着を感じている割合は合計で男性が78.3％と女性を5.9ポイント上回りましたが、
女性も７割を超えています。

 年齢別にみると、「愛着を感じている」は「70歳以上」で41.3％と唯一４割を超えています。また、
愛着を感じている割合は合計で「70歳以上」が81.5％と８割を超え、「60代」も79.7％となって
いますが、「20代」が57.1％、「10代」が65.5％、「30代」が66.2％と、若い世代では低い傾向が
みられます。

２
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

職

業

全体

居

住

地

域

33.3

24.2

39.3

36.7

30.8

54.5

30.6

26.9

34.0

28.3

33.4

22.2

42.4

36.0

41.3

30.8

29.5

46.9

44.0

56.0

45.0

41.5

11.1

27.3

17.5

18.3

19.2

15.9

18.4

18.7

10.0

20.0

18.3

3.0

2.8

1.8

3.8

2.0

3.0

3.8

2.7

3.0

3.8

1.8

11.5

2.0

3.7

2.9

3.0

33.3

3.8

3.7

1.1

18.2

41.7

36.1

35.9

32.6

28.9

33.4

40.9

27.8

30.9

43.0

42.6

45.7

41.5

27.3

13.9

24.7

13.3

21.3

19.8

18.3

8.3

4.1

3.1

1.3

2.0

2.7

8.3

4.1

3.1
2.2

2.5

3.0

13.6

1.5

1.0

1.1

愛着を

感じている

どちらかといえば愛

着を感じている
どちらともいえない

どちらかといえば愛

着を感じていない

愛着を

感じていない
無回答

問２ あなたは、伊達市に対して「自分のまち」としての愛着をどの程度感じていますか。
（１つに〇印）

伊達市への愛着度（職業別、居住地域別）

 伊達市に愛着を感じている割合の合計を職業別にみると、「公務員・教職員」が90.0％と最も高く、
次いで「農林業」が84.0％、「専業主婦・主夫」が78.0％などとなり、「農林業」では「愛着を感じ
ている」の回答が54.5％と５割を超えています。一方、「学生」は愛着を感じている割合の合計が
61.6％と最も低い結果となっています。

 居住地域別にみると、愛着を感じている割合は合計で「保原地域」が78.9％と最も高く、次いで
「梁川地域」が75.2％、「伊達地域」が74.6％となりました。一方、「月舘地域」は69.5％、「霊
山地域」は67.0％と７割を下回りました。

 ただし、「愛着を感じている」の回答は「月舘地域」が41.7％と最も高く、次いで「霊山地域」が
36.1％となるなど、両地域では地元愛の強い方が多いことも窺える結果となっています。



10

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

全体

年

齢

40.0

52.4

53.5

52.8

27.2

29.4

28.1

14.3

13.1

13.7

2.9

2.2

2.5

1.8
1.7

1.8

60.0

1.4

1.1

70.5

59.9

43.2

39.3

38.0

19.0

24.1

52.8

19.2

28.2

29.7

41.1

38.0

28.6

31.0

28.1

7.7

10.1

18.7

14.0

19.7

33.3

27.6

13.7

1.5

1.3

1.9

4.7

14.3

6.9

2.5

3.2

4.2

4.8

6.9

1.8

100.0

3.2

3.4

1.1

住み続けたい
どちらかといえば

住み続けたい
どちらともいえない

どちらかといえば

住みたくない
住みたくない 無回答

問３ あなたは、これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。（１つに〇印）

今後の伊達市への定住意向（性別、年齢別）

 今後の伊達市への定住意向については、全体で「住み続けたい」が52.8％、「どちらかといえば住み
続けたい」が28.1％となり、今後も住み続けたいとする割合は合計80.9％と８割に達しています。

 性別にみると、「住み続けたい」「どちらかといえば住み続けたい」はいずれも男性が女性をやや上回っ
ています。

 年齢別にみると、「住み続けたい」の割合は年代が上がるほど高くなる傾向にあり、「70歳以上」が
70.5％、「60代」が59.9％、「50代」が43.2％などとなっています。また、「どちらかといえば住み続
けたい」を合わせた合計でも「70歳以上」が89.7％、「60代」が88.1％と突出しています。

 一方、「20代」は住み続けたいとする合計が47.6％と唯一５割を下回り、「住みたくない」「どちらか
といえば住みたくない」の合計が19.1％と２割近くに上っています。また、「10代」も住み続けたいと
する合計が55.1％に対し、住みたくないとする合計が13.8％となり、若い世代に住み続けたいと思
われるまちづくりが大きな課題となっています。
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n=

(905)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

職

業

全体

居

住

地

域

33.3

36.4

67.3

58.7

23.1

75.0

49.0

46.3

48.0

45.0

52.8

33.3

42.4

16.6

24.8

30.8

18.2

38.8

30.6

42.0

32.5

28.1

15.2

10.9

14.7

23.1

6.8

10.2

13.4

10.0

17.9

13.7

3.0

2.8

11.5

4.5

2.9

2.5

3.0

1.9

11.5

2.0

1.5

1.7

1.8

33.3

3.7

1.1

45.5

61.1

41.2

56.7

53.0

51.3

52.8

27.3

11.1

25.8

29.1

28.3

30.5

28.1

9.1

11.1

25.8

8.7

15.7

14.7

13.7

4.5

11.1

3.1

2.5

1.7

1.5

2.5

5.6

4.1

1.5

1.5

1.8

13.6

1.5

1.1

住み続けたい
どちらかといえば

住み続けたい
どちらともいえない

どちらかといえば

住みたくない
住みたくない 無回答

問３ あなたは、これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。（１つに〇印）

 今後の伊達市への定住意向を職業別にみると、住み続けたいとする割合の合計は「農林業」が
93.2％と最も高く、次いで「公務員・教職員」が90.0％、「自営業」が87.8％などとなっています。
一方、「学生」は53.9％にとどまり、住みたくないとする合計が23.0％と２割を超えています。

 居住地域別にみると、住み続けたいとする割合の合計が「保原地域」で85.8％、「伊達地域」が
81.8％、「梁川地域」が81.3％と8割を超えています。一方、「霊山地域」は67.0％と7割を下回
り、「月舘地域」も72.2％にとどまるなど、居住地域による差が愛着度以上に大きくなっています。

今後の伊達市への定住意向（職業別、居住地域別）
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令和５年度
まちづくりアンケート調査
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を
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無
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答

n=

(905) 53.3 25.6 21.2 20.2 19.4 14.5 13.8 9.6 7.4 6.1 6.0 5.3 4.2 3.6 0.9 0.4 0.3 0.3 1.7 8.5 1.8

男性 (411) 50.6 24.6 15.6 23.4 20.7 15.8 14.6 11.9 7.8 6.1 5.4 6.8 3.4 3.2 1.0 0.7 0.2 0.2 1.7 9.5 1.2

女性 (489) 56.0 26.6 26.0 17.8 18.4 13.3 13.3 7.8 7.2 6.1 6.5 3.9 4.9 4.1 0.8 0.2 0.4 0.4 1.6 7.8 1.6

無回答 (5) 0.0 20.0 20.0 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0

10代 (29) 58.6 10.3 37.9 13.8 24.1 6.9 3.4 10.3 3.4 10.3 13.8 3.4 3.4 6.9 0.0 0.0 0.0 3.4 3.4 10.3 3.4

20代 (42) 57.1 19.0 33.3 9.5 11.9 2.4 11.9 7.1 19.0 14.3 2.4 7.1 0.0 2.4 0.0 0.0 0.0 2.4 4.8 11.9 0.0

30代 (71) 57.7 19.7 15.5 18.3 26.8 11.3 5.6 5.6 32.4 7.0 5.6 2.8 2.8 1.4 1.4 0.0 0.0 0.0 1.4 4.2 0.0

40代 (107) 55.1 25.2 21.5 27.1 22.4 8.4 9.3 6.5 13.1 7.5 1.9 2.8 4.7 3.7 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 0.9

50代 (155) 51.0 29.7 12.3 21.9 18.1 10.3 12.3 9.7 8.4 6.5 3.2 3.9 3.2 5.2 0.6 0.6 1.3 0.0 1.9 11.6 3.2

60代 (227) 56.4 24.7 18.1 19.4 19.4 19.4 18.5 11.5 1.3 4.4 6.2 4.0 2.6 2.6 0.9 1.3 0.0 0.0 1.8 11.5 0.9

70歳以上 (271) 49.4 28.8 26.9 20.3 18.1 18.8 16.2 10.7 1.8 4.8 8.9 8.9 7.0 4.1 1.1 0.0 0.4 0.4 1.5 5.9 1.5

無回答 (3) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

（％）

全体

性

別

年

齢

53.3 

25.6 
21.2 20.2 19.4 

14.5 13.8 
9.6 7.4 6.1 6.0 5.3 4.2 3.6 0.9 0.4 0.3 0.3 1.7 

8.5 
1.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

問４ あなたは、伊達市に備わっている魅力は何だと思いますか。（３つまで〇印）

伊達市の魅力（性別、年齢別）（複数回答）

 伊達市に備わっている魅力については、全体で「豊かな自然」が53.3％と最も多く、次いで「買い物
の利便性」が25.6％、「おいしい食べ物」が21.2％、「道路・交通の利便性」が20.2％などとなって
います。

 性別にみると、上位項目には男女ともに多くの回答がありましたが、「豊かな自然」「おいしい食べ物」
などは女性、「道路・交通の利便性」「歴史文化や伝統芸能」などは男性の回答割合が上回ってい
ます。

 年齢別にみると、「豊かな自然」はすべての年代で最も多く、特に「10代」では58.6％と最も回答
割合が高くなっています。また、「おいしい食べ物」は「10代」が37.9％、「20代」が33.3％と若い世
代からの回答が目立っています。

 「子育て・教育環境」は「30代」が32.4％、「20代」が19.0％、「40代」が13.1％と多く、子育て
世帯を中心に一定の評価を受けています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査
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感

じ
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い

無

回

答

n=

(905) 53.3 25.6 21.2 20.2 19.4 14.5 13.8 9.6 7.4 6.1 6.0 5.3 4.2 3.6 0.9 0.4 0.3 0.3 1.7 8.5 1.8

会社員 (240) 50.4 26.3 18.8 22.9 23.3 13.8 11.3 7.9 10.4 5.4 5.0 5.4 2.9 4.2 0.4 0.8 0.0 0.4 2.1 9.6 0.0

公務員・教職員 (50) 58.0 30.0 16.0 32.0 10.0 10.0 8.0 12.0 32.0 6.0 2.0 4.0 8.0 4.0 2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 2.0 2.0

パート・アルバイト (134) 50.7 23.9 20.9 14.9 24.6 8.2 9.7 8.2 7.5 6.7 3.7 0.0 3.7 3.7 1.5 0.7 0.7 0.0 1.5 11.9 6.0

自営業 (49) 49.0 26.5 22.4 16.3 18.4 22.4 20.4 8.2 2.0 2.0 10.2 4.1 2.0 2.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 8.2 4.1

農林業 (44) 77.3 20.5 13.6 11.4 4.5 40.9 9.1 11.4 6.8 20.5 4.5 4.5 0.0 0.0 2.3 0.0 2.3 0.0 2.3 4.5 0.0

学生 (26) 53.8 19.2 38.5 15.4 23.1 0.0 11.5 7.7 0.0 15.4 15.4 11.5 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 3.8 3.8 11.5 0.0

専業主婦・主夫 (109) 61.5 28.4 28.4 13.8 16.5 21.1 17.4 9.2 8.3 4.6 10.1 5.5 3.7 4.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 3.7 0.0

無職 (211) 48.3 28.4 21.8 23.7 19.4 11.8 18.5 11.4 1.4 4.7 5.2 6.6 6.2 3.8 0.9 0.5 0.0 0.5 0.9 10.4 0.9

その他 (33) 60.6 12.1 21.2 21.2 12.1 9.1 15.2 15.2 0.0 3.0 9.1 12.1 9.1 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 6.1 6.1 0.0

無回答 (9) 33.3 0.0 0.0 33.3 22.2 22.2 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 22.2 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

伊達地域 (197) 42.6 26.9 19.8 38.6 27.4 8.1 16.8 7.1 9.1 8.1 5.6 3.6 4.6 0.5 0.5 0.5 0.0 0.0 1.5 5.1 1.0

梁川地域 (230) 61.3 13.5 28.3 8.7 12.2 15.7 17.0 13.0 6.1 9.6 9.1 4.3 3.0 5.2 0.0 0.4 0.9 0.9 2.2 10.9 1.7

保原地域 (323) 45.2 43.3 16.4 24.1 23.2 14.6 12.7 4.6 8.0 3.7 2.8 6.8 5.9 4.0 1.2 0.3 0.0 0.3 0.6 7.7 1.9

霊山地域 (97) 76.3 4.1 18.6 6.2 8.2 18.6 8.2 24.7 4.1 3.1 6.2 6.2 2.1 2.1 2.1 0.0 1.0 0.0 4.1 13.4 0.0

月舘地域 (36) 69.4 0.0 33.3 2.8 19.4 25.0 8.3 5.6 8.3 5.6 8.3 8.3 2.8 5.6 2.8 2.8 0.0 0.0 2.8 11.1 0.0

無回答 (22) 54.5 18.2 22.7 9.1 18.2 22.7 4.5 9.1 9.1 0.0 18.2 0.0 0.0 13.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.2

（％）

全体

職

業

居

住

地

域

53.3 

25.6 
21.2 20.2 19.4 

14.5 13.8 
9.6 7.4 6.1 6.0 5.3 4.2 3.6 0.9 0.4 0.3 0.3 1.7 

8.5 
1.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

問４ あなたは、伊達市に備わっている魅力は何だと思いますか。（３つまで〇印）

伊達市の魅力（職業別、居住地域別）（複数回答）

 伊達市に備わっている魅力について職業別にみると、「豊かな自然」は接する機会が多い「農林業」
で77.3％と多くの回答がありました。次いで「買い物の利便性」が25.6％、「おいしい食べ物」が
21.2％、「道路・交通の利便性」が20.2％などとなっています。

 「道路・交通の利便性」は「公務員・教職員」が32.0％と高い一方、「専業主婦・主夫」が13.8％、
「学生」が15.4％などと低く、普段自家用車を利用していない方にとっては不十分であることが窺え
る結果となっています。

 居住地域別にみると、「豊かな自然」は霊山地域が76.3％、月舘地域が69.4％と高くなっていま
す。「買い物の利便性」は保原地域が43.3％と高い一方、月舘地域では回答がなく、霊山地域も
4.1％にとどまるなど、居住地域によるばらつきが目立つ結果となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査
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ろ

は

な

い 無

回

答

n=

(905) 36.1 28.6 26.1 21.0 19.0 18.9 14.8 11.9 11.7 8.5 8.0 7.8 6.0 4.6 4.1 3.6 2.8 2.0 2.5 4.5 2.0

男性 (411) 37.7 29.2 24.1 21.4 20.4 16.8 15.8 11.9 12.4 9.7 10.5 8.3 7.8 6.8 3.2 3.9 3.6 2.4 2.9 4.6 0.5

女性 (489) 35.0 28.4 28.0 20.7 18.0 20.9 13.9 12.1 10.8 7.6 5.9 7.6 4.5 2.9 4.9 3.5 2.0 1.6 2.2 4.5 2.7

無回答 (5) 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0

10代 (29) 10.3 58.6 24.1 20.7 37.9 10.3 6.9 13.8 0.0 10.3 6.9 6.9 13.8 6.9 0.0 3.4 0.0 0.0 3.4 3.4 3.4

20代 (42) 21.4 57.1 33.3 26.2 31.0 14.3 4.8 19.0 4.8 7.1 4.8 4.8 11.9 4.8 4.8 2.4 0.0 0.0 0.0 2.4 0.0

30代 (71) 28.2 47.9 21.1 18.3 25.4 23.9 9.9 31.0 9.9 8.5 5.6 9.9 4.2 5.6 0.0 2.8 4.2 1.4 2.8 1.4 0.0

40代 (107) 36.4 40.2 23.4 20.6 23.4 17.8 12.1 13.1 5.6 14.0 6.5 8.4 6.5 6.5 0.9 1.9 1.9 2.8 3.7 0.9 1.9

50代 (155) 38.7 25.8 20.6 25.8 20.0 18.1 14.2 9.7 9.0 8.4 11.0 5.2 6.5 6.5 3.9 2.6 1.9 0.0 3.2 5.2 4.5

60代 (227) 41.0 21.6 28.6 18.9 16.7 20.3 17.6 12.3 14.1 8.8 10.1 5.7 4.4 4.4 2.2 2.6 4.4 0.0 2.2 4.8 1.3

70歳以上 (271) 38.0 19.2 28.8 20.3 13.3 19.2 17.7 6.3 16.6 6.3 6.3 11.1 5.5 2.6 8.5 6.3 2.6 5.2 2.2 6.6 0.7

無回答 (3) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

（％）
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2.0 

0%

10%

20%

30%

40%

問５ あなたは、伊達市に不足していることは何だと思いますか。（３つまで〇印）

 伊達市に不足していることについては、全体で「豊富な働く場」が36.1％と最も多く、次いで「若者
の遊ぶ場所」が28.6％、「魅力ある観光資源」が26.1％、「道路・交通の利便性」が21.0％など
となっています。

 性別にみると、「豊富な働く場」は男女ともに３割を超えるなど、大きな差異はみられませんでした。

 年齢別にみると、10代～40代では「若者の遊ぶ場所」への回答が最も多く、10代と20代では５
割を超えています。また、「買い物の利便性」も10代が37.9％、20代が31.0％など、若い世代ほ
ど不足を感じる割合が高くなっています。

伊達市に不足していること（性別、年齢別）（複数回答）
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令和５年度
まちづくりアンケート調査
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体

制
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然

そ

の

他

特

に

不

足

し

て

い

る

と

こ

ろ

は

な

い 無

回

答

n=

(905) 36.1 28.6 26.1 21.0 19.0 18.9 14.8 11.9 11.7 8.5 8.0 7.8 6.0 4.6 4.1 3.6 2.8 2.0 2.5 4.5 2.0

会社員 (240) 36.3 35.4 20.8 24.2 20.0 16.7 9.6 15.4 12.9 10.8 9.2 9.2 7.9 5.0 0.8 1.7 3.8 0.4 3.3 4.2 1.7

公務員・教職員 (50) 38.0 36.0 32.0 16.0 18.0 20.0 14.0 14.0 10.0 14.0 12.0 6.0 4.0 8.0 6.0 4.0 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0

パート・アルバイト (134) 32.8 29.9 25.4 20.9 15.7 23.1 14.2 17.2 9.0 6.7 6.7 5.2 6.7 6.7 4.5 3.0 2.2 1.5 1.5 3.0 5.2

自営業 (49) 38.8 26.5 20.4 16.3 20.4 8.2 30.6 6.1 10.2 8.2 4.1 8.2 6.1 8.2 2.0 8.2 0.0 4.1 4.1 2.0 0.0

農林業 (44) 45.5 18.2 34.1 34.1 20.5 25.0 25.0 9.1 6.8 0.0 9.1 13.6 4.5 0.0 0.0 4.5 2.3 0.0 4.5 0.0 2.3

学生 (26) 15.4 69.2 26.9 23.1 34.6 11.5 0.0 11.5 0.0 11.5 3.8 3.8 11.5 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 3.8 0.0

専業主婦・主夫 (109) 42.2 27.5 32.1 17.4 20.2 22.0 17.4 7.3 11.0 7.3 2.8 7.3 3.7 0.9 5.5 3.7 0.9 4.6 0.9 4.6 0.9

無職 (211) 35.1 19.4 25.6 20.4 14.2 18.5 14.2 9.0 16.1 8.1 10.9 8.1 5.2 3.3 6.6 5.2 4.7 3.3 1.9 9.0 0.9

その他 (33) 36.4 18.2 36.4 15.2 36.4 21.2 24.2 9.1 6.1 9.1 6.1 6.1 3.0 6.1 9.1 6.1 3.0 3.0 6.1 0.0 0.0

無回答 (9) 22.2 0.0 33.3 0.0 22.2 22.2 22.2 11.1 22.2 0.0 0.0 11.1 0.0 11.1 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

伊達地域 (197) 31.5 33.5 24.9 15.7 17.8 14.7 13.7 12.2 15.2 8.1 10.2 5.1 5.6 6.1 5.1 3.6 4.1 1.5 2.5 3.6 2.5

梁川地域 (230) 44.8 25.2 26.1 22.2 23.5 20.0 14.8 13.5 10.0 10.4 6.1 5.7 5.2 1.3 4.3 4.8 3.9 1.7 1.3 4.8 1.3

保原地域 (323) 31.0 29.7 30.7 19.2 9.0 21.7 14.6 10.5 11.5 8.7 8.0 8.7 4.6 6.5 3.4 4.0 1.5 2.8 2.2 5.6 2.2

霊山地域 (97) 43.3 26.8 17.5 32.0 36.1 12.4 18.6 13.4 15.5 5.2 8.2 14.4 10.3 3.1 4.1 1.0 3.1 1.0 7.2 1.0 0.0

月舘地域 (36) 33.3 36.1 22.2 33.3 41.7 27.8 11.1 5.6 2.8 2.8 11.1 8.3 11.1 5.6 2.8 0.0 0.0 0.0 2.8 5.6 0.0

無回答 (22) 36.4 0.0 13.6 13.6 18.2 18.2 18.2 18.2 0.0 13.6 0.0 13.6 9.1 4.5 4.5 4.5 0.0 4.5 0.0 9.1 13.6

（％）

全体

職

業

居

住

地

域

36.1 

28.6 
26.1 

21.0 19.0 18.9 
14.8 

11.9 11.7 
8.5 8.0 7.8 6.0 4.6 4.1 3.6 2.8 2.0 2.5 4.5 

2.0 

0%

10%

20%

30%

40%

問５ あなたは、伊達市に不足していることは何だと思いますか。（３つまで〇印）

 伊達市に不足していることについて職業別にみると、「豊富な働く場」は学生を除くすべての職業で
最も多くの回答を集めました。一方、学生では「若者の遊ぶ場所」が69.2％と７割近い回答があり
ました。

 「活力ある産業や特産品」は自営業が30.6％、農林業が25.0％と高く、産業の活性化や特産品
づくりなどを求める現場の声が一定数以上あることがわかります。

 居住地域別にみると、上位項目はいずれの地域においても多くの回答がみられました。

 「道路・交通の利便性」や「買い物の利便性」は霊山地域と月舘地域で回答割合が高く、月舘地
域では「保健・医療環境」も27.8％と高くなっています。

伊達市に不足していること（職業別、居住地域別）（複数回答）
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

全体

年

齢

3.3

3.6

3.4

20.0

25.6

28.5

26.9

20.0

30.1

32.6

31.2

12.9

19.5

15.8

26.2

15.6

21.2

60.0

2.0

1.5

4.4

1.3

3.9

1.9

2.8

4.8

13.8

3.4

26.6

27.3

23.9

28.0

28.2

33.3

27.6

26.9

35.1

36.1

26.5

24.3

28.2

21.4

31.0

31.2

15.1

14.1

18.1

23.4

12.7

14.3

6.9

15.8

18.5

19.4

24.5

22.4

28.2

26.2

17.2

21.2

100.0

1.8

3.2

3.4

1.5

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない わからない 無回答

問６ あなたは、市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されていると思い
ますか。（１つに〇印）

市全体や各地域の特徴と課題がまちづくりに反映されているか（性別、年齢別）

 市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されているかについては、全体で「そう思
う」が3.4％、「どちらかといえばそう思う」が26.9％となり、そう思う割合は合計30.3％にとどまってい
ます。一方、「そう思わない」が15.8％、「どちらかといえばそう思わない」が31.2％となり、そう思わな
い割合は合計で47.0％となっています。

 性別にみると、男性はそう思わない割合が合計で52.1％と５割を超え、積極的に厳しい見方をし
ています。一方、女性は「わからない」が26.2％と男性を10.6ポイント上回っており、そう思う割合が
合計で28.9％と３割を下回り、厳しい見方をしているという意味では大きな差異はないものとみら
れます。

 年齢別にみると、10代は「そう思う」が13.8％と最も高く、そう思う割合の合計が41.4％と唯一４
割を超えています。一方、60代と70代はそう思わない割合の合計が５割に達し、厳しい見方をす
る方が多い結果となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

職

業

全体

居

住

地

域

3.0

5.7

1.8

15.4

4.5

6.1

2.5

3.4

22.2

27.3

27.5

26.6

30.8

13.6

22.4

26.9

38.0

27.1

26.9

33.3

33.3

29.9

31.2

19.2

47.7

30.6

32.8

26.0

30.4

31.2

11.1

21.2

16.6

10.1

7.7

20.5

20.4

14.2

18.0

16.7

15.8

15.2

19.9

29.4

26.9

13.6

20.4

19.4

18.0

22.9

21.2

33.3

6.0

1.5

2.8

1.0

3.7

3.9

4.1

3.4

27.3

19.4

26.8

27.9

25.2

28.4

26.9

22.7

33.3

25.8

30.7

33.9

32.0

31.2

13.6

27.8

23.7

12.7

15.2

15.7

15.8

22.7

16.7

20.6

23.5

21.3

18.3

21.2

13.6

2.1

1.5

1.5

1.5

そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない わからない 無回答

 市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されているかについて職業別にみると、そ
う思う割合は合計で「学生」が46.2％と最も高く、次いで「公務員・教職員」が38.0％、「無職」が
33.2％などとなっています。

 「農林業」では、そう思う割合の合計が18.1％と最も低く、そう思わない割合の合計が68.2％と唯
一６割を超えており、農業や林業などに関する課題が多く存在することが窺える結果となっています。

 居住地域別にみると、そう思う割合は合計で「伊達地域」が32.5％と最も高く、次いで「保原地
域」が31.6％、「梁川地域」が29.1％、「霊山地域」が27.8％、「月舘地域」が22.2％となり、地
域による差がみられる結果となっています。

市全体や各地域の特徴と課題がまちづくりに反映されているか（職業別、居住地域別）

問６ あなたは、市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されていると思い
ますか。（１つに〇印）



18

令和５年度
まちづくりアンケート調査

まちの現状と今後の取組について

問７ 伊達市では、伊達市第３次総合計画（令和５年度～令和14年度）に基づき、各分野にわた
る様々な取組を進めています。以下の項目について、現状の満足度と、今後の重要度を
おたずねします。

３‐１

（満足度） あなたは、以下の項目について、現在どの程度満足していますか。それぞれの項目
にあてはまる番号１つに〇印をつけてください。

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）【全体】

(n=905)　　

① 消防・救急体制

② 防災体制

③ 放射線対策

④ 交通安全体制

⑤ 防犯体制

⑥ 消費者対策

⑦ 環境保全に関する取組

⑧ 地球温暖化対策

⑨ ごみ処理体制

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

13.3

4.0

4.9

5.4

7.3

8.3

10.4

8.4

17.3

35.7

11.9

18.3

17.3

24.3

31.5

23.0

27.5

39.8

35.0

59.1

57.7

59.8

49.0

41.8

47.8

46.0

32.7

9.5

14.5

11.6

10.3

12.7

10.7

9.9

11.0

5.2

3.3

6.2

3.3

3.3

2.7

3.9

4.9

3.4

1.4

3.2

4.3

4.2

3.9

4.1

3.9

4.0

3.6

3.5

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

(n=905)　　

① 消防・救急体制

② 防災体制

③ 放射線対策

④ 交通安全体制

⑤ 防犯体制

⑥ 消費者対策

⑦ 環境保全に関する取組

⑧ 地球温暖化対策

⑨ ごみ処理体制

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

32.9

23.8

18.3

18.0

29.6

25.9

16.2

35.8

36.2

38.5

26.4

32.7

31.4

36.2

36.5

28.8

35.7

37.2

20.3

35.0

35.9

37.5

25.1

27.3

32.6

20.2

17.6

2.3

5.9

5.3

5.9

2.5

3.6

11.5

1.8

2.2

1.2

4.0

2.0

2.4

1.7

1.7

5.7

1.4

1.9

4.8

5.0

5.7

4.9

4.9

5.1

5.1

5.1

4.9

重視している
やや

重視している
どちらともいえない

あまり

重視していない
重視していない 無回答

満足度

重要度

（重要度） あなたは、以下の項目について、今後どの程度重視していますか。それぞれの項目
にあてはまる番号１つに〇印をつけてください。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

職

業

居

住

地

域

全体

性

別

年

齢

20.0

16.8

18.0

17.3

40.9

38.9

39.8

31.9

34.1

32.7

40.0

4.3

5.8

5.2

1.6

1.2

1.4

40.0

4.5

1.9

3.5

33.3

18.8

17.2

13.5

17.8

12.7

16.7

34.5

44.3

41.9

38.7

35.5

35.2

28.6

34.5

26.2

30.8

38.1

33.6

45.1

50.0

24.1

4.4

7.9

3.2

7.5

4.2

2.4

1.1

4.7

2.8

3.4

66.7

5.2

1.8
5.8

2.4

3.4

① 消防・救急体制

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

22.2

12.1

14.7

24.8

42.3

31.8

24.5

11.9

16.0

13.3

22.2

39.4

44.5

41.3

30.8

34.1

36.7

36.6

42.0

39.6

22.2

42.4

29.4

27.5

23.1

27.3

30.6

35.8

30.0

38.3

3.0

5.7

4.6

6.8

5.2

10.0

5.8

3.8

2.0

2.2

2.1

33.3

3.0

4.7

6.1

8.2

2.0

18.2

11.1

16.5

18.3

18.3

16.2

27.3

44.4

40.2

44.0

40.0

33.0

36.4

30.6

35.1

27.6

32.2

40.6

4.5

2.8

6.2

4.3

5.7

6.1

2.8
2.1

1.5

1.5

13.6

8.3

4.3

3.0

2.5

 消防・救急体制の満足度については、全体で「満足している」が17.3％、「どちらかといえば満足し
ている」が39.8％で、満足している割合は合計57.1％と、生活環境分野で最も高くなっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」「70歳以上」が６割を超えています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「専業主婦・主夫」「農林業」で高くなっています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「保原地域」が最も高く、「伊達地域」が最も低くなって
います。

① 消防・救急体制（常備消防・救急体制の充実、消防団の活性化等）

消防・救急体制の満足度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

満足度

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

40.0

37.0

35.3

36.2

20.0

34.8

40.4

37.2

18.2

17.0

17.6

2.5

1.9

2.2

1.4

2.4

1.9

40.0

6.1

2.9

4.9

33.3

43.2

36.1

29.0

38.3

31.0

26.2

31.0

35.1

44.1

38.7

32.7

35.2

38.1

20.7

11.4

14.5

22.6

17.8

28.2

26.2

34.5

1.8

2.6

1.9

5.6

4.8

3.4

1.3

2.6

4.7

2.4
6.9

66.7

7.7

3.1

4.5

4.7

2.4

3.4

33.3

27.3

39.3

45.9

42.3

45.5

38.8

31.3

32.0

31.3

22.2

27.3

36.0

34.9

19.2

43.2

34.7

37.3

48.0

40.4

11.1

27.3

13.7

12.8

30.8

9.1

16.3

19.4

16.0

21.7

3.0

2.8

2.8

1.5

2.0

2.9

1.4

7.7

4.1

1.5
2.0

2.5

33.3

15.2

6.6

2.8

2.3

6.1

9.0

1.3

27.3

33.3

37.1

39.6

36.5

31.5

45.5

36.1

35.1

35.9

37.0

40.1

13.6

13.9

20.6

15.5

17.0

21.3

2.8

3.1

2.5

1.7

2.0

3.1

3.6

13.6

13.9
1.0

5.6

6.1

1.5

① 消防・救急体制

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

重要度

① 消防・救急体制（常備消防・救急体制の充実、消防団の活性化等）

消防・救急体制の重要度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

【項目別】

 消防・救急体制の重要度については、全体で「重視している」が36.2％、「やや重視している」が
37.2％で、重視している割合は合計73.4％と、生活環境分野で最も高くなっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「60代」「70歳以上」でより高くなっています。

 職業別にみると、重視している割合は「農林業」が88.7％に上っています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」（69.4％）を除き７割台となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

7.6

9.2

8.4

30.3

24.6

27.5

45.8

46.7

46.0

20.0

8.8

13.6

11.0

20.0

2.9

3.9

3.4

40.0

4.7

1.9

3.6

33.3

7.4

7.5

7.7

6.5

8.5

9.5

31.0

27.7

26.4

23.2

34.6

32.4

23.8

27.6

46.9

45.4

46.5

40.2

53.5

57.1

31.0

9.6

14.5

14.2

11.2

5.6

7.1

2.6

4.4

3.2

6.5

6.9

66.7

5.9

1.8

5.2

2.4

3.4

② 防災体制

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

11.1

6.1

8.1

8.3

34.6

9.1

6.1

5.2

8.0

8.3

33.3

18.2

27.0

31.2

26.9

25.0

26.5

25.4

30.0

28.8

22.2

51.5

45.5

46.8

30.8

50.0

46.9

45.5

38.0

48.8

18.2

10.4

11.0

11.4

10.2

13.4

18.0

9.6

3.0

3.3

1.8
7.7

4.5

4.1

2.2

6.0

3.8

33.3

3.0

5.7

6.1

8.2

13.6

5.6

7.2

9.6

7.8

7.6

18.2

19.4

24.7

29.1

29.1

26.9

36.4

50.0

49.5

44.6

43.5

49.7

13.6

11.1

14.4

10.5

11.3

9.6

4.5

5.6

4.1

1.5
5.2

3.6

13.6

8.3

4.6

3.0

2.5

② 防災体制（情報伝達体制の強化、自主防災組織の支援、治山・治水対策の促進等）

防災体制の満足度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

満足度

 防災体制の満足度については、全体で「満足している」が8.4％、「どちらかといえば満足している」が
27.5％で、満足している割合は合計35.9％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が５割超、「30代」「40代」が４割に達しています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が６割で、他はいずれも５割に達していません。

 居住地域別にみると、満足している割合は「保原地域」が38.7％と最も高く、「月舘地域」が
25.0％と最も低くなっています。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

40.0

34.6

37.2

35.8

20.0

36.0

35.5

35.7

19.2

21.7

20.2

1.4

2.2

1.8

1.8

1.0

1.4

40.0

7.0

2.4

5.1

33.3

39.9

33.9

31.0

38.3

36.6

31.0

34.5

30.6

44.9

38.7

31.8

26.8

40.5

27.6

19.6

15.4

21.9

19.6

32.4

21.4

27.6

1.1

2.6

2.8

2.8

4.8

2.2

2.8

6.9

66.7

8.1

2.6

5.2

4.7

1.4
2.4

3.4

33.3

27.3

35.1

41.3

42.3

50.0

38.8

32.8

34.0

33.3

22.2

42.4

35.5

36.7

19.2

27.3

38.8

36.6

46.0

35.0

11.1

15.2

19.0

15.6

30.8

18.2

12.2

18.7

18.0

26.7

6.1

1.4

1.5

2.0

2.9

1.9

1.8
7.7

2.3
4.1

33.3

9.1

7.1

3.7

2.3

6.1

9.7

1.7

27.3

38.9

39.2

35.6

37.8

32.5

45.5

25.0

35.1

34.1

37.0

38.1

9.1

19.4

20.6

21.7

17.0

22.8

4.5

2.8

1.0

2.2

2.0

3.1

2.2

2.0

13.6

13.9
1.0

6.2

5.2

2.5

② 防災体制

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

防災体制の重要度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

② 防災体制（情報伝達体制の強化、自主防災組織の支援、治山・治水対策の促進等）

【項目別】

重要度

 防災体制の重要度については、全体で「重視している」が35.8％、「やや重視している」が35.7％
で、重視している割合は合計71.5％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「60代」が78.8％と最も高く、最も低い「10代」と16.7ポイン
トの差があります。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」が８割に達しています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「保原地域」「月舘地域」を除き７割台となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

10.6

10.2

10.4

20.0

24.5

21.2

23.0

48.1

48.2

47.8

8.0

12.4

9.9

40.0

3.7

5.8

4.9

40.0

5.1

2.2

4.0

8.1

6.2

11.0

18.7

9.9

7.1

37.9

33.3

23.6

18.9

20.0

24.3

28.2

33.3

31.0

44.3

55.1

48.4

46.7

50.7

52.4

17.2

11.1

12.3

12.3

4.7

5.6

4.8

5.9

5.3

3.9

4.7

5.6

3.4

66.7

7.0

2.2

4.5

2.4

3.4

② 防災体制（仕事・地域別）

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

11.1

6.1

7.6

10.1

34.6

4.5

8.2

7.5

22.0

11.7

11.1

18.2

20.9

23.9

34.6

34.1

20.4

20.9

32.0

22.1

44.4

57.6

48.8

50.5

19.2

43.2

49.0

44.8

38.0

52.1

15.2

10.0

10.1

7.7

15.9

10.2

11.9

6.0

8.3

6.2

4.6

3.8

2.3

4.1

6.7

2.0

5.0

33.3

3.0

6.6

8.2

8.2

13.6

8.3

5.2

10.2

11.3

12.2

22.7

33.3

21.6

27.6

17.8

20.3

40.9

33.3

48.5

47.1

50.0

49.7

9.1

16.7

15.5

6.2

12.6

9.1

9.3

4.3

4.3

5.6

13.6

8.3

4.6

3.9

3.0

③ 放射線対策（情報提供・相談の推進、放射線量の検査・測定の実施等）

放射線対策の満足度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

満足度

【項目別】

 放射線対策の満足度については、全体で「満足している」が10.4％、「どちらかといえば満足してい
る」が23.0％で、満足している割合は合計33.4％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が７割弱と突出しています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が７割弱、「公務員・教職員」が５割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」が41.6％と唯一４割を超えています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

18.0

14.1

16.2

20.0

28.4

29.4

28.8

20.0

32.7

32.6

32.6

10.0

13.4

11.5

4.5

7.3

5.7

40.0

6.3

3.2

5.1

18.8

13.2

15.5

15.9

19.7

11.9

20.7

34.3

33.0

26.5

18.7

21.1

21.4

27.6

33.3

26.9

33.5

36.1

37.4

38.0

33.3

27.6

8.5

11.5

12.3

9.3

16.9

26.2

10.3

1.8

6.6

5.2

15.0

4.2

4.8

10.3

66.7

9.6

2.2

4.5

3.7

2.4

3.4

11.1

9.1

15.6

18.3

23.1

18.2

22.4

16.4

6.0

16.7

11.1

24.2

33.2

36.7

26.9

27.3

22.4

27.6

20.0

27.1

44.4

39.4

28.0

25.7

34.6

40.9

38.8

32.1

26.0

37.1

18.2

11.8

11.9

7.7

6.8

6.1

8.2

26.0

11.7

3.8

3.7
7.7

4.5

2.0

6.0

22.0

6.7

33.3

9.1

7.6

3.7

2.3

8.2

9.7

9.1

5.6

18.6

17.6

15.7

16.2

36.4

25.0

30.9

27.6

27.0

32.0

36.4

30.6

32.0

32.5

33.5

32.0

4.5

22.2

10.3

10.5

12.2

11.7

5.6

7.2

5.6

5.2

6.6

13.6

11.1

1.0

6.2

6.5

1.5

③ 放射線対策

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

③ 放射線対策（情報提供・相談の推進、放射線量の検査・測定の実施等）

放射線対策の重要度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

【項目別】

重要度

 放射線対策の重要度については、全体で「重視している」が16.2％、「やや重視している」が
28.8％で、重視している割合は合計45.0％と５割を下回り、放射線量に対する不安が次第に低
下していることが窺えます。

 年齢別にみると、重視している割合は「70歳以上」が53.1％と唯一５割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合は「専業主婦・主夫」が55.0％と最も高くなっています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」が30.6％と最も低くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

9.4

7.1

8.3

20.0

30.9

32.4

31.5

20.0

44.0

39.4

41.8

8.6

13.4

10.7

20.0

2.7

5.1

3.9

40.0

4.5

2.7

3.9

8.9

5.7

7.1

8.4

7.0

9.5

31.0

33.3

33.2

26.9

27.7

31.8

43.7

31.0

41.4

39.9

49.3

41.9

41.1

33.8

47.6

17.2

9.2

13.2

14.8

8.4

9.9

4.8

2.6

2.6

2.6

10.3

5.6

4.8

3.4

66.7

6.3

2.2

5.8

2.4

3.4

④ 交通安全体制

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

11.1

3.0

8.5

8.3

23.1

6.8

6.1

8.2

12.0

7.1

11.1

27.3

29.9

38.5

46.2

31.8

30.6

23.1

42.0

32.1

33.3

54.5

40.8

42.2

23.1

52.3

44.9

44.8

26.0

42.1

11.1

9.1

10.9

8.3

3.8

4.5

8.2

12.7

18.0

11.7

3.0
3.8

1.8

3.8

4.5

6.1

3.0

2.0

5.4

33.3

3.0

6.2

4.1

8.2

1.7

18.2

2.8

8.2

5.9

10.9

9.1

27.3

36.1

30.9

34.4

30.4

27.9

22.7

41.7

40.2

42.1

43.9

41.6

13.6

5.6

16.5

9.9

8.3

12.7

4.5

5.6

4.1

2.8

2.6

6.6

13.6

8.3

5.0

3.9

2.0

④ 交通安全体制（意識啓発の推進、交通安全施設の整備等）

交通安全体制の満足度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

満足度

 交通安全体制の満足度については、全体で「満足している」が8.3％、「どちらかといえば満足してい
る」が31.5％で、満足している割合は合計39.8％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が７割を超えています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が７割弱、「公務員・教職員」が５割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合はいずれの地域も４割前後となり、大きな差異はみられま
せんでした。

【項目別】



26

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

24.3

27.7

25.9

40.0

36.8

36.0

36.5

28.0

26.8

27.3

2.7

4.9

3.6

1.8

1.5

1.7

40.0

6.3

3.2

5.1

33.3

29.9

21.6

19.4

29.0

26.8

28.6

37.9

34.7

38.8

38.7

33.6

39.4

40.5

24.1

22.9

31.7

31.0

25.2

29.6

23.8

24.1

3.0

3.1

5.2

3.7

2.8

4.8

6.9

2.6

3.7

1.4

3.4

66.7

8.9

2.2

5.2

4.7

2.4

3.4

22.2

15.2

25.6

29.4

46.2

29.5

24.5

19.4

14.0

29.6

22.2

30.3

36.0

41.3

19.2

38.6

32.7

39.6

58.0

32.1

22.2

33.3

25.1

19.3

26.9

27.3

26.5

26.9

22.0

33.8

12.1

4.3

3.7

3.8

2.3

4.1

3.7

2.0

2.5

1.9

2.8

3.8

2.3

2.0

1.5

2.0

33.3

9.1

7.1

3.7

10.2

9.0

2.0

1.3

31.8

19.4

26.8

24.1

25.2

29.4

40.9

27.8

33.0

39.9

34.3

36.0

13.6

33.3

29.9

25.1

28.7

28.4

8.3

7.2

2.8

3.5

3.0

2.1

2.2

2.2

13.6

11.1

1.0

5.9

6.1

2.5

④ 交通安全体制

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

④ 交通安全体制（意識啓発の推進、交通安全施設の整備等）

交通安全体制の重要度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

重要度

 交通安全体制の重要度については、全体で「重視している」が25.9％、「やや重視している」が
36.5％で、重視している割合は合計62.4％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「20代」が69.1％と最も高くなっています。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」「専業主婦・主夫」が７割に達しています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「伊達地域」「保原地域」が高く、日常の交通量などとの
関連が窺える結果となっています。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

8.0

6.6

7.3

22.7

26.5

24.3

50.5

47.7

49.0

40.0

12.3

12.9

12.7

1.4

4.1

2.7

60.0

5.1

2.2

4.1

5.5

7.5

5.2

9.3

5.6

9.5

27.6

25.8

22.9

21.3

22.4

32.4

21.4

31.0

51.7

52.4

45.8

47.7

49.3

47.6

24.1

9.2

12.8

19.4

15.0

9.9

11.9

1.5

2.2

1.9

5.6

2.8

7.1

3.4

100.0

6.3

2.2

6.5

2.4

3.4

⑤ 防犯体制

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

11.1

6.1

6.6

7.3

23.1

6.8

4.1

6.0

8.0

7.5

18.2

22.3

22.9

30.8

20.5

38.8

20.1

36.0

25.4

44.4

57.6

54.0

55.0

30.8

56.8

36.7

47.0

44.0

45.8

18.2

8.1

11.9

11.5

13.6

14.3

15.7

8.0

15.8

2.4

3.8

2.3

2.0

3.0

2.0
4.2

44.4

6.6

1.8

4.1

8.2

2.0

1.3

22.7

8.3

9.3

5.6

7.4

7.1

4.5

19.4

22.7

25.1

26.1

24.9

50.0

44.4

45.4

51.7

49.6

46.2

13.9

17.5

10.8

11.3

16.2

5.6

5.2

2.2

2.2

2.5

22.7

8.3

4.6

3.5

3.0

⑤ 防犯体制（意識啓発の推進、地域ぐるみの防犯活動の促進等）

防犯体制の満足度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

満足度

 防犯体制の満足度については、全体で「満足している」が7.3、「どちらかといえば満足している」が
24.3％で、満足している割合は合計31.6％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」を除き、いずれの世代も４割を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「パート・アルバイト」「農林業」「無職」が３割を下回っていま
す。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」で３割を下回っています。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

29.2

30.2

29.6

20.0

35.6

37.2

36.2

20.0

25.6

24.6

25.1

1.2

4.1

2.5

1.8

1.5

1.7

40.0

6.5

2.4

4.9

33.3

29.9

26.4

26.5

32.7

35.2

42.9

24.1

34.3

43.2

36.1

33.6

32.4

26.2

37.9

23.6

24.2

26.5

26.2

29.6

23.8

27.6

3.0

4.5

2.8

4.8

3.4

3.1

1.3

2.8

0.0

3.4

66.7

8.5

2.2

5.2

3.7

2.4

3.4

44.4

9.1

26.5

33.9

34.6

43.2

34.7

23.1

20.0

34.2

48.5

36.0

37.6

30.8

31.8

34.7

35.8

52.0

34.2

22.2

27.3

25.6

18.3

26.9

22.7

18.4

27.6

22.0

28.3

9.1

2.4

3.7

3.8

2.0

1.5

4.0

2.1

2.4

1.8
3.8

2.3

2.0

2.2

2.0

33.3

6.1

7.1

4.6

8.2

9.7

31.8

25.0

35.1

29.1

25.7

33.0

36.4

36.1

28.9

38.1

34.8

38.6

13.6

22.2

26.8

23.5

29.1

23.9

4.5

5.6

6.2

1.2

2.6

2.0

2.1

1.9

2.6

13.6

11.1

1.0

6.2

5.2

2.0

⑤ 防犯体制

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑤ 防犯体制（意識啓発の推進、地域ぐるみの防犯活動の促進等）

防犯体制の重要度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

重要度

 防犯体制の重要度については、全体で「重視している」が29.6％、「やや重視している」が36.2％
で、重視している割合は合計65.8％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合はいずれの世代も６割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合は「農林業」「公務員・教職員」「専業主婦・主夫」が７割に達
しています。

 居住地域別にみると、重視している割合はいずれの地域も６割を超えています。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

5.9

4.6

5.4

20.0

18.8

15.6

17.3

58.9

61.6

59.8

20.0

8.4

12.4

10.3

3.5

3.2

3.3

40.0

4.5

2.7

3.9

33.3

4.1

2.6

3.9

9.3

5.6

9.5

24.1

16.6

16.3

14.8

19.6

28.2

14.3

17.2

60.5

64.3

58.7

61.7

50.7

59.5

44.8

10.0

11.0

13.5

4.7

12.7

9.5

6.9

2.6

3.5

3.9

3.7

2.8

4.8

3.4

66.7

6.3

2.2

5.2

2.4

3.4

⑥ 消費者対策

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

11.1

9.1

3.3

7.3

26.9

4.5

2.0

2.2

8.0

5.4

12.1

15.6

16.5

15.4

18.2

16.3

15.7

36.0

17.9

55.6

60.6

58.3

65.1

50.0

65.9

65.3

57.5

46.0

61.7

12.1

12.8

9.2

3.8

9.1

6.1

11.9

4.0

10.8

4.3

3.8

4.1

4.5

6.0

3.3

33.3

6.1

5.7

2.3

6.1

8.2

13.6

2.8

6.2

4.6

4.3

7.1

4.5

16.7

13.4

18.3

17.4

19.3

63.6

55.6

67.0

61.6

57.4

56.3

13.9

10.3

6.8

14.3

11.7

4.5

2.8

3.1

4.0

2.6

3.0

13.6

8.3

4.6

3.9

2.5

⑥ 消費者対策（トラブル防止に向けた情報提供や意識啓発、相談体制の充実等）

消費者対策の満足度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

満足度

【項目別】

 消費者対策の満足度については、全体で「満足している」が5.4％、「どちらかといえば満足している」
が17.3％で、満足している割合は合計22.7％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「50代」「60代」で２割を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「公務員・教職員」「学生」を除き２割前後となっています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「霊山地域」「月舘地域」で２割を下回っています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

19.4

16.5

18.0

32.3

30.7

31.4

60.0

35.0

40.1

37.5

4.3

7.8

5.9

2.7

2.2

2.4

40.0

6.3

2.7

4.9

17.3

15.9

19.4

24.3

11.3

23.8

20.7

31.7

34.4

27.7

31.8

38.0

23.8

20.7

33.3

34.3

40.5

39.4

29.0

42.3

42.9

44.8

6.3

4.4

7.1

4.7

8.5

4.8

6.9

1.5

2.6

1.9
6.5

2.4

3.4

66.7

8.9

2.2

4.5

3.7

2.4

3.4

11.1

12.1

16.6

18.3

23.1

22.7

16.3

16.4

18.0

20.0

11.1

24.2

32.7

39.4

23.1

29.5

30.6

29.9

34.0

30.0

44.4

45.5

36.5

30.3

46.2

40.9

34.7

37.3

38.0

39.2

9.1

5.7

5.5

3.8

2.3

6.1

3.7

10.0

7.1

2.4

1.8
3.8

2.3
4.1

3.7

2.5

33.3

9.1

6.2

4.6

2.3

8.2

9.0

1.3

13.6

19.4

18.6

18.6

17.0

18.3

27.3

25.0

33.0

34.7

26.5

32.5

40.9

36.1

35.1

35.0

41.3

38.1

4.5

8.3

7.2

4.0

6.1

7.6

5.2

1.9

3.0

13.6

11.1

1.0

5.9

6.1

1.5

⑥ 消費者対策

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑥ 消費者対策（トラブル防止に向けた情報提供や意識啓発、相談体制の充実等）

消費者対策の重要度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

【項目別】

重要度

 消費者対策の重要度については、全体で「重視している」が18.0％、「やや重視している」が
31.4％で、重視している割合は合計49.4％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「40代」「60代」が５割に達しています。

 職業別にみると、重視している割合は「専業主婦・主夫」が57.7％と最も高くなっています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「梁川地域」「月舘地域」を除き５割に達しています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

4.7

5.1

4.9

20.0

18.0

18.7

18.3

40.0

59.5

55.7

57.7

9.6

14.1

11.6

3.1

3.6

3.3

40.0

5.1

2.7

4.2

3.3

2.6

4.5

8.4

4.2

9.5

20.7

15.1

17.2

12.9

23.4

36.6

14.3

31.0

33.3

59.4

58.1

63.2

56.1

49.3

61.9

31.0

11.8

15.9

9.7

8.4

8.5

9.5

10.3

2.6

4.0

4.5

3.7

1.4

2.4

3.4

66.7

7.7

2.2

5.2

2.4

3.4

⑦ 環境保全に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

0.0

3.0

4.7

1.8

23.1

6.8

6.1

2.2

4.0

5.8

18.2

14.7

17.4

26.9

13.6

14.3

15.7

28.0

22.5

44.4

57.6

59.2

65.1

34.6

61.4

55.1

59.7

50.0

56.3

11.1

15.2

10.9

10.1

11.5

11.4

12.2

10.4

16.0

12.1

3.0

3.3

3.7

3.8

4.5

6.1

3.7

2.0

2.5

33.3

3.0

7.1

1.8

2.3

6.1

8.2

9.1

5.6

7.2

3.1

3.9

7.1

4.5

19.4

19.6

19.5

17.0

18.8

63.6

61.1

59.8

59.8

52.2

58.4

9.1

5.6

12.4

9.3

16.1

11.2

1.0

2.8

6.5

2.5

13.6

8.3

5.6

4.3

2.0

⑦ 環境保全に関する取組（意識啓発の推進、公害等環境問題への対応等）

環境保全に関する取組の満足度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

満足度

【項目別】

 環境保全に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が4.9％、「どちらかといえば満
足している」が18.3％で、満足している割合は合計23.2％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は50代以上で２割を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「パート・アルバイト」「専業主婦・主夫」「無職」で２割を下
回っています。

 居住地域別にみると、満足している割合はすべての地域で２割台となっています。



32

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

18.6

18.0

18.3

20.0

31.7

34.1

32.7

37.2

34.8

35.9

3.1

8.0

5.3

20.0

2.2

1.5

2.0

40.0

7.2

3.6

5.7

33.3

18.5

18.9

18.1

19.6

16.9

11.9

20.7

31.7

33.0

32.3

32.7

35.2

35.7

34.5

31.4

39.2

36.8

35.5

40.8

40.5

34.5

5.2

3.5

7.1

4.7

7.0

9.5

3.4

1.5

2.6

1.3
4.7

3.4

66.7

11.8

2.6

4.5

2.8

2.4

3.4

33.3

15.2

18.0

15.6

26.9

25.0

20.4

16.4

16.0

18.8

11.1

18.2

30.3

36.7

26.9

38.6

30.6

30.6

44.0

34.6

11.1

48.5

34.1

32.1

38.5

27.3

34.7

38.8

28.0

40.0

11.1

9.1

7.1

5.5

3.8

4.5

2.0

2.2

12.0

4.2

2.4

2.8
3.8

2.3

2.0

2.2

1.7

33.3

9.1

8.1

7.3

2.3

10.2

9.7

13.6

8.3

20.6

17.3

21.7

17.3

36.4

27.8

34.0

35.9

26.5

34.5

31.8

38.9

34.0

34.1

37.4

38.1

4.5

13.9

7.2

4.6

3.9

5.6

2.1

3.5

2.5

13.6

11.1

2.1

7.1

7.0

2.0

⑦ 環境保全に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑦ 環境保全に関する取組（意識啓発の推進、公害等環境問題への対応等）

環境保全に関する取組の重要度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

【項目別】

重要度

 環境保全に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が18.3％、「やや重視してい
る」が32.7％で、重視している割合は合計51.0％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合はいずれの年代も５割前後となっています。

 職業別にみると、重視している割合は「農林業」「公務員・教職員」で６割に達しています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」が36.1％でやや低い結果となっています。



33

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.7

4.4

4.0

13.3

10.5

11.9

40.0

61.1

56.9

59.1

20.0

11.5

18.0

14.5

5.1

7.5

6.2

40.0

5.3

2.7

4.3

2.6

1.8

2.6

7.5

5.6

7.1

20.7

9.2

11.9

10.3

14.0

18.3

14.3

20.7

33.3

58.3

63.0

58.7

57.9

64.8

57.1

34.5

17.3

15.9

13.5

13.1

7.0

11.9

10.3

5.2

5.3

8.4

7.5

4.2

7.1

10.3

66.7

7.4

2.2

6.5

2.4

3.4

⑧ 地球温暖化対策

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

2.4

2.8

19.2

2.3

6.1

2.2

6.0

5.0

11.1

12.1

10.0

9.2

19.2

11.4

10.2

11.9

22.0

12.5

55.6

60.6

61.1

67.9

42.3

56.8

57.1

56.0

40.0

61.7

15.2

13.3

13.8

7.7

25.0

18.4

13.4

20.0

13.8

6.1

5.2

5.5

11.5

4.5

2.0
7.5

12.0

6.3

33.3

3.0

8.1

6.1

9.0

2.8

8.2

2.8

3.0

5.6

9.1

13.9

8.2

13.0

13.5

10.2

54.5

47.2

57.7

59.4

60.0

60.9

13.6

13.9

17.5

13.3

13.5

16.2

4.5

13.9

7.2

5.9

6.1

5.1

18.2

8.3

1.0

5.6

3.9

2.0

⑧ 地球温暖化対策（太陽光発電・蓄電池などの再生可能エネルギーの導入等）

地球温暖化対策の満足度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

満足度

【項目別】

 地球温暖化対策の満足度については、全体で「満足している」が4.0％、「どちらかといえば満足して
いる」が11.9％で、満足している割合は合計15.9％と、生活環境分野で最も低くなっています。

 年齢別にみると、満足している割合は50代以上で２割を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」を除き２割を下回っています。

 居住地域別にみると、満足している割合はすべての地域で２割を下回っています。



34

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

23.1

24.8

23.8

40.0

27.2

25.3

26.4

20.0

36.0

34.1

35.0

4.1

8.0

5.9

3.1

5.1

4.0

40.0

6.5

2.7

5.0

25.8

22.5

23.9

26.2

16.9

16.7

34.5

33.3

26.6

27.8

27.1

19.6

35.2

21.4

20.7

33.6

38.3

32.3

33.6

32.4

45.2

37.9

4.1

4.8

5.8

6.5

12.7

14.3

1.5

4.0

6.5

10.3

1.4

3.4

66.7

8.5

2.6

4.5

3.7

1.4

2.4

3.4

11.1

21.2

21.8

22.9

34.6

20.5

26.5

22.4

26.0

25.8

22.2

27.3

22.7

32.1

23.1

31.8

24.5

27.6

32.0

25.0

33.3

36.4

37.9

30.3

38.5

40.9

32.7

33.6

26.0

36.3

6.1

6.2

8.3

2.3

6.1

3.7

8.0

6.7

3.8

2.8
3.8

4.5

2.0
3.7

8.0

5.0

33.3

9.1

7.6

3.7

8.2

9.0

1.3

13.6

13.9

28.9

24.1

24.8

22.3

31.8

25.0

25.8

27.2

24.3

27.4

40.9

30.6

32.0

32.5

38.3

37.1

13.9

6.2

5.0

3.9

8.6

5.6

5.2
5.3

3.5

2.0

13.6

11.1

2.1

5.9

5.2

2.5

⑧ 地球温暖化対策

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑧ 地球温暖化対策（太陽光発電・蓄電池などの再生可能エネルギーの導入等）

地球温暖化対策の重要度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

【項目別】

重要度

 地球温暖化対策の重要度については、全体で「重視している」が23.8％、「やや重視している」が
26.4％で、重視している割合は合計50.2％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「20代」が38.1％と唯一４割を下回っています。

 職業別にみると、重視している割合は「無職」「その他」を除き５割を超えています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」を除き５割を超えています。



35

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

11.5

15.6

13.3

36.2

35.5

35.7

40.0

37.0

32.6

35.0

20.0

8.8

10.2

9.5

2.5

4.4

3.3

40.0

4.1

1.7

3.2

14.8

11.0

10.3

15.0

14.1

16.7

20.7

37.6

40.5

32.9

33.6

31.0

23.8

34.5

33.3

33.9

33.9

38.1

33.6

36.6

38.1

34.5

7.4

8.8

10.3

10.3

16.9

14.3

3.4

4.4

3.9

7.5

1.4
4.8

3.4

66.7

5.5

1.3

4.5

2.4

3.4

⑨ ごみ処理体制

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

9.1

16.1

9.2

23.1

18.2

18.4

11.2

8.0

12.9

22.2

36.4

33.2

47.7

26.9

40.9

26.5

34.3

48.0

32.9

33.3

30.3

36.5

34.9

42.3

31.8

32.7

35.8

14.0

38.8

11.1

21.2

6.6

4.6

3.8

9.1

14.3

9.7

22.0

9.6

2.4

2.8

3.8

4.1

1.5

8.0

5.4

33.3

3.0

5.2

4.1

7.5

4.5

16.7

15.5

12.1

14.3

13.2

31.8

38.9

30.9

39.0

34.8

33.5

27.3

30.6

36.1

33.4

37.8

35.5

13.6

2.8

11.3

8.7

7.4

13.2

9.1

2.8
6.2

2.8

2.6
3.0

13.6

8.3

4.0

3.0

1.5

⑨ ごみ処理体制（ごみの減量化・資源化の促進、収集・処理体制の充実等）

ごみ処理体制の満足度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

満足度

【項目別】

 ごみ処理体制の満足度については、全体で「満足している」が13.3％、「どちらかといえば満足してい
る」が35.7％で、満足している割合は合計49.0％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」「60代」「70歳以上」で５割を超えています。

 職業別にみると、満足している割合は「農林業」「専業主婦・主夫」「公務員・教職員」「学生」で５
割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」が最も高くなっています。



36

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

32.9

33.1

32.9

20.0

38.2

38.9

38.5

20.0

18.8

22.1

20.3

2.5

2.2

2.3

1.2

1.2

1.2

40.0

6.3

2.4

4.8

33.3

35.1

33.0

27.1

37.4

33.8

21.4

41.4

36.9

44.5

41.3

32.7

35.2

38.1

24.1

17.0

17.2

23.2

21.5

25.4

35.7

24.1

2.6

1.8

2.6

1.9

2.8

2.4

3.4

1.8

2.8
2.8

3.4

66.7

8.1

1.8

5.8

3.7

2.4

3.4

33.3

21.2

32.2

32.1

46.2

38.6

42.9

29.1

36.0

32.5

11.1

42.4

36.5

45.0

19.2

36.4

30.6

44.0

54.0

35.4

22.2

21.2

21.3

12.8

26.9

20.5

18.4

17.2

6.0

27.1

3.0

2.4

3.7

3.8

2.3

1.5

2.0

2.5

1.4

2.8
3.8

2.3

1.3

33.3

12.1

6.2

3.7

8.2

8.2

2.0

1.3

27.3

30.6

38.1

34.7

30.4

31.5

40.9

25.0

36.1

40.6

38.7

38.1

13.6

25.0

19.6

17.3

21.3

24.4

5.6

3.1

1.5

2.6

2.5

4.5

2.8

1.0

1.3

1.5

13.6

11.1

2.1

5.3

5.7

2.0

⑨ ごみ処理体制

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑨ ごみ処理体制（ごみの減量化・資源化の促進、収集・処理体制の充実等）

ごみ処理体制の重要度

１．安全・安心できれいなまち（生活環境分野）

重要度

 ごみ処理体制の重要度については、全体で「重視している」が32.9％、「やや重視している」が
38.5％で、重視している割合は合計71.4％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「10代」「20代」がやや低くなっています。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」が９割に達しています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」がやや低くなっています。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）【全体】

満足度

重要度

(n=905)　　

① 健幸都市づくりに関する取組

② 保健サービス提供体制

③ 医療体制

④ 高齢者支援体制

⑤ 障がい者支援体制

⑥ 地域福祉体制

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

5.6

5.7

6.5

8.4

11.2

8.6

18.6

17.9

27.3

29.2

33.1

29.8

58.8

60.2

49.3

37.7

42.4

49.0

9.8

8.5

9.4

15.1

6.5

6.5

2.8

3.3

3.3

5.1

2.7

1.9

4.4

4.3

4.2

4.5

4.1

4.2

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

(n=905)　　

① 健幸都市づくりに関する取組

② 保健サービス提供体制

③ 医療体制

④ 高齢者支援体制

⑤ 障がい者支援体制

⑥ 地域福祉体制

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

21.0

22.1

29.0

39.6

23.3

18.7

33.5

31.6

36.4

34.4

38.6

37.3

34.3

35.6

23.8

17.5

27.2

30.6

4.3

3.5

3.6

2.2

3.4

5.5

1.5

1.7

1.9

2.1

2.4

5.4

5.5

5.4

5.5

5.4

5.4

重視している
やや

重視している
どちらともいえない

あまり

重視していない
重視していない 無回答
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

10.2

6.8

8.6

32.3

27.3

29.8

60.0

43.6

55.2

49.0

6.7

6.3

6.5

1.6

2.2

1.9

40.0

5.5

2.2

4.2

9.6

8.4

7.1

8.4

4.2

9.5

20.7

32.8

29.1

29.0

30.8

29.6

23.8

20.7

33.3

45.4

52.4

48.4

50.5

52.1

50.0

44.8

4.8

5.3

7.1

7.5

11.3

11.9

6.9

2.6

1.9

1.9

2.8

2.4

3.4

66.7

6.6

2.2

6.5

2.4

3.4

① 健幸都市づくりに関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

6.1

9.5

11.0

19.2

6.8

8.2

7.5

14.0

6.3

11.1

18.2

28.4

45.0

23.1

38.6

38.8

22.4

30.0

27.9

55.6

66.7

48.8

37.6

50.0

50.0

42.9

51.5

50.0

50.8

3.0

5.2

2.8

3.8

4.5

7.5

4.0

12.1

2.4

1.8
3.8

4.1

1.5

2.1

33.3

6.1

5.7

1.8

6.1

9.7

2.0

4.5

8.3

10.3

9.3

8.3

7.6

31.8

33.3

35.1

31.6

29.1

24.4

50.0

44.4

43.3

46.7

47.4

57.9

2.8

4.1

6.5

9.1

6.1

2.8
5.2

2.2

1.5

13.6

8.3

2.1

5.0

3.9

2.5

① 健幸都市づくりに関する取組（歩くことや運動習慣の定着促進、意識の啓発等）

健幸都市づくりに関する取組の満足度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

満足度

【項目別】

 健幸都市づくりに関する取組の満足度については、全体で「満足している」が8.6％、「どちらかといえ
ば満足している」が29.8％で、満足している割合は合計38.4％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合はいずれの世代も概ね30％～40％台となっています。

 職業別にみると、満足している割合は「専業主婦・主夫」で５割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「伊達地域」「梁川地域」で４割を下回っています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

17.3

18.7

38.2

36.7

37.3

60.0

27.2

34.3

30.6

5.5

5.6

5.5

2.0

2.9

2.4

40.0

7.0

3.2

5.4

23.6

14.1

17.4

18.7

15.5

23.8

17.2

37.6

44.9

33.5

32.7

39.4

23.8

31.0

33.3

25.5

31.7

33.5

28.0

35.2

42.9

34.5

3.3

3.5

5.8

12.1

8.5

7.1

6.9

2.6
4.5

5.6

1.4

6.9

66.7

10.0

3.1

5.2

2.8

2.4

3.4

9.1

18.5

22.9

26.9

15.9

22.4

17.2

22.0

17.9

33.3

39.4

37.4

42.2

19.2

38.6

40.8

37.3

40.0

35.4

33.3

30.3

28.9

22.0

38.5

36.4

24.5

28.4

18.0

39.2

9.1

4.7

6.4

7.7

9.1

4.5

18.0

3.8

2.4

1.8
7.7

6.1

1.5

3.3

33.3

12.1

8.1

4.6

6.1

11.2

2.0

13.6

5.6

23.7

19.8

15.7

20.8

31.8

33.3

39.2

38.4

38.3

35.0

36.4

27.8

24.7

29.7

30.4

35.0

4.5

13.9

8.2

4.0

5.7

5.1

11.1

1.0

1.2
3.5

2.5

13.6

8.3

3.1

6.8

6.5

1.5

① 健幸都市づくりに関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

① 健幸都市づくりに関する取組（歩くことや運動習慣の定着促進、意識の啓発等）

健幸都市づくりに関する取組の重要度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

【項目別】

重要度

 健幸都市づくりに関する取組の重要度については、全体で「重視している」が18.7％、「やや重視し
ている」が37.3％で、重視している割合は合計56.0％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「70歳以上」で６割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合は「専業主婦・主夫」「自営業」「公務員・教職員」が６割を超
えています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「霊山地域」が６割を超え最も高くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

13.5

8.3

11.2

20.0

33.7

32.6

33.1

39.9

46.0

42.4

20.0

4.7

8.5

6.5

3.3

1.9

2.7

40.0

4.9

2.7

4.1

33.3

13.7

11.0

5.8

11.2

11.3

7.1

20.7

36.2

31.7

33.5

32.7

38.0

23.8

20.7

35.8

46.7

46.5

40.2

43.7

52.4

44.8

6.3

6.2

5.8

9.3

4.2

9.5

6.9

1.1

2.6

3.2

4.7
2.8

4.8

3.4

66.7

7.0

1.8

5.2

1.9

2.4

3.4

② 保健サービス提供体制

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

22.2

9.1

11.4

20.2

19.2

13.6

10.2

8.2

12.0

7.1

11.1

21.2

30.8

40.4

26.9

43.2

42.9

26.1

52.0

31.3

22.2

45.5

42.7

32.1

46.2

34.1

36.7

47.8

30.0

49.2

11.1

12.1

6.6

5.5

3.8

4.5

4.5

6.0

9.2

3.0

2.8

3.8

2.3
4.1

3.7

2.9

33.3

9.1

5.7

2.3

6.1

9.7

9.1

13.9

11.3

10.8

12.6

9.6

36.4

41.7

30.9

36.8

32.2

27.4

27.3

30.6

44.3

39.0

41.3

52.3

9.1

5.6

8.2

5.3

7.0

7.1

4.5

3.1
2.8

3.5

1.5

13.6

8.3

2.1

5.3

3.5

2.0

② 保健サービス提供体制（各種健診・相談・指導の充実、食育の推進等）

保健サービス提供体制の満足度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

満足度

【項目別】

 保健サービス提供体制の満足度については、全体で「満足している」が11.2％、「どちらかといえば
満足している」が33.1％で、満足している割合は合計44.3％と、保健・医療・福祉分野で最も高
くなっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「70歳以上」「30代」が約５割と高くなっています。

 職業別にみると、満足している割合は「公務員・教職員」「専業主婦・主夫」で６割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」で最も高くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

26.4

19.7

23.3

20.0

37.2

40.4

38.6

20.0

24.7

30.2

27.2

2.9

4.1

3.4

1.8

2.4

2.1

40.0

7.0

3.2

5.4

28.0

18.9

16.8

28.0

25.4

26.2

24.1

36.5

43.2

39.4

36.4

42.3

31.0

31.0

33.3

21.0

30.0

32.3

25.2

26.8

35.7

31.0

3.0

3.1

2.6

5.6

4.2

4.8

3.4

2.2
3.9

2.8

1.4

6.9

66.7

10.7

2.6

5.2

1.9

2.4

3.4

11.1

21.2

19.4

36.7

34.6

22.7

24.5

19.4

20.0

22.9

22.2

30.3

42.2

32.1

23.1

38.6

40.8

39.6

54.0

37.5

33.3

33.3

25.1

19.3

30.8

31.8

20.4

24.6

22.0

34.2

3.0

3.3

4.6

3.8

2.3

2.0

3.0

4.0

3.8

2.4

2.8
7.7

2.3
4.1

2.2

1.3

33.3

12.1

7.6

4.6

2.3

8.2

11.2

13.6

13.9

23.7

24.8

24.8

21.8

40.9

41.7

41.2

38.1

37.0

39.1

27.3

22.2

23.7

26.6

26.1

32.0

4.5

8.3

5.2

3.1

2.2

3.6

5.6

3.1

3.0

2.0

13.6

8.3

3.1

6.5

7.0

1.5

② 保健サービス提供体制

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

② 保健サービス提供体制（各種健診・相談・指導の充実、食育の推進等）

保健サービス提供体制の重要度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

【項目別】

重要度

 保健サービス提供体制の重要度については、全体で「重視している」が23.3％、「やや重視してい
る」が38.6％で、重視している割合は合計61.9％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「30代」「40代」と「60代」「70歳以上」で６割を超えていま
す。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」が７割を超えています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」を除き６割を超えています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

9.0

7.5

8.4

20.0

30.9

27.3

29.2

36.8

39.2

37.7

13.3

17.5

15.1

20.0

4.5

5.6

5.1

40.0

5.5

2.9

4.5

33.3

11.4

8.4

3.9

6.5

2.8

11.9

17.2

32.1

31.3

27.1

29.9

22.5

19.0

27.6

34.7

38.3

42.6

36.4

40.8

40.5

31.0

10.3

15.0

17.4

16.8

25.4

19.0

13.8

3.0

5.3

3.9

8.4

8.5

7.1

6.9

66.7

8.5

1.8

5.2

1.9

2.4

3.4

③ 医療体制

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

22.2

9.1

10.4

11.0

15.4

9.1

10.2

4.5

6.0

6.3

22.2

24.2

30.8

39.4

38.5

25.0

30.6

26.1

34.0

24.2

11.1

36.4

37.4

32.1

30.8

45.5

40.8

38.1

34.0

40.8

11.1

15.2

9.0

12.8

7.7

13.6

10.2

14.2

24.0

22.5

6.1

5.7

3.7

7.7

4.5

2.0
6.0

2.0
5.8

33.3

9.1

6.6

2.3

6.1

11.2

13.6

2.8

11.3

7.1

10.0

7.6

27.3

27.8

23.7

33.7

25.7

28.9

13.6

27.8

45.4

34.4

37.0

44.7

18.2

16.7

16.5

12.4

19.1

13.7

9.1

16.7

1.0
6.2

4.8

3.0

18.2

8.3

2.1

6.2

3.5

2.0

③ 医療体制（広域連携等による救急医療体制・地域医療体制の充実等）

医療体制の満足度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

満足度

【項目別】

 医療体制の満足度については、全体で「満足している」が8.4％、「どちらかといえば満足している」が
29.2％で、満足している割合は合計37.6％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」「70歳以上」で４割を超えています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「専業主婦・主夫」で５割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「保原地域」が最も高くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

39.5

39.9

39.6

40.0

35.2

33.3

34.4

16.0

19.5

17.5

1.8

2.7

2.2
1.0

40.0

6.7

3.6

5.5

33.3

36.2

39.6

34.2

48.6

53.5

40.5

31.0

34.3

34.4

40.6

30.8

28.2

38.1

27.6

15.5

20.7

16.1

14.0

18.3

19.0

27.6

3.0

1.3

3.2

2.8

3.4

1.8

3.4

66.7

10.7

2.2

5.2

2.8

2.4

6.9

55.6

24.2

32.2

43.1

46.2

38.6

34.7

35.1

42.0

48.3

48.5

37.0

37.6

19.2

31.8

30.6

33.6

50.0

30.0

11.1

15.2

19.0

11.0

23.1

25.0

18.4

17.9

6.0

19.6

3.0

2.4

4.6

3.8

4.1

2.0

1.7

1.4

3.8

2.3
2.0

1.5

33.3

9.1

8.1

3.7

3.8

2.3

10.2

11.2

40.9

33.3

37.1

39.0

42.2

39.6

27.3

38.9

32.0

39.0

28.7

34.5

9.1

13.9

22.7

13.6

18.7

21.3

4.5

2.8

4.1

1.5

2.6

1.5

1.0

1.3

1.0

18.2

11.1

3.1

6.2

6.5

2.0

③ 医療体制

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

③ 医療体制（広域連携等による救急医療体制・地域医療体制の充実等）

医療体制の重要度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

【項目別】

重要度

 医療体制の重要度については、全体で「重視している」が39.6％、「やや重視している」が34.4％
で、重視している割合は合計74.0％と、保健・医療・福祉分野で最も高くなっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「30代」で８割に達したほか、「10代」以外で７割を超えてい
ます。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」が９割を超え、「専業主婦・主夫」が８割
に達しています。

 居住地域別にみると、重視している割合はいずれの地域も高く、大きな差異はみられませんでした。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

8.4

4.4

6.5

29.2

25.3

27.3

20.0

46.2

53.3

49.3

20.0

8.8

10.0

9.4

20.0

2.5

4.1

3.3

40.0

4.9

2.9

4.2

7.0

4.8

6.5

5.6

2.8

9.5

24.1

29.9

28.6

25.8

29.9

15.5

19.0

34.5

33.3

43.5

52.0

45.2

52.3

70.4

59.5

27.6

9.6

9.7

13.5

6.5

8.5

2.4

6.9

2.6

3.1

3.9

3.7

2.8

7.1

3.4

66.7

7.4

1.8

5.2

1.9

2.4

3.4

④ 高齢者支援

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

6.1

6.6

7.3

26.9

9.1

6.1

5.2

2.0

5.4

11.1

18.2

26.5

37.6

30.8

38.6

32.7

23.9

28.0

23.3

55.6

57.6

47.4

45.9

30.8

47.7

40.8

49.3

58.0

53.3

12.1

8.5

6.4

7.7

2.3

10.2

8.2

10.0

13.3

5.2

3.8

2.3

2.0
3.0

2.0
4.2

33.3

6.1

5.7

1.8

8.2

10.4

4.5

8.3

8.2

6.5

5.7

6.6

22.7

25.0

25.8

29.1

27.4

25.9

54.5

50.0

52.6

46.7

47.0

53.8

4.5

2.8

8.2

7.7

13.5

9.6

5.6

3.1
4.3

3.0

2.0

13.6

8.3

2.1

5.6

3.5

2.0

④ 高齢者支援体制（介護予防の推進、生きがいづくり、介護サービスの充実等）

高齢者支援体制の満足度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

満足度

【項目別】

 高齢者支援体制の満足度については、全体で「満足している」が6.5％、「どちらかといえば満足して
いる」が27.3％で、満足している割合は合計33.8％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は高齢者層で４割に達しませんでした。

 職業別にみると、満足している割合は「会社員」「パート・アルバイト」で３割を下回っています。

 居住地域別にみると、満足している割合はいずれの地域も３割台となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

31.5

26.3

29.0

20.0

36.4

36.5

36.4

20.0

21.1

27.0

23.8

20.0

2.9

4.4

3.6

1.6

2.2

1.9

40.0

6.5

3.6

5.4

32.8

27.8

31.6

30.8

19.7

19.0

20.7

34.3

44.9

34.8

33.6

29.6

38.1

24.1

33.3

18.8

21.1

22.6

26.2

39.4

28.6

41.4

2.2

3.7

1.4
4.8

6.9

66.7

10.3

2.2

5.2

1.9

1.4

2.4

6.9

3.3

1.8

4.5

3.7

8.5

7.1

11.1

18.2

26.1

31.2

26.9

36.4

28.6

30.6

24.0

31.7

33.3

42.4

40.3

39.4

23.1

31.8

34.7

30.6

52.0

33.3

22.2

24.2

21.3

18.3

38.5

29.5

24.5

23.1

12.0

28.3

3.0

2.4

5.5

2.3

2.2

12.0

4.6

2.4

7.7

4.1

3.0

1.3

33.3

12.1

7.6

4.6

3.8

8.2

10.4

13.6

22.2

34.0

30.7

28.3

27.4

36.4

33.3

35.1

36.5

39.6

33.5

31.8

25.0

24.7

23.2

17.8

29.9

4.5

2.8

2.1

1.9

6.5

4.1

5.6

1.0

1.5

1.3

3.0

13.6

11.1

3.1

6.2

6.5

2.0

④ 高齢者支援

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

④ 高齢者支援体制（介護予防の推進、生きがいづくり、介護サービスの充実等）

高齢者支援体制の重要度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

重要度

 高齢者支援体制の重要度については、全体で「重視している」が29.0％、「やや重視している」が
36.4％で、重視している割合は合計65.4％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は40代以上で高く、「60代」では７割に達しています。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」「専業主婦・主夫」が７割に達しています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」を除き６割台となっています。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

7.2

4.1

5.7

20.0

15.6

17.9

20.0

58.3

63.0

60.2

20.0

7.6

9.5

8.5

20.0

1.8
4.9

3.3

40.0

5.1

2.9

4.3

6.3

4.0

7.1

3.7

4.2

7.1

17.2

16.6

18.1

14.8

24.3

15.5

19.0

27.6

33.3

56.8

66.5

58.7

56.1

70.4

61.9

41.4

11.4

6.2

10.3

8.4

5.6

10.3

1.1

3.5

3.9

5.6

4.2

9.5

66.7

7.7

1.8

5.2

1.9

2.4

3.4

⑤ 障がい者支援

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

11.1

3.0

6.2

4.6

19.2

4.5

6.1

7.5

2.0

4.6

15.2

16.1

25.7

15.4

22.7

14.3

11.2

30.0

18.3

55.6

57.6

56.9

58.7

53.8

63.6

69.4

60.4

56.0

63.3

12.1

10.4

8.3

11.5

6.8

2.0

7.5

12.0

7.9

3.0

4.7

2.0
3.0

5.4

33.3

9.1

5.7

1.8

2.3

6.1

10.4

13.6

2.8

5.2

5.3

7.4

4.6

9.1

8.3

13.4

20.4

21.3

14.7

50.0

72.2

69.1

57.0

55.2

66.0

13.6

2.8

6.2

9.3

9.1

8.1

5.6

4.1

2.8

3.0

4.1

13.6

8.3

2.1

5.3

3.9

2.5

⑤ 障がい者支援体制（福祉サービスの充実、雇用・就労の促進等）

障がい者支援体制の満足度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

満足度

【項目別】

 障がい者支援体制の満足度については、全体で「満足している」が5.7％、「どちらかといえば満足し
ている」が17.9％で、満足している割合は合計23.6％と、保健・医療・福祉分野で最も低くなって
います。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」を除き３割を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」「専業主婦・主夫」で３割を超え
ています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」で11.1％と最も低くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

24.5

19.5

22.1

20.0

30.9

32.6

31.6

20.0

33.3

38.4

35.6

20.0

2.9

4.1

3.5

1.6

1.7

1.7

40.0

6.7

3.6

5.5

21.8

18.9

23.2

29.9

19.7

23.8

20.7

34.3

35.7

30.3

29.0

25.4

16.7

31.0

33.3

31.0

37.9

36.8

32.7

45.1

42.9

31.0

2.6

3.5

3.2

2.8

7.0

9.5

1.8

1.3

2.8

2.8

4.8

6.9

66.7

10.3

2.2

5.2

2.8

2.4

10.3

11.1

15.2

16.6

25.7

34.6

22.7

22.4

23.9

18.0

25.0

33.3

48.5

38.9

35.8

19.2

27.3

32.7

23.1

36.0

26.7

22.2

21.2

32.7

29.4

30.8

47.7

32.7

37.3

36.0

41.3

3.0

3.3

4.6

2.2

10.0

4.6

1.4

7.7

4.1

3.0

1.7

33.3

12.1

7.1

4.6

7.7

2.3

8.2

10.4

27.3

16.7

22.7

23.8

21.3

20.3

18.2

27.8

28.9

35.0

33.5

27.4

36.4

33.3

41.2

32.5

31.7

42.6

4.5

8.3

1.0

2.2

5.2

4.1

2.8

2.1

1.7

3.6

13.6

11.1

4.1

6.2

6.5

2.0

⑤ 障がい者支援

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑤ 障がい者支援体制（福祉サービスの充実、雇用・就労の促進等）

障がい者支援体制の重要度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

【項目別】

重要度

 障がい者支援体制の重要度については、全体で「重視している」が22.1％、「やや重視している」が
31.6％で、重視している割合は合計53.7％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「20代」「30代」を除き５割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合は「専業主婦・主夫」が６割に達しています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「保原地域」が最も高くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

7.0

4.1

5.6

19.8

17.3

18.6

20.0

58.7

59.4

58.8

20.0

7.2

12.9

9.8

20.0

2.2

3.2

2.8

40.0

5.1

3.2

4.4

5.2

3.5

4.5

7.5

5.6

7.1

24.1

19.6

18.5

16.1

18.7

18.3

19.0

24.1

33.3

53.5

64.8

59.4

58.9

67.6

52.4

48.3

11.8

8.4

11.6

10.3

7.0

9.5

2.2

3.1

3.2

2.8

1.4
7.1

66.7

7.7

1.8

5.2

1.9

4.8

3.4

⑥ 地域福祉体制

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

11.1

6.1

5.7

6.4

23.1

4.5

6.1

3.7

4.0

4.6

15.2

17.5

24.8

23.1

20.5

18.4

12.7

30.0

17.9

44.4

54.5

57.3

61.5

53.8

59.1

55.1

60.4

52.0

61.7

11.1

15.2

9.5

5.5

13.6

10.2

8.2

10.0

12.5

4.3

2.0
4.5

2.0
2.9

33.3

9.1

5.7

2.3

8.2

10.4

2.0

9.1

8.3

5.2

4.3

7.4

5.1

18.2

11.1

19.6

21.4

16.1

17.8

45.5

61.1

54.6

57.6

56.5

66.5

9.1

8.3

13.4

7.7

13.9

7.1

4.5

2.8

5.2

3.4

2.2

1.0

13.6

8.3

2.1

5.6

3.9

2.5

⑥ 地域福祉体制（相談体制の充実、地域全体で支え合う体制づくり等）

地域福祉体制の満足度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

満足度

【項目別】

 地域福祉体制の満足度については、全体で「満足している」が5.6％、「どちらかといえば満足してい
る」が18.6％で、満足している割合は合計24.2％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が約５割と高い他、大きな差異はみられませんでした。

 職業別にみると、満足している割合は「パート・アルバイト」で16.4％にとどまっています。

 居住地域別にみると、満足している割合はいずれの地域も２割前後となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

22.7

19.2

21.0

20.0

34.4

32.6

33.5

20.0

32.3

36.7

34.3

20.0

2.9

5.8

4.3

1.2

1.9

1.5

40.0

6.5

3.6

5.4

23.6

18.1

23.2

25.2

14.1

9.5

27.6

34.7

37.9

30.3

34.6

31.0

21.4

27.6

33.3

28.8

36.6

35.5

28.0

46.5

50.0

31.0

3.3

3.1

3.2

7.5

7.0

11.9

2.2

1.9

2.8

2.4

6.9

66.7

9.6

2.2

5.8

1.9

1.4
4.8

6.9

22.2

15.2

18.0

21.1

30.8

18.2

22.4

24.6

18.0

22.1

33.3

27.3

37.0

41.3

26.9

36.4

38.8

24.6

40.0

30.4

11.1

39.4

31.3

27.5

30.8

43.2

24.5

37.3

34.0

39.2

6.1

4.7

6.4

1.5

6.0

5.8

1.9

7.7

4.1

1.5

1.7

33.3

12.1

7.1

3.7

3.8

2.3

8.2

10.4

2.0

18.2

13.9

20.6

24.1

21.3

17.3

36.4

33.3

36.1

33.4

31.7

34.0

31.8

30.6

34.0

32.5

33.5

39.1

8.3

4.1

2.8

6.1

4.6

2.8

1.0

1.7

3.0

13.6

11.1

4.1

6.5

5.7

2.0

⑥ 地域福祉

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑥ 地域福祉体制（相談体制の充実、地域全体で支え合う体制づくり等）

地域福祉体制の重要度

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち（保健・医療・福祉分野）

【項目別】

重要度

 地域福祉体制の重要度については、全体で「重視している」が21.0％、「やや重視している」が
33.5％で、重視している割合は合計54.5％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「40代」以上と「10代」で高い傾向がみられます。

 職業別にみると、重視している割合は「専業主婦・主夫」「自営業」が６割に達しています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」を除き５割台となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

(n=905)　　

① 子育て支援体制

② 学校教育環境

③ 生涯学習環境

④ スポーツ・レクリエーション環境

⑤ 文化財の保護に関する取組

⑥ 芸術文化環境

⑦ 国内外との交流活動に関する取

組

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

7.8

9.6

11.3

17.1

20.1

32.5

32.7

19.9

27.3

27.1

33.7

32.3

27.8

29.0

51.0

46.2

46.6

35.6

35.4

29.1

27.0

9.7

7.8

6.7

5.5

4.6

3.3

3.2

5.9

3.2

2.5

2.1

2.1

1.5

2.4

5.6

5.9

5.7

6.0

5.5

5.7

5.7

重視している
やや

重視している
どちらともいえない

あまり

重視していない
重視していない 無回答

(n=905)　　

① 子育て支援体制

② 学校教育環境

③ 生涯学習環境

④ スポーツ・レクリエーション環境

⑤ 文化財の保護に関する取組

⑥ 芸術文化環境

⑦ 国内外との交流活動に関する取

組

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

3.8

4.3

4.9

5.0

4.5

6.9

8.4

10.8

18.0

21.7

23.3

24.2

29.0

28.4

69.4

60.2

60.0

52.4

52.4

47.4

46.5

7.8

9.5

6.7

10.9

11.0

8.6

8.0

2.9

2.7

1.4

3.3

3.0

3.5

3.9

5.3

5.3

5.3

5.1

4.9

4.6

4.9

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）【全体】

満足度

重要度
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

10.0

6.3

8.4

28.0

29.2

28.4

46.4

47.2

46.5

20.0

7.2

8.8

8.0

3.1

4.9

3.9

60.0

5.3

3.6

4.9

33.3

8.5

4.4

5.8

11.2

16.9

9.5

17.2

31.4

28.6

25.8

29.9

25.4

19.0

31.0

45.0

53.7

49.0

43.0

33.8

52.4

31.0

4.4

7.0

11.0

4.7

16.9

14.3

1.8

4.0

3.2

9.3

5.6

2.4
3.4

66.7

8.9

2.2

5.2

1.9

1.4

2.4

3.4

① 子育て支援体制

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

22.2

6.1

7.1

11.0

15.4

13.6

8.2

4.5

8.0

8.8

11.1

30.3

28.4

32.1

26.9

25.0

28.6

25.4

52.0

24.6

33.3

48.5

46.9

46.8

42.3

52.3

49.0

48.5

30.0

47.5

6.1

6.6

5.5

11.5

2.3

2.0

8.2

10.0

12.1

3.0

3.3

1.8
3.8

4.5

4.1

4.5

5.8

33.3

6.1

7.6

2.8

2.3

8.2

9.0

9.1

11.1

6.2

8.4

8.3

9.1

27.3

27.8

18.6

31.6

27.8

28.9

45.5

38.9

60.8

45.5

45.7

43.7

8.3

5.2

5.9

8.7

12.7

4.5

5.6

5.2

3.1

5.2

2.5

13.6

8.3

4.1

5.6

4.3

3.0

① 子育て支援体制（保育施設の整備促進、保育・子育て支援サービスの充実等）

子育て支援体制の満足度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

満足度

【項目別】

 子育て支援体制の満足度については、全体で「満足している」が8.4％、「どちらかといえば満足して
いる」が28.4％で、満足している割合は合計36.8％と、子育て・教育・文化分野で最も高くなって
います。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」「30代」「40代」で４割を超えています。

 職業別にみると、満足している割合は「公務員・教職員」が６割と最も高くなっています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「霊山地域」が唯一３割を下回っています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

32.9

32.6

32.7

27.2

31.4

29.0

27.6

26.5

27.0

20.0

2.7

3.6

3.2

2.7

2.2

2.4

60.0

7.0

3.6

5.7

33.3

31.4

26.4

26.5

41.1

50.7

42.9

37.9

28.0

36.1

29.0

23.4

23.9

28.6

17.2

25.5

29.1

32.9

25.2

19.7

21.4

27.6

2.2

2.6

4.5

3.7

4.2

2.4

6.9

1.5

2.6

2.6

4.7

2.4

6.9

66.7

11.4

3.1

4.5

1.9

1.4
2.4

3.4

33.3

18.2

30.8

33.0

53.8

36.4

26.5

26.9

42.0

35.8

22.2

36.4

29.4

25.7

7.7

31.8

30.6

29.1

38.0

28.8

11.1

27.3

27.5

27.5

26.9

29.5

24.5

27.6

16.0

28.8

3.0

4.6

8.2

3.0

2.0

4.6

6.1

2.8

2.8

7.7

2.0

3.0
2.0

1.3

33.3

9.1

8.5

6.4

2.3

8.2

10.4

36.4

25.0

27.8

34.7

30.4

35.5

18.2

22.2

28.9

28.2

32.2

28.9

27.3

30.6

32.0

26.0

26.1

26.4

4.5

8.3

3.1

2.5

2.2

4.6

5.6

5.2

1.9

2.6

1.5

13.6

8.3

3.1

6.8

6.5

3.0

① 子育て支援体制

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

① 子育て支援体制（保育施設の整備促進、保育・子育て支援サービスの充実等）

子育て支援体制の重要度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

【項目別】

重要度

 子育て支援体制の重要度については、全体で「重視している」が32.7％、「やや重視している」が
29.0％で、重視している割合は合計61.7％と、子育て・教育・文化分野で最も高くなっています。

 年齢別にみると、重視している割合は子育ての中心となる「20代」～「40代」で高くなっています。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」「農林業」「会社員」が高くなっています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「伊達地域」が最も高く、「月舘地域」が最も低く、年少
人口動向との関連が窺える結果となっています。



53

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

7.4

6.3

6.9

28.0

30.4

29.0

20.0

48.1

47.0

47.4

20.0

8.6

8.5

8.6

3.3

3.9

3.5

60.0

4.7

3.9

4.6

6.6

4.4

6.5

9.3

7.0

4.8

24.1

31.0

28.2

26.5

30.8

31.0

19.0

34.5

33.3

45.8

55.1

47.1

41.1

46.5

52.4

24.1

5.2

7.9

11.6

9.3

11.3

19.0

2.2

2.6

3.2

8.4

4.2

2.4
6.9

66.7

9.2

1.8

5.2

2.4

3.4

② 学校教育環境

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

6.2

7.3

23.1

13.6

4.1

6.0

10.0

5.4

11.1

15.2

28.9

30.3

30.8

18.2

32.7

22.4

54.0

30.4

55.6

54.5

48.3

52.3

30.8

56.8

53.1

50.7

20.0

45.8

18.2

5.2

6.4

7.7

6.8

2.0

9.7

12.0

12.1

3.8

1.8
7.7

2.3

2.0
2.2

4.0

5.4

33.3

9.1

7.6

1.8

2.3

6.1

9.0

4.5

11.1

3.1

5.9

5.2

11.7

22.7

38.9

20.6

31.9

29.1

26.9

54.5

27.8

57.7

44.9

48.7

47.7

8.3

10.3

8.4

9.1

8.6

4.5

5.6

5.2

3.1

3.5

3.0

13.6

8.3

3.1

5.9

4.3

2.0

② 学校教育環境（施設の整備充実、教育内容の充実、地域との連携強化等）

学校教育環境の満足度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

満足度

【項目別】

 学校教育環境の満足度については、全体で「満足している」が6.9％、「どちらかといえば満足してい
る」が29.0％で、満足している割合は合計35.9％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が58.6％と最も高くなっています。

 職業別にみると、満足している割合は「公務員・教職員」が６割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」が５割と最も高く、最も低い「霊山地域」
（23.7％）と大きな差がみられます。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

34.4

30.4

32.5

24.7

31.9

27.8

29.2

29.2

29.1

20.0

3.3

3.2

3.3

1.6

1.5

1.5

60.0

6.7

3.9

5.7

33.3

29.2

26.0

23.9

47.7

54.9

42.9

34.5

27.7

34.4

32.9

19.6

18.3

19.0

20.7

27.7

32.2

33.5

23.4

22.5

31.0

31.0

2.6

3.5

3.2

2.8

4.2

4.8

6.9

1.1

1.3

1.9

3.7

3.4

66.7

11.8

2.6

4.5

2.8

2.4

3.4

33.3

15.2

27.5

31.2

50.0

36.4

32.7

30.6

36.0

37.5

11.1

39.4

30.3

23.9

11.5

29.5

32.7

24.6

42.0

25.8

22.2

24.2

29.4

31.2

30.8

31.8

18.4

31.3

20.0

30.8

6.1

1.4

6.4

3.8

6.1

2.2

2.0

4.2

3.0

2.4

1.8
3.8

2.0

1.5

33.3

12.1

9.0

5.5

2.3

8.2

9.7

31.8

30.6

29.9

32.8

32.2

34.0

13.6

25.0

23.7

28.8

30.0

27.9

40.9

27.8

34.0

28.8

26.5

28.9

5.6

6.2

1.5

3.0

5.1

2.8

3.1

2.2

1.0

13.6

8.3

3.1

7.1

6.1

3.0

② 学校教育環境

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

② 学校教育環境（施設の整備充実、教育内容の充実、地域との連携強化等）

学校教育環境の重要度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

【項目別】

重要度

 学校教育環境の重要度については、全体で「重視している」が32.5％、「やや重視している」が
27.8％で、重視している割合は合計60.3％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「30代」が73.2％と７割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」が78.0％と最も高くなっています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「伊達地域」「梁川地域」「保原地域」で６割を超えて
います。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

5.9

2.9

4.5

27.6

20.4

24.2

40.0

48.3

57.4

52.4

10.6

11.7

11.0

2.7

3.4

3.0

60.0

4.9

4.1

4.9

2.6

1.8

5.8

9.3

4.2

7.1

17.2

27.7

21.1

18.1

26.2

29.6

19.0

37.9

33.3

52.8

59.5

52.3

46.7

49.3

52.4

24.1

4.4

13.2

16.1

12.1

14.1

19.0

6.9

3.0

2.6

2.6

4.7

2.8

6.9

66.7

9.6

1.8

5.2

2.4

6.9

③ 生涯学習環境

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

2.8

5.5

15.4

4.5

4.1

3.0

12.0

4.2

11.1

18.2

23.2

34.9

38.5

20.5

24.5

21.6

34.0

20.0

44.4

63.6

54.0

50.5

30.8

61.4

53.1

49.3

36.0

56.3

6.1

8.1

5.5

3.8

9.1

10.2

14.2

16.0

15.8

3.3

2.8

7.7

2.3

2.0
3.7

2.0

2.9

44.4

9.1

8.5

3.8

2.3

6.1

8.2

3.1

5.3

2.2

8.1

27.3

25.0

14.4

25.4

23.5

27.4

54.5

55.6

56.7

52.6

52.6

48.7

4.5

8.3

18.6

8.4

12.2

11.7

3.1

2.8

5.2

1.5

13.6

11.1

4.1

5.6

4.3

2.5

③ 生涯学習環境（学習機会・内容の充実、図書館の充実と読書活動の促進等）

生涯学習環境の満足度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

満足度

【項目別】

 生涯学習環境の満足度については、全体で「満足している」が4.5％、「どちらかといえば満足してい
る」が24.2％で、満足している割合は合計28.7％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が５割を超えています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」「専業主婦・主夫」が４割を超え
ています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「霊山地域」のみ２割を下回っています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

23.3

16.5

20.1

32.7

32.1

32.3

40.0

31.9

39.4

35.4

3.9

5.6

4.6

1.6

2.7

2.1

60.0

6.5

3.6

5.5

14.4

14.5

18.7

34.6

36.6

31.0

17.2

35.4

39.6

29.7

18.7

28.2

23.8

34.5

33.3

34.7

37.0

36.1

37.4

29.6

35.7

31.0

2.6

5.7

7.1

1.9

5.6

4.8

10.3

1.5

3.9

4.7

2.4
3.4

66.7

11.4

2.2

4.5

2.8

2.4

3.4

33.3

6.1

13.3

22.0

30.8

13.6

18.4

20.9

30.0

24.6

30.3

37.9

34.9

26.9

36.4

28.6

32.1

38.0

27.1

33.3

45.5

34.6

31.2

30.8

43.2

36.7

32.1

26.0

39.2

3.0

3.8

4.6

7.7

4.5

4.1

4.5

6.0

5.4

3.0

1.9

2.8
3.8

2.0

1.5

2.9

33.3

12.1

8.5

4.6

2.3

10.2

9.0

9.1

13.9

15.5

22.6

19.6

21.3

22.7

30.6

33.0

30.0

34.3

34.5

54.5

38.9

38.1

33.7

33.9

35.5

8.3

6.2

5.6

3.0

4.1

4.1

1.5

3.0

1.5

13.6

8.3

3.1

6.5

6.1

3.0

③ 生涯学習環境

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

③ 生涯学習環境（学習機会・内容の充実、図書館の充実と読書活動の促進等）

生涯学習環境の重要度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

【項目別】

重要度

 生涯学習環境の重要度については、全体で「重視している」が20.1％、「やや重視している」が
32.3％で、重視している割合は合計52.4％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「30代」が６割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」が約７割と最も高くなっています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「伊達地域」が最も高く、「月舘地域」と10ポイント以上
の差がみられます。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

6.5

3.2

5.0

20.0

23.5

23.1

23.3

20.0

53.0

52.1

52.4

9.6

12.7

10.9

2.0
4.9

3.3

60.0

5.3

4.1

5.1

4.4

2.2

6.5

6.5

4.2

7.1

17.2

33.3

26.2

22.0

22.6

23.4

18.3

19.0

27.6

51.7

59.0

49.0

52.3

57.7

45.2

27.6

6.3

12.3

14.2

9.3

15.5

14.3

17.2

1.5

2.6

2.6

6.5

4.2

9.5

6.9

66.7

10.0

1.8

5.2

1.9

4.8

3.4

④ スポーツ・レクリエーション環境

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

4.3

3.7

15.4

6.8

2.0

4.5

12.0

4.6

11.1

15.2

23.2

31.2

26.9

27.3

28.6

14.9

36.0

21.3

33.3

63.6

55.9

52.3

34.6

54.5

51.0

52.2

34.0

54.2

11.1

9.1

6.2

9.2

11.5

9.1

6.1

14.9

16.0

14.2

2.4

1.8
7.7

4.1

4.5

2.0

5.0

44.4

9.1

8.1

1.8

3.8

2.3

8.2

9.0

4.5

2.8

3.1

5.3

4.3

6.6

27.3

16.7

18.6

27.9

25.2

16.8

36.4

55.6

59.8

49.8

50.0

56.9

13.6

11.1

9.3

8.7

13.0

12.7

4.5

5.6

4.1

2.5

3.0

4.1

13.6

8.3

5.2

5.9

4.3

3.0

④ スポーツ・レクリエーション環境（施設の整備充実、スポーツ団体の支援等）

スポーツ・レクリエーション環境の満足度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

満足度

 スポーツ・レクリエーション環境の満足度については、全体で「満足している」が5.0％、「どちらかといえ
ば満足している」が23.3％で、満足している割合は合計28.3％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が４割を超えています。

 職業別にみると、満足している割合は「公務員・教職員」「学生」が４割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「保原地域」のみ３割を超え最も高く、「月舘地域」と
13.7ポイントの差がみられます。

【項目別】



58

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

15.3

19.2

17.1

35.0

32.6

33.7

20.0

35.8

35.5

35.6

5.1

6.1

5.5

1.6

2.7

2.1

60.0

7.2

3.9

6.0

33.3

11.8

10.1

20.0

29.9

29.6

23.8

17.2

35.1

38.8

29.0

27.1

36.6

31.0

31.0

36.5

40.1

33.5

30.8

28.2

38.1

37.9

3.0

6.2

9.7

5.6

5.6

4.8

3.4

1.1

2.2

3.2

4.7

3.4

66.7

12.5

2.6

4.5

1.9

2.4

6.9

33.3

9.1

11.8

12.8

30.8

11.4

16.3

17.9

24.0

22.1

36.4

35.5

40.4

23.1

38.6

34.7

27.6

36.0

32.1

11.1

36.4

36.0

33.9

38.5

38.6

32.7

37.3

32.0

36.3

6.1

5.2

3.7

3.8

9.1

6.1

6.0

4.0

6.3

2.4

2.8
3.8

2.0

1.5

2.0

2.5

33.3

12.1

9.0

6.4

2.3

8.2

9.7

2.0

18.2

13.9

13.4

18.6

18.3

15.7

27.3

33.3

36.1

32.5

37.4

31.0

36.4

33.3

38.1

33.4

31.3

43.1

4.5

5.6

5.2

6.8

3.0

6.6

5.6

4.1

1.2

3.0

1.0

13.6

8.3

3.1

7.4

7.0

2.5

④ スポーツ・レクリエーション環境

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

④ スポーツ・レクリエーション環境（施設の整備充実、スポーツ団体の支援等）

スポーツ・レクリエーション環境の重要度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

【項目別】

重要度

 スポーツ・レクリエーション環境の重要度については、全体で「重視している」が17.1％、「やや重視し
ている」が33.7％で、重視している割合は合計50.8％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「30代」が６割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」が６割に達しています。

 居住地域別にみると、重視している割合はすべての地域で４割を超え、「梁川地域」が最も高くなっ
ています。



59

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

6.5

2.9

4.9

22.7

20.7

21.7

20.0

57.9

63.0

60.0

20.0

5.9

7.5

6.7

1.0

1.9

1.4

60.0

5.9

3.9

5.3

5.5

2.2

3.9

5.6

4.2

9.5

17.2

18.5

22.5

20.6

25.2

26.8

21.4

27.6

33.3

57.6

62.6

61.9

58.9

62.0

61.9

51.7

7.0

8.8

7.1

5.6

4.2

4.8

1.1

2.2

1.9
2.8

66.7

10.3

1.8

5.8

2.8

2.4

3.4

⑤ 文化財の保護に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

6.1

4.3

5.5

19.2

6.8

4.1

3.7

6.0

3.8

11.1

15.2

16.1

27.5

23.1

18.2

20.4

20.1

24.0

26.3

44.4

63.6

61.6

56.9

57.7

63.6

59.2

58.2

56.0

61.7

6.1

7.6

7.3

9.1

6.1

6.7

10.0

5.8

2.4

2.0

1.5

2.0

1.3

44.4

9.1

8.1

1.8

2.3

8.2

9.7

2.0

1.3

5.6

5.2

4.3

5.2

5.6

22.7

13.9

22.7

24.5

22.6

16.8

59.1

58.3

57.7

61.6

52.6

67.5

4.5

11.1

9.3

3.4

11.7

4.6

2.8

1.0

3.0

1.0

13.6

8.3

4.1

5.6

4.8

4.6

⑤ 文化財の保護に関する取組（文化財の保存・活用、文化財収蔵公開施設の整備等）

文化財の保護に関する取組の満足度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

満足度

【項目別】

 文化財の保護に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が4.9％、「どちらかといえ
ば満足している」が21.7％で、満足している割合は合計26.6％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は50代以上で３割を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が４割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合はいずれの地域も３割を下回っています。



60

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

12.7

9.7

11.3

26.2

28.5

27.1

20.0

45.4

48.4

46.6

20.0

6.7

6.6

6.7

2.2

2.9

2.5

60.0

6.7

3.9

5.7

12.2

8.8

12.3

12.1

9.9

9.5

20.7

29.5

31.7

24.5

22.4

21.1

19.0

27.6

33.3

42.1

50.7

44.5

44.9

57.7

54.8

37.9

3.3

4.4

11.0

10.3

11.3

9.5

6.9

1.8
3.2

8.4

4.8

3.4

66.7

12.2

2.6

4.5

1.9

2.4

3.4

11.1

12.1

10.4

10.1

23.1

9.1

20.4

8.2

16.0

10.4

33.3

18.2

32.7

30.3

26.9

27.3

30.6

23.1

22.0

24.2

22.2

48.5

43.1

43.1

38.5

47.7

32.7

50.0

42.0

54.6

9.1

2.4

9.2

7.7

13.6

4.1

7.5

16.0

6.3

2.4

1.8
3.8

4.1

1.5
4.0

3.8

33.3

12.1

9.0

5.5

2.3

8.2

9.7

4.5

11.1

12.4

10.5

13.5

10.2

31.8

19.4

26.8

26.9

28.7

26.4

50.0

50.0

48.5

45.5

41.7

52.3

5.6

6.2

7.7

7.0

6.1

5.6

3.1

2.5

2.6

2.0

13.6

8.3

3.1

6.8

6.5

3.0

⑤ 文化財の保護に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑤ 文化財の保護に関する取組（文化財の保存・活用、文化財収蔵公開施設の整備等）

文化財の保護に関する取組の重要度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

【項目別】

重要度

 文化財の保護に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が11.3％、「やや重視し
ている」が27.1％で、重視している割合は合計38.4％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「10代」が５割弱と高い他、年代が上がるほど高くなる傾向
がみられます。

 職業別にみると、重視している割合は「自営業」「学生」が５割を超えています。

 居住地域別にみると、重視している割合はすべての地域で３割を超え、「梁川地域」が最も高くなっ
ています。



61

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

5.5

2.9

4.3

20.7

15.1

18.0

20.0

56.4

65.2

60.2

20.0

9.4

9.5

9.5

2.2

3.2

2.7

60.0

5.7

4.1

5.3

2.6

2.2

3.2

7.5

4.2

7.1

27.6

15.5

18.9

20.0

14.0

22.5

23.8

20.7

33.3

60.1

63.4

62.6

61.7

59.2

52.4

34.5

8.1

9.3

8.4

11.2

12.7

11.9

13.8

3.7

3.5

3.7
1.4

2.4

66.7

10.0

2.6

5.8

1.9

2.4

3.4

⑥ 芸術文化環境

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

3.8

2.8

26.9

2.3

3.0

10.0

4.2

12.1

14.7

26.6

15.4

15.9

14.3

19.4

22.0

18.3

44.4

69.7

61.1

52.3

42.3

70.5

67.3

56.0

50.0

65.4

11.1

6.1

7.1

11.9

11.5

9.1

6.1

10.4

18.0

9.2

4.7

3.7

3.8

4.1

2.2

1.7

44.4

9.1

8.5

2.8

2.3

8.2

9.0

1.3

2.8

5.2

4.3

3.5

5.6

18.2

16.7

17.5

18.3

19.1

16.8

59.1

61.1

61.9

59.8

57.4

63.5

4.5

5.6

9.3

9.9

10.4

9.1

4.5

5.6

2.1

1.5

5.2

1.0

13.6

8.3

4.1

6.2

4.3

4.1

⑥ 芸術文化環境（文化団体の支援、鑑賞機会・発表機会の充実等）

芸術文化環境の満足度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

満足度

【項目別】

 芸術文化環境の満足度については、全体で「満足している」が4.3％、「どちらかといえば満足してい
る」が18.0％で、満足している割合は合計22.3％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が48.3％で、若い世代ほど高い傾向がみられます。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が４割を超え、「公務員・教職員」も３割を超えてい
ます。

 居住地域別にみると、満足している割合はいずれの地域も２割前後と、大きな差異はみられません
でした。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

10.8

8.3

9.6

27.4

27.5

27.3

20.0

45.4

47.4

46.2

20.0

6.7

9.0

7.8

2.7

3.9

3.2

60.0

7.0

3.9

5.9

10.3

6.2

9.7

13.1

7.0

11.9

20.7

31.0

26.0

26.5

28.0

21.1

23.8

27.6

33.3

41.3

55.5

42.6

39.3

56.3

50.0

34.5

4.1

7.5

12.9

7.5

12.7

7.1

10.3

1.1

2.2
3.9

10.3

1.4
4.8

3.4

66.7

12.2

2.6

4.5

1.9

1.4

2.4

3.4

11.1

9.1

8.1

10.1

30.8

4.5

18.4

7.5

6.0

9.6

33.3

18.2

31.3

31.2

19.2

34.1

26.5

24.6

32.0

23.3

22.2

51.5

44.1

45.0

38.5

38.6

34.7

48.5

38.0

53.8

9.1

4.7

5.5

7.7

20.5

8.2

7.5

18.0

7.5

2.8

2.8
3.8

4.1

2.2
6.0

4.6

33.3

12.1

9.0

5.5

2.3

8.2

9.7

1.3

9.1

11.1

9.3

8.7

10.4

10.2

22.7

19.4

27.8

32.5

24.3

23.9

54.5

47.2

48.5

41.2

45.2

53.3

8.3

7.2

7.1

10.4

7.1

5.6

4.1

3.7

3.0

2.0

13.6

8.3

3.1

6.8

6.5

3.6

⑥ 芸術文化環境

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑥ 芸術文化環境（文化団体の支援、鑑賞機会・発表機会の充実等）

芸術文化環境の重要度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

【項目別】

重要度

 芸術文化環境の重要度については、全体で「重視している」が9.6％、「やや重視している」が
27.3％で、重視している割合は合計36.9％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「10代」の他、「40代」「70歳以上」で高くなっています。

 職業別にみると、重視している割合は「学生」が５割に達しています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「保原地域」が４割を超え、最も高くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

4.3

3.2

3.8

12.7

8.8

10.8

20.0

68.1

71.5

69.4

20.0

7.0

8.8

7.8

2.2

3.6

2.9

60.0

5.7

4.1

5.3

1.8

1.8

3.9

8.4

1.4

4.8

24.1

9.6

8.4

13.5

12.1

15.5

9.5

13.8

33.3

69.4

79.3

64.5

62.6

70.4

66.7

48.3

7.0

6.2

9.0

11.2

8.5

11.9

3.4

1.8

2.2

3.9

3.7
4.2

2.4
6.9

66.7

10.3

2.2

5.2

1.9

4.8

3.4

⑦ 国内外との交流活動に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

1.9

1.8

23.1

4.5

2.0

3.0

10.0

3.8

11.1

9.0

19.3

15.4

4.5

10.2

9.0

14.0

11.3

44.4

84.8

71.6

65.1

53.8

81.8

59.2

71.6

58.0

70.8

6.2

8.3

3.8

6.8

16.3

4.5

16.0

9.6

11.1

3.0

2.8

2.8

3.8

2.0

3.0

3.8

33.3

9.1

8.5

2.8

2.3

10.2

9.0

2.0

2.8

4.1

3.4

3.5

5.1

13.6

8.3

6.2

13.3

10.0

10.2

63.6

72.2

73.2

67.2

68.7

72.1

4.5

5.6

8.2

7.4

10.9

5.6

4.5

2.8

5.2

2.5

2.2

3.0

13.6

8.3

3.1

6.2

4.8

4.1

⑦ 国内外との交流活動に関する取組（国内・国際姉妹都市等との交流の充実等）

国内外との交流活動に関する取組の満足度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

満足度

 国内外との交流活動に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が3.8％、「どちら
かといえば満足している」が10.8％で、満足している割合は合計14.6％と、子育て・教育・文化分
野で最も低くなっています。「どちらともいえない」が全体で約７割と高く、評価をする以前に活動の内
容そのものをよく知らない方が多いものと考えられます。

 年齢別にみると、満足している割合は「60代」「70歳以上」で１割程度にとどまっています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が約４割となった他は、全般的に低くなっています。

 居住地域別による大きな差異はみられませんでした。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

6.7

9.2

7.8

21.5

18.2

19.9

20.0

53.2

48.9

51.0

20.0

7.8

11.9

9.7

4.3

7.8

5.9

60.0

6.5

3.9

5.6

6.3

5.7

9.0

11.2

7.0

9.5

20.7

22.1

18.1

19.4

20.6

15.5

21.4

24.1

33.3

52.4

59.9

44.5

43.9

52.1

47.6

34.5

5.9

9.3

14.8

8.4

16.9

7.1

13.8

1.1
4.8

7.7

14.0

8.5

11.9

3.4

66.7

12.2

2.2

4.5

1.9

2.4

3.4

22.2

3.0

6.6

3.7

23.1

9.1

18.4

6.7

6.0

7.9

22.2

21.2

19.0

29.4

19.2

27.3

18.4

14.9

24.0

17.1

22.2

54.5

55.0

51.4

34.6

45.5

36.7

55.2

38.0

54.2

9.1

6.6

8.3

19.2

11.4

14.3

9.0

18.0

10.0

3.8

2.8
3.8

4.5

4.1

4.5

14.0

10.0

33.3

12.1

9.0

4.6

2.3

8.2

9.7

4.5

8.3

6.2

6.8

10.4

7.6

18.2

22.2

21.6

23.5

16.1

17.3

54.5

47.2

50.5

49.2

50.9

54.8

9.1

8.3

14.4

8.0

8.3

12.2

5.6

4.1

5.9

7.8

5.1

13.6

8.3

3.1

6.5

6.5

3.0

⑦ 国内外との交流活動に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑦ 国内外との交流活動に関する取組（国内・国際姉妹都市等との交流の充実等）

国内外との交流活動に関する取組の重要度

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち（子育て・教育・文化分野）

【項目別】

重要度

 国内外との交流活動に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が7.8％、「やや重
視している」が19.9％で、重視している割合は合計27.7％と、子育て・教育・文化分野で最も低く
なっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「10代」が４割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合は「学生」が４割を超えています。

 居住地域別による大きな差異はみられませんでした。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

(n=905)　　

① 農業振興に関する取組

② 森林整備・保全に関する取組

③ 商業振興に関する取組

④ 工業振興に関する取組

⑤ 観光振興に関する取組

⑥ 雇用対策

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

30.3

16.8

17.5

17.8

16.0

23.0

31.2

26.7

30.5

30.4

26.2

30.3

25.1

40.3

37.9

37.6

40.6

31.9

4.2

6.0

5.1

5.4

7.0

5.2

2.0

2.8

1.9

1.8

2.9

2.8

7.3

7.4

7.2

7.1

7.4

6.9

重視している
やや

重視している
どちらともいえない

あまり

重視していない
重視していない 無回答

(n=905)　　

① 農業振興に関する取組

② 森林整備・保全に関する取組

③ 商業振興に関する取組

④ 工業振興に関する取組

⑤ 観光振興に関する取組

⑥ 雇用対策

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

2.9

3.1

3.4

3.3

2.7

2.8

7.5

9.4

10.6

8.2

7.7

12.8

49.6

56.9

61.2

59.8

64.2

55.4

23.9

18.8

13.9

17.2

14.1

17.8

10.4

5.6

5.1

5.7

5.4

6.0

5.7

6.2

5.7

5.7

5.9

5.3

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）【全体】

満足度

重要度
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.7

1.7

2.8

11.2

14.8

12.8

40.0

58.1

52.3

55.4

20.0

16.4

19.5

17.8

4.1

8.3

6.0

40.0

6.5

3.4

5.3

3.9

4.7

2.8

7.1

20.7

10.7

9.3

10.3

16.8

23.9

19.0

24.1

33.3

55.4

57.7

55.5

51.4

60.6

57.1

37.9

17.3

24.7

16.1

16.8

8.5

11.9

13.8

6.6

4.4

7.7

8.4

4.2

4.8

66.7

9.2

3.5

6.5

1.9

3.4

① 農業振興に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

1.8

19.2

2.3

2.0

3.0

6.0

2.5

11.1

15.2

9.0

9.2

23.1

11.4

10.2

11.9

26.0

15.0

55.6

63.6

55.5

59.6

46.2

45.5

59.2

53.7

32.0

60.0

9.1

18.0

22.0

11.5

27.3

18.4

18.7

24.0

14.6

11.1

8.5

2.8

9.1

4.1

5.2

12.0

5.4

22.2

9.1

8.1

4.6

4.5

6.1

7.5

2.5

2.8
3.1

2.5

2.2

4.1

9.1

2.8

16.5

11.1

13.9

14.7

50.0

61.1

51.5

56.7

52.6

57.9

18.2

16.7

21.6

17.0

20.0

14.7

9.1

8.3

5.2

6.2

7.4

3.6

13.6

8.3

2.1

6.5

3.9

5.1

① 農業振興に関する取組（担い手の育成、農地の保全、ブランド化の促進等）

農業振興に関する取組の満足度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

満足度

【項目別】

 農業振興に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が2.8％、「どちらかといえば満
足している」が12.8％で、満足している割合は合計15.6％と、産業分野で最も高くなっていますが、
産業分野の満足度は全般的に低い傾向がみられます。

 年齢別にみると、満足している割合は年代が上がるほど低下する傾向がみられ、「60代」「70歳以
上」では１割程度にとどまっています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」を除き１割台にとどまっています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」で5.6％と特に低くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.9

25.8

23.0

30.1

30.9

30.3

40.0

33.3

30.2

31.9

20.0

5.7

4.4

5.2

1.8

3.9

2.8

40.0

8.2

4.9

6.9

23.6

20.7

22.6

30.8

16.9

26.2

20.7

28.8

34.8

25.2

33.6

29.6

31.0

27.6

33.3

26.9

33.9

36.8

25.2

38.0

40.5

34.5

7.0

2.2

5.2

2.8

14.1

6.9

1.8

2.2

3.2

5.6

1.4

2.4

6.9

66.7

11.8

6.2

7.1

1.9

3.4

33.3

18.2

18.0

19.3

26.9

50.0

26.5

17.9

38.0

22.9

11.1

36.4

30.8

27.5

19.2

22.7

26.5

35.8

40.0

29.2

22.2

27.3

36.0

33.0

38.5

13.6

26.5

29.9

14.0

37.5

3.0

2.8

10.1

7.7

9.1

8.2

5.2

4.0

4.2

3.3

1.8

7.7

2.0

1.5
4.0

3.8

33.3

15.2

9.0

8.3

4.5

10.2

9.7

2.5

27.3

22.2

24.7

20.1

25.2

23.9

18.2

25.0

34.0

33.4

29.6

26.4

36.4

33.3

30.9

31.6

27.8

37.1

4.5

5.6

3.1

4.0

6.5

6.6

2.8

3.1

2.5
4.3

1.5

13.6

11.1

4.1

8.4

6.5

4.6

① 農業振興に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

① 農業振興に関する取組（担い手の育成、農地の保全、ブランド化の促進等）

農業振興に関する取組の重要度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

【項目別】

重要度

 農業振興に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が23.0％、「やや重視してい
る」が30.3％で、重視している割合は合計53.3％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「40代」が６割を超えた他、幅広い年代から回答がみられま
した。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」が78.0％と最も高く、農業に携わる「農
林業」も72.7％となっています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「霊山地域」が最も高く、特に低い地域はありません。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.1

2.2

2.7

6.7

9.0

7.7

20.0

68.1

60.1

64.2

40.0

11.2

17.3

14.1

3.7

7.5

5.4

40.0

7.2

3.9

5.9

1.3

2.6

4.7

4.2

4.8

17.2

3.7

6.6

6.5

10.3

14.1

21.4

17.2

33.3

65.3

63.0

65.8

61.7

69.0

66.7

51.7

14.0

18.5

14.2

15.9

5.6

7.1

6.9

6.3

7.0

3.9

4.7

5.6

3.4

66.7

10.0

3.5

7.1

2.8

1.4

3.4

② 森林整備・保全に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

1.4
1.8

19.2

2.3

2.0

1.5

4.0

3.3

6.1

3.8

7.3

15.4

4.5

6.1

8.2

20.0

9.2

55.6

72.7

68.2

64.2

57.7

63.6

55.1

61.2

48.0

67.5

11.1

9.1

11.8

14.7

7.7

13.6

22.4

15.7

22.0

13.3

11.1

3.0

6.6

6.4

11.4

6.1

4.5

6.0

3.8

22.2

9.1

8.1

5.5

4.5

8.2

9.0

2.9

2.8

4.1

2.5

1.7

3.6

5.2

9.0

8.3

8.6

63.6

58.3

56.7

62.5

63.9

72.1

18.2

19.4

22.7

13.6

15.2

8.1

4.5

11.1

9.3

5.0

6.1

2.5

13.6

8.3

2.1

7.4

4.8

5.1

② 森林整備・保全に関する取組（計画的な森林整備・管理の促進、森林の保全等）

森林整備・保全に関する取組の満足度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

満足度

【項目別】

 森林整備・保全に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が2.7％、「どちらかとい
えば満足している」が7.7％で、満足している割合は合計10.4％と、雇用対策と並び産業分野で
最も低くなっています。

 年齢別にみると、満足している割合は年代が上がるほど低下する傾向がみられ、「70歳以上」では
５％を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「農林業」で6.8％と、現場からの評価が低くなっています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」で2.8％と特に低くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

14.7

17.5

16.0

25.6

27.3

26.2

20.0

42.3

38.7

40.6

20.0

6.5

7.3

7.0

2.2

3.6

2.9

40.0

8.6

5.6

7.4

14.8

15.9

16.1

18.7

12.7

16.7

27.6

25.1

28.2

24.5

35.5

21.1

21.4

17.2

33.3

38.4

43.6

43.2

31.8

42.3

47.6

41.4

7.0

4.8

5.8

4.7

19.7

9.5

3.4

2.2

1.3

2.6
7.5

1.4
4.8

6.9

66.7

12.5

6.2

7.7

1.9

2.8

3.4

33.3

13.7

12.8

26.9

25.0

30.6

14.9

12.0

16.7

30.3

25.6

24.8

15.4

22.7

22.4

26.9

46.0

25.8

33.3

48.5

44.1

42.2

46.2

40.9

22.4

40.3

24.0

42.5

6.1

4.3

8.3

3.8

6.8

10.2

6.7

14.0

7.5

2.8

3.7

7.7

2.0

4.0

4.2

33.3

15.2

9.5

8.3

4.5

12.2

10.4

3.3

4.5

13.9

22.7

16.1

16.1

14.2

18.2

27.8

27.8

26.9

27.0

23.9

50.0

36.1

37.1

39.0

37.8

47.7

13.6

8.3

5.2

5.6

8.7

7.1

2.8
3.1

3.4

3.0

2.0

13.6

11.1

4.1

9.0

7.4

5.1

② 森林整備・保全に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

② 森林整備・保全に関する取組（計画的な森林整備・管理の促進、森林の保全等）

森林整備・保全に関する取組の重要度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

【項目別】

重要度

 森林整備・保全に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が16.0％、「やや重視
している」が26.2％で、重視している割合は合計42.2％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「40代」が５割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」「自営業」「農林業」で高くなっています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「霊山地域」が５割を超え、他の地域は４割前後となっ
ています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.5

3.2

3.3

7.8

8.8

8.2

0.0

63.6

56.0

59.8

40.0

14.1

20.7

17.2

20.0

3.9

7.8

5.7

40.0

7.2

3.6

5.7

1.5

1.8

3.9

5.6

2.8

4.8

20.7

7.0

6.2

9.0

6.5

14.1

14.3

13.8

60.5

65.6

56.1

57.0

56.3

61.9

48.3

17.3

17.6

15.5

22.4

18.3

11.9

10.3

33.3

3.7

5.3

8.4

6.5

7.0

7.1

3.4

66.7

10.0

3.5

7.1

1.9

1.4

3.4

③ 商業振興に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

2.8
1.8

23.1

2.3

2.0

2.2

2.0

4.2

11.1

6.1

3.3

10.1

11.5

4.5

8.2

7.5

22.0

9.6

44.4

69.7

64.5

59.6

50.0

70.5

53.1

56.0

48.0

60.0

12.1

15.2

20.2

11.5

9.1

26.5

19.4

24.0

16.7

22.2

3.0

6.6

1.8
3.8

6.8

4.1

6.0

4.0

7.1

22.2

9.1

7.6

6.4

6.8

6.1

9.0

2.5

5.6

4.1

1.9

3.9

4.6

4.5

6.2

9.3

7.4

10.2

54.5

52.8

60.8

59.1

60.0

61.9

13.6

22.2

20.6

17.0

18.7

13.7

13.6

11.1

5.2

5.3

5.7

5.1

13.6

8.3

3.1

7.4

4.3

4.6

③ 商業振興に関する取組（商業経営の安定化の支援、起業の支援等）

商業振興に関する取組の満足度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

満足度

 商業振興に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が3.3％、「どちらかといえば満
足している」が8.2％で、満足している割合は合計11.5％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は年代が上がるほど低下する傾向がみられ、「60代」「70歳以
上」では10％を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」を除き１割程度にとどまっています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」で5.6％と特に低くなっています。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

16.0

20.0

17.8

20.0

29.0

32.1

30.4

39.1

36.3

37.6

20.0

6.1

4.4

5.4

1.4

2.2

1.8

40.0

8.4

5.1

7.1

33.3

14.8

16.3

20.0

21.5

18.3

26.2

17.2

29.9

27.8

28.4

35.5

36.6

31.0

34.5

36.2

43.6

37.4

33.6

33.8

40.5

27.6

6.3

4.0

5.8

4.7

9.9

6.9

1.1

2.2

1.3

2.8

2.4

6.9

66.7

11.8

6.2

7.1

1.9

1.4

6.9

44.4

9.1

14.7

15.6

19.2

15.9

24.5

11.9

18.0

23.8

11.1

21.2

28.4

26.6

34.6

31.8

28.6

32.1

46.0

31.3

11.1

45.5

41.7

39.4

26.9

36.4

28.6

37.3

30.0

37.9

9.1

4.3

8.3

7.7

9.1

6.1

6.0

6.0

3.3

2.4

1.8

7.7

4.1

1.5

1.3

33.3

15.2

8.5

8.3

3.8

6.8

8.2

11.2

2.5

9.1

19.4

13.4

18.9

18.3

18.3

31.8

30.6

39.2

29.7

26.5

31.5

36.4

30.6

34.0

37.5

40.9

37.1

9.1

5.6

5.2

5.0

5.2

6.1

2.8

4.1

2.2

2.0

13.6

11.1

4.1

8.4

7.0

5.1

③ 商業振興に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

③ 商業振興に関する取組（商業経営の安定化の支援、起業の支援等）

商業振興に関する取組の重要度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

【項目別】

重要度

 商業振興に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が17.8％、「やや重視してい
る」が30.4％で、重視している割合は合計48.2％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「20代」～「40代」で特に高くなっています。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」「会社員」「学生」「自営業」が高くなって
います。

 居住地域による大きな差異はみられませんでした。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.3

3.6

3.4

6.7

15.3

10.6

20.0

67.7

54.0

61.2

20.0

12.7

15.3

13.9

20.0

2.9

7.5

5.1

40.0

6.7

4.1

5.7

1.8

1.3

2.6

4.7

5.6

7.1

24.1

10.7

9.3

10.3

15.0

11.3

7.1

10.3

33.3

59.4

65.6

58.7

61.7

59.2

66.7

55.2

14.8

14.5

15.5

9.3

16.9

11.9

6.9

3.7

5.7

5.8

7.5

5.6

4.8

66.7

9.6

3.5

7.1

1.9

1.4

2.4

3.4

④ 工業振興に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

1.4

1.8

23.1

6.8

2.0

1.5

8.0

3.8

9.5

8.3

11.5

15.9

12.2

8.2

30.0

10.4

55.6

72.7

61.6

67.0

53.8

50.0

59.2

61.2

44.0

63.8

11.1

12.1

13.7

13.8

11.5

11.4

16.3

14.9

14.0

14.2

11.1

3.0

6.6

3.7

6.8

2.0

5.2

4.0

5.4

22.2

9.1

7.1

5.5

9.1

8.2

9.0

2.5

5.6

3.1

3.1

3.5

4.1

9.1

8.3

6.2

14.2

9.1

9.1

50.0

47.2

63.9

59.4

60.0

68.0

18.2

22.2

16.5

13.0

15.2

10.7

9.1

8.3

7.2

3.4

7.0

3.6

13.6

8.3

3.1

6.8

5.2

4.6

④ 工業振興に関する取組（企業経営の安定化の支援、企業誘致の推進等）

工業振興に関する取組の満足度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

満足度

【項目別】

 工業振興に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が3.4％、「どちらかといえば満
足している」が10.6％で、満足している割合は合計14.0％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」を除き２割を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」「農林業」を除き２割を下回って
います。

 居住地域別にみると、満足している割合は「霊山地域」で１割を下回っています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

14.7

20.9

17.5

20.0

28.0

33.6

30.5

20.0

41.7

33.6

37.9

20.0

5.5

4.4

5.1

2.0

1.7

1.9

40.0

8.0

5.8

7.2

17.7

16.7

18.1

21.5

12.7

16.7

17.2

31.0

31.3

31.0

31.8

29.6

23.8

27.6

33.3

32.8

41.0

35.5

36.4

47.9

54.8

31.0

4.4

3.1

7.1

4.7

7.0

4.8

13.8

1.5

1.8

1.3

3.7

1.4

6.9

66.7

12.5

6.2

7.1

1.9

1.4

3.4

33.3

9.1

17.5

12.8

23.1

20.5

24.5

12.7

18.0

20.0

11.1

30.3

30.8

25.7

26.9

34.1

28.6

29.1

50.0

30.0

22.2

33.3

38.9

43.1

34.6

29.5

28.6

40.3

26.0

40.8

9.1

2.4

6.4

7.7

6.8

6.1

6.0

6.0

5.0

1.9

3.7

7.7

2.0

1.5

1.7

33.3

18.2

8.5

8.3

9.1

10.2

10.4

2.5

13.6

16.7

16.5

17.6

20.4

14.7

18.2

30.6

33.0

32.5

26.1

32.5

40.9

33.3

39.2

35.9

38.7

40.1

13.6

2.8

2.1

5.0

4.8

6.6

5.6

4.1

2.6

1.5

13.6

11.1

5.2

8.4

7.4

4.6

④ 工業振興に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

④ 工業振興に関する取組（企業経営の安定化の支援、企業誘致の推進等）

工業振興に関する取組の重要度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

重要度

 工業振興に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が17.5％、「やや重視してい
る」が30.5％で、重視している割合は合計48.0％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「40代」以上で特に高くなっています。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」のみならず、多くの職業から回答がみられ
ています。

 居住地域による大きな差異はみられませんでした。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.7

2.4

3.1

20.0

8.8

10.0

9.4

40.0

58.3

55.5

56.9

16.8

21.4

18.8

5.1

6.3

5.6

40.0

7.4

4.4

6.2

1.1

1.8

3.2

5.6

4.2

4.8

17.2

8.1

8.8

7.7

9.3

11.3

16.7

20.7

33.3

62.0

61.2

53.5

54.2

49.3

45.2

41.4

14.0

19.8

20.0

22.4

28.2

19.0

13.8

4.4

4.4

7.7

6.5

4.2

14.3

3.4

66.7

10.3

4.0

7.7

1.9

2.8

3.4

⑤ 観光振興に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

2.4

3.7

19.2

2.3

2.0

4.0

3.8

33.3

3.0

8.5

7.3

23.1

2.3

16.3

9.7

18.0

7.5

33.3

69.7

63.5

55.0

38.5

63.6

42.9

55.2

40.0

59.2

12.1

11.8

22.9

19.2

18.2

26.5

18.7

30.0

20.8

11.1

6.1

6.2

5.5

4.5

4.1

4.5

8.0

6.3

22.2

9.1

7.6

5.5

9.1

8.2

11.2

2.5

2.8

4.1

2.2

2.6

5.1

9.1

5.6

10.3

10.5

8.7

8.6

45.5

52.8

57.7

54.2

58.3

61.4

13.6

22.2

20.6

19.2

19.6

16.2

13.6

8.3

4.1

6.5

5.7

3.6

18.2

8.3

3.1

7.4

5.2

5.1

⑤ 観光振興に関する取組（観光資源の充実、体験型の観光機能の強化等）

観光振興に関する取組の満足度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

満足度

【項目別】

 観光振興に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が3.1％、「どちらかといえば満
足している」が9.4％で、満足している割合は合計12.5％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は年代が上がるほど低下する傾向がみられます。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」を除き２割を下回っています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」で１割を下回っています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

16.4

17.5

16.8

20.0

27.2

26.3

26.7

40.0

40.7

39.9

40.3

5.3

6.8

6.0

2.5

3.2

2.8

40.0

8.0

6.3

7.4

15.1

11.9

18.7

21.5

21.1

21.4

27.6

22.5

31.3

23.9

31.8

23.9

33.3

27.6

33.3

41.3

43.2

40.0

31.8

43.7

42.9

31.0

7.4

5.7

6.5

4.7

7.0

3.4

1.8

3.2

8.4

2.8
2.4

6.9

66.7

12.9

6.2

7.7

1.9

1.4

3.4

33.3

9.1

15.2

17.4

26.9

13.6

22.4

12.7

26.0

17.1

11.1

33.3

24.2

22.0

23.1

25.0

30.6

27.6

42.0

27.1

22.2

33.3

44.1

42.2

38.5

38.6

24.5

42.5

18.0

45.0

6.1

4.7

8.3

3.8

13.6

8.2

4.5

14.0

3.8

3.0

2.4

1.8

7.7

4.1

1.5

4.6

33.3

15.2

9.5

8.3

9.1

10.2

11.2

2.5

13.6

16.7

14.4

16.7

17.0

18.3

22.7

19.4

30.9

28.2

24.3

26.9

40.9

38.9

41.2

38.4

40.4

43.1

4.5

2.8

7.2

6.2

7.8

3.6

11.1

1.0

1.9

3.0

3.6

18.2

11.1

5.2

8.7

7.4

4.6

⑤ 観光振興に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑤ 観光振興に関する取組（観光資源の充実、体験型の観光機能の強化等）

観光振興に関する取組の重要度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

【項目別】

重要度

 観光振興に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が16.8％、「やや重視してい
る」が26.7％で、重視している割合は合計43.5％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「10代」「20代」「40代」で５割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合が低い職業でも４割程度の回答がありました。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」を除き４割を超えています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.1

2.7

2.9

6.3

9.0

7.5

20.0

50.5

48.9

49.6

20.0

23.7

24.1

23.9

20.0

9.4

11.4

10.4

40.0

7.0

3.9

5.7

1.5

3.2

4.7

1.4

4.8

24.1

8.5

6.2

3.9

10.3

9.9

11.9

6.9

33.3

52.8

50.2

47.1

45.8

49.3

47.6

48.3

18.8

29.5

28.4

24.3

22.5

19.0

13.8

8.9

9.7

9.7

13.1

15.5

16.7

3.4

66.7

9.6

3.5

7.7

1.9

1.4

3.4

⑥ 雇用対策

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

1.9

3.7

23.1

2.0

6.0

2.5

3.0

7.1

7.3

11.5

6.8

6.1

7.5

14.0

7.5

55.6

57.6

55.0

47.7

46.2

54.5

51.0

42.5

48.0

47.9

11.1

21.2

19.4

22.9

15.4

20.5

28.6

30.6

22.0

26.3

11.1

6.1

10.0

12.8

3.8

9.1

4.1

9.7

10.0

12.9

22.2

9.1

6.6

5.5

9.1

8.2

9.0

2.9

2.8

3.1

2.8

2.2

4.1

4.5

2.8

5.2

10.2

7.0

6.1

54.5

44.4

50.5

52.0

40.9

55.8

9.1

27.8

25.8

20.1

30.9

21.8

18.2

13.9

12.4

8.0

13.9

7.6

13.6

8.3

3.1

6.8

5.2

4.6

⑥ 雇用対策（若者の地元雇用の促進、市内企業における市民雇用の促進等）

雇用対策の満足度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

満足度

 雇用対策の満足度については、全体で「満足している」が2.9％、「どちらかといえば満足している」が
7.5％で、満足している割合は合計10.4％と、森林整備・保全に関する取組と並び産業分野で
最も低い結果となりました。

 年齢別にみると、満足している割合は「50代」「60代」で１割を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」を除き１割前後にとどまっており、
全般的に厳しい見方が広がっています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「梁川地域」「霊山地域」「月舘地域」で１割を下回る
など、地域に関係なく満足度は低水準となっています。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

27.4

34.1

30.3

20.0

30.5

32.1

31.2

20.0

28.2

21.4

25.1

4.1

4.4

4.2

20.0

1.6

2.2

2.0

40.0

8.2

5.8

7.3

28.0

27.8

31.0

37.4

33.8

35.7

27.6

27.3

34.4

33.5

29.9

31.0

33.3

34.5

33.3

24.7

26.0

23.2

23.4

28.2

28.6

24.1

5.9

3.5

3.9

1.9

5.6

2.4

3.4

1.8

2.2

4.7

6.9

66.7

12.2

6.2

7.7

2.8

1.4

3.4

33.3

21.2

29.9

22.0

38.5

29.5

28.6

27.6

28.0

37.1

11.1

30.3

28.0

31.2

26.9

25.0

34.7

31.3

52.0

31.3

22.2

30.3

27.0

28.4

23.1

27.3

20.4

25.4

16.0

23.8

3.0

4.7

5.5

3.8

9.1

4.1

3.7

4.0

2.9

1.9

4.6

7.7

2.0

1.5

1.7

33.3

15.2

8.5

8.3

9.1

10.2

10.4

3.3

22.7

27.8

27.8

28.8

33.0

32.0

9.1

33.3

33.0

32.8

31.3

29.4

45.5

22.2

28.9

24.8

20.0

27.9

9.1

2.8

1.0

4.0

5.2

4.6

2.8

4.1

1.2
3.0

1.0

13.6

11.1

5.2

8.4

7.4

5.1

⑥ 雇用対策

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑥ 雇用対策（若者の地元雇用の促進、市内企業における市民雇用の促進等）

雇用対策の重要度

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち（産業分野）

【項目別】

重要度

 雇用対策の重要度については、全体で「重視している」が30.3％、「やや重視している」が31.2％
で、重視している割合は合計61.5％と、産業分野で最も高くなっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「70歳以上」を除き６割を超え、幅広い年代に及んでいます。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」で８割、「会社員」で７割弱となっていま
す。

 居住地域による大きな差異はみられませんでした。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

(n=905)　　

① 土地利用・市街地整備の状況

② 道路の整備状況

③ 公共交通の状況

④ デジタル化の状況

⑤ 住宅施策の状況

⑥ 定住・移住促進対策

⑦ 水道の整備状況

⑧ 下水道の整備状況

⑨ 公園・緑地の整備状況

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

6.0

9.7

10.2

3.0

3.2

2.4

3.3

5.2

3.4

22.8

22.2

26.1

10.2

11.3

10.6

16.4

23.0

13.8

43.5

48.2

45.3

57.9

63.3

62.7

36.9

36.8

47.1

15.9

9.3

7.8

17.5

12.0

13.7

24.6

20.9

22.3

6.6

5.5

5.2

5.9

4.8

5.4

13.7

9.0

7.6

5.2

5.1

5.4

5.6

5.4

5.2

5.1

5.2

5.7

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

(n=905)　　

① 土地利用・市街地整備の状況

② 道路の整備状況

③ 公共交通の状況

④ デジタル化の状況

⑤ 住宅施策の状況

⑥ 定住・移住促進対策

⑦ 水道の整備状況

⑧ 下水道の整備状況

⑨ 公園・緑地の整備状況

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

18.8

22.5

21.9

15.7

13.4

15.8

33.1

30.5

23.0

36.2

30.1

29.2

29.2

24.6

26.9

32.3

36.9

33.1

32.0

34.7

36.5

38.8

46.6

40.2

22.8

21.4

29.7

4.6

4.2

3.6

6.3

6.1

7.2

3.5

3.2

5.1

2.1

2.3

2.2

3.4

2.3

3.2

1.9

1.7

1.7

6.2

6.2

6.6

6.6

7.0

6.7

6.4

6.3

7.4

重視している
やや

重視している
どちらともいえない

あまり

重視していない
重視していない 無回答

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）【全体】

満足度

重要度
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.3

3.6

3.4

20.0

12.1

15.8

13.8

51.1

42.8

47.1

20.0

20.0

25.1

22.3

20.0

6.1

9.2

7.6

40.0

7.4

3.4

5.7

1.8

2.6

2.6

4.7

1.4

7.1

24.1

11.1

11.5

11.6

18.7

22.5

19.0

24.1

53.5

49.3

44.5

42.1

39.4

45.2

27.6

17.0

27.8

26.5

19.6

29.6

16.7

10.3

33.3

7.4

4.4

6.5

14.0

7.0

11.9

10.3

66.7

9.2

4.4

8.4

3.4

① 土地利用・市街地整備の状況

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.8

1.8

23.1

2.0

1.5

6.0

3.8

6.1

9.0

14.7

30.8

13.6

20.4

10.4

26.0

15.4

55.6

63.6

52.6

49.5

23.1

47.7

44.9

48.5

30.0

44.2

11.1

18.2

21.8

16.5

15.4

27.3

16.3

23.1

32.0

25.0

11.1

6.2

10.1

7.7

4.5

10.2

6.7

6.0

9.6

22.2

12.1

6.6

7.3

6.8

6.1

9.7

2.1

5.6

3.1

3.1

2.6

5.1

13.6

5.6

11.3

16.4

10.0

16.8

36.4

36.1

43.3

49.8

53.5

40.1

13.6

30.6

26.8

19.5

21.7

24.9

22.7

11.1

12.4

4.6

7.0

8.6

13.6

11.1

3.1

6.5

5.2

4.6

① 土地利用・市街地整備の状況（計画的な土地利用、魅力ある市街地の形成等）

土地利用・市街地整備の状況の満足度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

満足度

【項目別】

 土地利用・市街地整備の状況の満足度については、全体で「満足している」が3.4％、「どちらかと
いえば満足している」が13.8％で、満足している割合は合計17.2％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は年代が上がるほど低下する傾向がみられます。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」「自営業」を除き２割を下回って
います。

 居住地域別にみると、満足している割合は「伊達地域」が唯一２割を超えています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

22.1

24.1

23.0

32.3

34.5

33.1

31.1

28.5

29.7

20.0

4.3

5.8

5.1

1.2

2.2

1.7

60.0

9.0

4.9

7.4

33.3

19.2

21.6

21.9

26.2

31.0

28.6

34.5

29.9

36.6

29.7

39.3

33.8

38.1

27.6

28.8

30.0

35.5

26.2

29.6

26.2

27.6

7.7

4.4

3.9

1.9

2.8

7.1

6.9

1.8

1.8

1.3

3.7

66.7

12.5

5.7

7.7

2.8

2.8

3.4

33.3

3.0

21.3

19.3

38.5

34.1

24.5

20.1

24.0

25.8

11.1

42.4

30.8

33.0

26.9

29.5

36.7

29.1

52.0

33.8

11.1

30.3

32.2

33.0

26.9

18.2

20.4

29.9

22.0

32.5

9.1

4.3

5.5

7.7

11.4

6.1

6.7

2.0

3.3

2.4

2.8

2.2

1.7

44.4

15.2

9.0

6.4

6.8

12.2

11.9

2.9

27.3

33.3

16.5

21.4

21.3

28.4

27.3

30.6

37.1

33.1

32.2

33.5

22.7

16.7

34.0

31.6

30.0

27.4

4.5

5.6

7.2

5.0

5.7

3.6

4.5

2.1

1.2
3.0

13.6

13.9

3.1

7.7

7.8

6.6

① 土地利用・市街地整備の状況

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

① 土地利用・市街地整備の状況（計画的な土地利用、魅力ある市街地の形成等）

土地利用・市街地整備の状況の重要度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

【項目別】

重要度

 土地利用・市街地整備の状況の重要度については、全体で「重視している」が23.0％、「やや重
視している」が33.1％で、重視している割合は合計56.1％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「20代」～「40代」で高くなっています。

 職業別にみると、重視している割合は概ね5割を超え、５割を下回る「パート・アルバイト」も
49.2％となっています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」が63.9％と最も高く、「伊達地域」も
61.9％と６割を超えています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

5.1

5.4

5.2

0.0

22.9

23.4

23.0

39.5

34.1

36.8

40.0

18.4

23.6

20.9

20.0

7.8

10.2

9.0

40.0

6.3

3.4

5.2

4.4

3.5

3.2

9.3

2.8

9.5

20.7

21.8

24.2

21.9

22.4

26.8

19.0

31.0

39.1

40.1

31.0

37.4

38.0

33.3

24.1

18.5

23.3

26.5

14.0

22.5

28.6

6.9

33.3

7.7

5.3

11.0

15.9

8.5

7.1

13.8

66.7

8.5

3.5

6.5

1.4

2.4

3.4

② 道路の整備状況

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

5.7

4.6

23.1

2.3

8.2

2.2

10.0

4.2

24.2

20.9

25.7

30.8

18.2

28.6

22.4

42.0

19.6

55.6

45.5

37.9

37.6

26.9

40.9

40.8

35.1

18.0

37.9

11.1

15.2

21.8

18.3

7.7

22.7

10.2

22.4

18.0

25.4

11.1

3.0

7.1

7.3

11.5

9.1

8.2

9.0

12.0

11.3

22.2

9.1

6.6

6.4

6.8

4.1

9.0

1.7

4.5

8.3

5.2

5.0

5.2

5.1

18.2

8.3

20.6

25.1

24.3

22.3

18.2

47.2

37.1

36.2

41.3

32.5

22.7

22.2

27.8

18.6

17.4

24.9

22.7

5.6

6.2

9.0

7.8

10.7

13.6

8.3

3.1

6.2

3.9

4.6

② 道路の整備状況（市道の整備・維持管理、国・県道の整備促進等）

道路の整備状況の満足度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

満足度

【項目別】

 道路の整備状況の満足度については、全体で「満足している」が5.2％、「どちらかといえば満足して
いる」が23.0％で、満足している割合は合計28.2％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が５割を超える以外は、大きな差異はみられません
でした。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」が５割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」が唯一２割を下回っています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

40.0

30.1

30.9

30.5

33.5

41.4

36.9

23.9

18.7

21.4

20.0

2.5

3.9

3.2

2.0

1.2

1.7

40.0

8.0

3.9

6.3

33.3

24.4

27.3

31.6

39.3

43.7

26.2

48.3

36.2

41.4

36.8

30.8

35.2

45.2

27.6

21.4

23.8

18.1

22.4

19.7

28.6

13.8

4.8

1.3

5.2

2.8

1.4

3.4

2.2

1.3

1.9

1.9

3.4

66.7

11.1

4.8

6.5

2.8

3.4

44.4

15.2

26.1

22.9

50.0

40.9

26.5

25.4

34.0

38.3

42.4

36.0

40.4

26.9

38.6

38.8

38.1

46.0

34.6

22.2

27.3

25.1

22.9

15.4

11.4

18.4

19.4

14.0

22.5

3.0

3.3

3.7

3.8

2.3

4.1

3.7

6.0

2.1

1.9

3.7

3.8

3.0

33.3

12.1

7.6

6.4

6.8

12.2

10.4

1.7

31.8

30.6

30.9

28.8

27.4

36.5

31.8

36.1

39.2

39.3

37.0

32.5

13.6

16.7

18.6

20.7

23.0

23.9

4.5

2.8

5.2

3.1

3.9

1.5

4.5

2.8

2.1

1.2

2.6

13.6

11.1

4.1

6.8

6.1

5.1

② 道路の整備状況

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

② 道路の整備状況（市道の整備・維持管理、国・県道の整備促進等）

道路の整備状況の重要度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

【項目別】

重要度

 道路の整備状況の重要度については、全体で「重視している」が30.5％、「やや重視している」が
36.9％で、重視している割合は合計67.4％と、都市基盤分野で最も高くなっています。

 年齢別にみると、重視している割合は最も低い「70歳以上」でも６割に達し、幅広く回答が寄せら
れています。

 職業別にみると、重視している割合は概ね６割を超えています。

 居住地域による大きな差異はみられず、すべての地域で道路整備が必要とされている結果となって
います。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.5

3.2

3.3

14.9

18.2

16.4

20.0

36.4

37.7

36.9

20.0

24.9

24.3

24.6

20.0

14.1

13.1

13.7

40.0

6.1

3.4

5.1

3.3

1.8

3.9

5.6

1.4

2.4

10.3

16.2

15.4

16.1

21.5

14.1

16.7

13.8

40.6

45.4

29.7

29.0

36.6

31.0

17.2

21.4

22.9

27.1

24.3

35.2

23.8

34.5

33.3

9.6

11.0

16.8

18.7

12.7

26.2

20.7

66.7

8.9

3.5

6.5

3.4

③ 公共交通の状況

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

2.8

6.4

11.5

2.3

4.1

2.0

3.8

12.1

15.2

15.6

23.1

15.9

22.4

15.7

22.0

16.3

44.4

54.5

40.3

34.9

11.5

38.6

36.7

39.6

32.0

34.2

22.2

21.2

23.7

23.9

26.9

29.5

18.4

20.9

30.0

27.5

11.1

3.0

10.9

14.7

26.9

6.8

14.3

14.2

14.0

16.7

22.2

9.1

7.1

4.6

6.8

4.1

9.0

1.7

2.1

2.8

3.5

5.6

22.7

10.3

20.7

14.8

16.2

31.8

33.3

34.0

37.8

39.6

35.0

18.2

27.8

30.9

22.0

24.3

26.4

13.6

30.6

20.6

10.5

13.5

12.7

13.6

8.3

2.1

6.2

4.3

4.1

③ 公共交通の状況（鉄道・バス・デマンド交通等の利便性向上等）

公共交通の状況の満足度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

満足度

 公共交通の状況の満足度については、全体で「満足している」が3.3％、「どちらかといえば満足して
いる」が16.4％で、満足している割合は合計19.7％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は最も高い「40代」でも３割を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が唯一３割を超えています。

 居住地域別にみると、「月舘地域」では満足しているとする回答がなく、「霊山地域」も12.4％と、
地域による差がみられます。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

40.0

33.9

32.1

33.1

31.3

33.8

32.3

20.0

22.5

23.1

22.8

2.2

5.1

3.5

1.8

1.9

1.9

40.0

8.2

3.9

6.4

33.3

26.2

30.4

35.5

35.5

42.3

52.4

48.3

33.9

30.8

29.7

38.3

32.4

26.2

31.0

22.9

28.6

20.6

17.8

19.7

21.4

17.2

4.1

3.5

3.9

2.8

5.6

1.8

1.3

3.9

2.8

66.7

11.1

5.3

6.5

2.8

3.4

44.4

12.1

26.1

30.3

57.7

29.5

28.6

33.6

38.0

40.8

11.1

42.4

34.6

37.6

23.1

34.1

30.6

25.4

42.0

30.0

11.1

30.3

25.6

19.3

19.2

27.3

22.4

23.1

18.0

21.7

3.0

4.7

2.8

2.3

4.1

4.5

2.0

3.3

1.4

2.8

2.0

3.0

2.5

33.3

12.1

7.6

7.3

6.8

12.2

10.4

1.7

22.7

41.7

35.1

30.0

31.7

38.6

36.4

22.2

28.9

34.7

33.5

29.9

18.2

16.7

24.7

23.5

23.0

21.8

4.5

5.6

5.2

3.7

2.6

3.0

4.5

2.8

3.1

2.6

1.5

13.6

11.1

3.1

7.1

6.5

5.1

③ 公共交通の状況

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

③ 公共交通の状況（鉄道・バス・デマンド交通等の利便性向上等）

公共交通の状況の重要度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

【項目別】

重要度

 公共交通の状況の重要度については、全体で「重視している」が33.1％、「やや重視している」が
32.3％で、重視している割合は合計65.4％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は若い年代ほど高い傾向がみられます。

 職業別にみると、重視している割合は「学生」「公務員・教職員」「会社員」など通勤・通学での利
用のほか、買い物などで利用する「専業主婦・主夫」も高くなっています。

 居住地域による大きな差異はみられず、すべての地域で公共交通の整備が求められています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.1

1.7

2.4

9.8

11.7

10.6

40.0

65.8

59.1

62.7

11.0

17.0

13.7

4.3

6.8

5.4

60.0

5.9

3.6

5.2

1.8

1.9

3.7

1.4

4.8

17.2

7.7

11.0

10.3

12.1

11.3

11.9

27.6

33.3

66.1

64.3

55.5

67.3

73.2

47.6

37.9

11.4

16.7

17.4

8.4

9.9

26.2

3.4

3.7

4.0

8.4

7.5

2.8
9.5

10.3

66.7

9.2

3.1

6.5

1.4

3.4

④ デジタル化の状況

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

2.4

3.7

15.4

2.0

4.0

2.5

11.1

12.1

8.1

11.0

34.6

9.1

10.2

8.2

20.0

9.6

55.6

63.6

62.1

64.2

30.8

65.9

69.4

61.9

56.0

65.8

11.1

15.2

13.3

11.9

3.8

15.9

10.2

14.9

16.0

15.0

0.0

6.6

3.7

15.4

2.3

4.1

6.7

4.0

5.4

22.2

9.1

7.6

5.5

6.8

4.1

8.2

1.7

3.1

2.5

2.2

3.0

4.5

8.3

8.2

11.8

9.6

12.2

68.2

61.1

64.9

61.3

65.7

59.9

9.1

11.1

17.5

13.0

13.9

13.7

4.5

11.1

4.1

5.3

4.8

6.1

13.6

8.3

2.1

6.2

3.9

5.1

④ デジタル化の状況（行政及び地域社会におけるデジタル化の推進等）

デジタル化の状況の満足度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

満足度

【項目別】

 デジタル化の状況の満足度については、全体で「満足している」が2.4％、「どちらかといえば満足して
いる」が10.6％で、満足している割合は合計13.0％と、都市基盤分野で最も低くなっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が44.8％と最も高くなっています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が唯一５割に達しています。

 居住地域別にみると、満足している割合は地域に関わらず全般的に低い結果となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

14.3

17.8

15.8

26.8

27.3

26.9

40.0

39.9

40.6

40.2

7.6

6.8

7.2

20.0

3.1

3.2

3.2

40.0

8.4

4.4

6.7

11.1

14.1

17.4

19.6

18.3

31.0

24.1

25.8

26.9

26.5

29.0

28.2

23.8

34.5

33.3

41.0

44.9

38.7

37.4

35.2

38.1

31.0

7.7

5.7

7.1

5.6

15.5

4.8

3.4

2.2

3.1

3.9

5.6

2.8

2.4

3.4

66.7

12.2

5.3

6.5

2.8

3.4

22.2

3.0

14.2

13.8

34.6

9.1

14.3

15.7

16.0

19.2

11.1

36.4

24.6

23.9

30.8

31.8

28.6

26.1

40.0

25.4

22.2

36.4

43.1

42.2

26.9

43.2

38.8

40.3

18.0

43.8

11.1

12.1

4.7

8.3

3.8

9.1

6.1

6.7

18.0

6.3

4.3

3.7

3.8

1.5
8.0

3.8

33.3

12.1

9.0

8.3

6.8

12.2

9.7

1.7

13.6

19.4

16.5

14.6

11.3

22.3

18.2

11.1

27.8

29.4

27.8

24.9

45.5

44.4

40.2

39.0

43.9

36.5

4.5

5.6

8.2

6.8

6.5

8.6

4.5

8.3

4.1

2.2

3.9

2.5

13.6

11.1

3.1

8.0

6.5

5.1

④ デジタル化の状況

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

④ デジタル化の状況（行政及び地域社会におけるデジタル化の推進等）

デジタル化の状況の重要度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

【項目別】

重要度

 デジタル化の状況の重要度については、全体で「重視している」が15.8％、「やや重視している」が
26.9％で、重視している割合は合計42.7％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「10代」「20代」が５割を超え、年代が上がるほど低下する
傾向がみられます。

 職業別にみると、重視している割合は「学生」「公務員・教職員」が高いほかは、概ね同程度となっ
ています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「伊達地域」がやや高くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.5

2.9

3.2

11.5

11.2

11.3

40.0

63.4

63.5

63.3

12.3

11.9

12.0

20.0

3.1

6.6

4.8

40.0

6.3

3.9

5.4

1.8

1.8

4.5

2.8

4.2

4.8

17.2

9.2

10.1

7.7

14.0

19.7

14.3

24.1

33.3

67.5

68.3

58.7

60.7

56.3

61.9

41.4

9.2

13.2

15.5

11.2

18.3

11.9

3.0

2.6
6.5

10.3

1.4
7.1

13.8

66.7

9.2

4.0

7.1

3.4

⑤ 住宅施策の状況

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

4.3

2.8

19.2

2.0

2.0

3.8

3.0

7.1

15.6

26.9

9.1

14.3

9.7

26.0

10.4

77.8

78.8

69.2

60.6

38.5

65.9

63.3

61.2

62.0

60.4

3.0

8.1

12.8

18.2

10.2

14.9

6.0

17.1

6.1

4.3

2.8

15.4

4.1

4.5

4.0

6.3

22.2

9.1

7.1

5.5

6.8

6.1

9.0

2.1

2.8

3.1

3.4

1.7

5.1

9.1

2.8

9.3

13.9

8.7

12.7

59.1

63.9

67.0

61.6

65.7

61.9

18.2

16.7

12.4

11.5

14.8

8.1

5.6

6.2

3.1

4.3

7.6

13.6

8.3

2.1

6.5

4.8

4.6

⑤ 住宅施策の状況（民間住宅の住環境向上の支援、市営住宅の適正管理等）

住宅施策の状況の満足度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

満足度

【項目別】

 住宅施策の状況の満足度については、全体で「満足している」が3.2％、「どちらかといえば満足して
いる」が11.3％で、満足している割合は合計14.5％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」「30代」を除き2割を下回っています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」を除き2割を下回っています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」で１割を下回っています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

12.3

14.8

13.4

26.2

23.1

24.6

40.0

45.2

48.4

46.6

5.3

7.1

6.1

2.5

2.2

2.3

60.0

8.6

4.4

7.0

7.4

9.3

16.1

22.4

22.5

16.7

27.6

21.8

27.8

20.6

25.2

31.0

33.3

20.7

33.3

51.7

50.2

45.8

36.4

35.2

47.6

41.4

5.5

5.7

7.7

7.5

8.5

3.4

1.8

1.3

2.6

4.7

2.8

2.4

3.4

66.7

11.8

5.7

7.1

3.7

3.4

22.2

3.0

9.5

9.2

30.8

15.9

12.2

11.2

10.0

19.6

24.2

20.4

25.7

15.4

18.2

26.5

27.6

36.0

26.7

44.4

51.5

53.6

52.3

42.3

50.0

40.8

40.3

42.0

42.9

9.1

5.2

1.8

3.8

9.1

6.1

9.0

10.0

5.8

2.8

2.8

7.7

2.0

1.5
2.0

2.5

33.3

12.1

8.5

8.3

6.8

12.2

10.4

2.5

4.5

19.4

11.3

12.1

11.3

18.8

22.7

19.4

19.6

25.1

26.1

25.9

50.0

36.1

55.7

48.6

45.7

41.6

9.1

11.1

8.2

5.0

6.5

5.1

2.8

2.1

1.9
3.0

2.5

13.6

11.1

3.1

7.4

7.4

6.1

⑤ 住宅施策の状況

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑤ 住宅施策の状況（民間住宅の住環境向上の支援、市営住宅の適正管理等）

住宅施策の状況の重要度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

【項目別】

重要度

 住宅施策の状況の重要度については、全体で「重視している」が13.4％、「やや重視している」が
24.6％で、重視している割合は合計38.0％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は住宅建築・購入の中心とみられる「20代」～「40代」でやや
高くなっています。

 職業別にみると、重視している割合は「学生」「公務員・教職員」「会社員」が４割を超えています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「伊達地域」がやや高くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.1

2.9

3.0

10.8

9.5

10.2

40.0

60.5

55.0

57.9

20.0

14.1

21.4

17.5

4.5

7.5

5.9

40.0

7.0

3.6

5.6

1.5

1.8

3.2

3.7

2.8

7.1

17.2

8.9

8.8

11.6

10.3

12.7

11.9

17.2

33.3

60.5

59.9

51.0

62.6

63.4

47.6

41.4

14.8

21.1

21.9

12.1

16.9

21.4

6.9

4.8

4.4

5.8

9.3

4.2

9.5

13.8

66.7

9.6

4.0

6.5

1.9

2.4

3.4

⑥ 定住・移住促進対策

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

2.4

3.7

19.2

2.3

2.0

4.0

2.9

15.2

6.6

12.8

19.2

6.8

10.2

12.7

14.0

9.2

77.8

57.6

62.1

59.6

42.3

59.1

51.0

56.7

56.0

56.7

15.2

15.2

13.8

3.8

22.7

24.5

15.7

20.0

21.7

6.6

4.6

15.4

2.3

4.1

5.2

6.0

7.1

22.2

9.1

7.1

5.5

6.8

8.2

9.0

2.5

2.8

4.1

3.1

2.2

3.6

9.1

7.2

12.1

9.1

11.7

50.0

58.3

54.6

58.5

56.1

61.4

18.2

19.4

23.7

15.2

21.7

12.7

9.1

11.1

8.2

4.6

5.7

5.6

13.6

8.3

2.1

6.5

5.2

5.1

⑥ 定住・移住促進対策（市の魅力発信、定住・移住の相談・支援体制の強化等）

定住・移住促進対策の満足度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

満足度

 定住・移住促進対策の満足度については、全体で「満足している」が3.0％、「どちらかといえば満足
している」が10.2％で、満足している割合は合計13.2％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は若い年代ほど高い傾向がみられます。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」以外はいずれも２割を下回っています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」が2.8％と最も低くなっています。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

13.5

18.5

15.7

20.0

29.2

29.2

29.2

40.0

40.5

36.7

38.8

5.5

7.3

6.3

2.9

4.1

3.4

40.0

8.4

4.1

6.6

13.3

13.7

14.2

23.4

18.3

21.4

20.7

27.7

28.6

27.7

32.7

35.2

33.3

24.1

33.3

38.4

44.9

40.0

28.0

32.4

38.1

44.8

7.4

5.3

7.7

3.7

9.9

2.4

3.4

1.5

2.2

3.9

10.3

2.8
4.8

3.4

66.7

11.8

5.3

6.5

1.9

1.4

3.4

33.3

3.0

13.7

9.2

23.1

22.7

20.4

12.7

20.0

19.2

39.4

27.5

36.7

23.1

31.8

24.5

26.9

34.0

28.3

33.3

39.4

43.1

38.5

42.3

34.1

32.7

39.6

30.0

38.3

6.1

4.7

5.5

3.8

4.5

8.2

9.0

8.0

6.7

2.8

2.8

7.7

4.1

1.5
8.0

5.0

33.3

12.1

8.1

7.3

6.8

10.2

10.4

2.5

13.6

13.9

16.5

14.2

17.8

15.7

18.2

22.2

29.9

28.5

30.4

31.0

45.5

38.9

41.2

40.2

34.8

39.1

9.1

8.3

7.2

6.2

5.2

6.6

5.6

2.1

3.4
4.3

3.0

13.6

11.1

3.1

7.4

7.4

4.6

⑤ 住宅施策の状況

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑥ 定住・移住促進対策（市の魅力発信、定住・移住の相談・支援体制の強化等）

定住・移住促進対策の重要度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

【項目別】

重要度

 定住・移住促進対策の重要度については、全体で「重視している」が15.7％、「やや重視している」
が29.2％で、重視している割合は合計44.9％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は、現役世代の中でも「20代」～「40代」でやや高くなっていま
す。

 職業別にみると、重視している割合は「農林業」が54.5％と最も高く、担い手不足などへの対策に
期待する様子が窺えます。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」を除き４割台となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

9.0

11.7

10.2

24.9

27.7

26.1

40.0

47.6

42.6

45.3

20.0

8.0

7.5

7.8

3.7

7.1

5.2

40.0

6.7

3.4

5.4

11.1

7.0

7.1

15.9

2.8

16.7

31.0

25.1

28.6

25.2

24.3

26.8

23.8

31.0

33.3

45.0

49.3

46.5

38.3

53.5

42.9

20.7

5.9

8.4

9.0

8.4

8.5

11.9

6.9

3.7

3.5

5.2

11.2

7.0

4.8

6.9

66.7

9.2

3.1

7.1

1.9

1.4

3.4

⑦ 水道の整備状況

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

9.1

11.4

10.1

30.8

6.8

8.2

6.7

18.0

8.8

11.1

33.3

23.2

28.4

26.9

31.8

26.5

25.4

38.0

23.8

66.7

39.4

48.3

44.0

23.1

40.9

34.7

49.3

30.0

49.6

6.1

8.1

5.5

7.7

6.8

18.4

6.0

6.0

8.8

3.0

2.4

7.3

11.5

6.8

4.1

3.7

8.0

6.7

22.2

9.1

6.6

4.6

6.8

8.2

9.0

2.5

13.9

10.3

9.0

10.0

12.7

18.2

27.8

23.7

29.1

27.4

21.3

54.5

36.1

44.3

45.5

45.2

46.2

9.1

8.3

7.2

5.9

7.8

11.2

4.5

5.6

12.4

4.6

3.9

4.1

13.6

8.3

2.1

5.9

5.7

4.6

⑦ 水道の整備状況（水道施設の整備充実、未普及地区への対応等）

水道の整備状況の満足度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

満足度

【項目別】

 水道の整備状況の満足度については、全体で「満足している」が10.2％、「どちらかといえば満足し
ている」が26.1％で、満足している割合は合計36.3％と、都市基盤分野で最も高くなっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「30代」が３割を下回り、最も低くなっています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」が５割を超えています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」が41.7％と唯一４割を超えています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

22.5

21.4

21.9

29.9

28.7

29.2

40.0

34.8

38.4

36.5

20.0

2.7

4.6

3.6

1.8

2.7

2.2

40.0

8.4

4.1

6.6

22.1

19.8

20.6

26.2

26.8

14.3

27.6

28.8

32.6

22.6

30.8

29.6

31.0

34.5

33.3

33.9

38.8

39.4

32.7

38.0

45.2

24.1

2.2

2.2

8.4

3.7

4.2

2.4

3.4

1.5

1.3

2.6

4.7

1.4

4.8

3.4

66.7

11.4

5.3

6.5

1.9

2.4

6.9

33.3

6.1

20.9

26.6

30.8

29.5

20.4

19.4

22.0

21.7

42.4

27.0

28.4

30.8

31.8

38.8

29.1

38.0

26.3

33.3

36.4

40.3

31.2

26.9

27.3

26.5

38.1

28.0

41.3

3.0

2.8

1.8

4.5

4.1

1.5

10.0

5.4

1.4

3.7

7.7

2.2
2.0

2.9

33.3

12.1

7.6

8.3

3.8

6.8

10.2

9.7

2.5

18.2

22.2

27.8

20.4

19.6

24.4

27.3

25.0

29.9

30.0

28.3

29.4

36.4

33.3

30.9

38.1

38.3

35.0

8.3

4.1

3.7

2.6

4.1

4.5

3.1

3.5

2.5

13.6

11.1

4.1

6.8

7.8

4.6

⑦ 水道の整備状況

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑦ 水道の整備状況（水道施設の整備充実、未普及地区への対応等）

水道の整備状況の重要度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

【項目別】

重要度

 水道の整備状況の重要度については、全体で「重視している」が21.9％、「やや重視している」が
29.2％で、重視している割合は合計51.1％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合はいずれの世代も４割以上となり、年代に関わらず重要なテー
マであることが確認できます。

 職業別にみると、重視している割合は「農林業」が61.3％と６割を超え、生活用水のみならず広く
重要度が高いことが窺えます。

 居住地域別にみると、重視している割合は「霊山地域」が最も高くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

10.6

8.8

9.7

22.7

21.9

22.2

20.0

48.3

48.4

48.2

40.0

7.8

10.7

9.3

4.9

6.3

5.5

40.0

5.7

3.9

5.1

10.0

9.3

4.5

14.0

1.4

19.0

31.0

20.7

24.7

25.2

21.5

22.5

14.3

17.2

33.3

45.8

48.5

47.7

44.9

64.8

52.4

37.9

9.6

10.1

11.6

7.5

4.2

9.5

6.9

5.5

4.4

4.5

9.3

7.0

4.8

3.4

66.7

8.5

3.1

6.5

2.8

3.4

⑧ 下水道の整備状況

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

6.1

8.5

11.0

34.6

11.4

8.2

8.2

10.0

9.2

22.2

15.2

23.7

25.7

19.2

18.2

20.4

16.4

38.0

21.7

44.4

60.6

49.8

44.0

38.5

50.0

53.1

49.3

38.0

48.3

11.1

9.1

8.5

7.3

3.8

2.3

6.1

11.9

10.0

11.7

3.3

8.3

3.8

9.1

6.1

5.2

4.0

7.1

22.2

9.1

6.2

3.7

9.1

6.1

9.0

2.1

4.5

5.6

9.3

6.8

13.0

12.2

13.6

16.7

12.4

23.8

26.1

21.8

54.5

41.7

54.6

48.9

45.7

47.2

4.5

19.4

9.3

10.5

6.1

9.6

9.1

5.6

11.3

5.0

4.8

4.1

13.6

11.1

3.1

5.0

4.3

5.1

⑧ 下水道の整備状況（下水道施設の適正管理、合併処理浄化槽の普及促進等）

下水道の整備状況の満足度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

満足度

【項目別】

 下水道の整備状況の満足度については、全体で「満足している」が9.7％、「どちらかといえば満足し
ている」が22.2％で、満足している割合は合計31.9％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が５割近くに上った他は、２割台から３割台となって
います。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」「公務員・教職員」が高くなっています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「梁川地域」が約４割に対し、「霊山地域」「月舘地
域」が２割程度と、やや差がみられます。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

21.9

23.6

22.5

31.3

29.0

30.1

20.0

34.2

35.5

34.7

40.0

3.5

4.6

4.2

2.0

2.7

2.3

40.0

7.2

4.6

6.2

24.4

19.4

20.0

27.1

25.4

19.0

27.6

30.3

34.8

28.4

26.2

28.2

21.4

34.5

33.3

28.4

35.2

36.1

38.3

42.3

50.0

27.6

3.7

4.0

6.5

1.9

4.2

7.1

3.4

2.2

2.6

1.9

3.7

2.4

3.4

66.7

11.1

4.0

7.1

2.8

3.4

22.2

3.0

21.3

21.1

30.8

34.1

20.4

18.7

24.0

26.3

11.1

30.3

27.5

39.4

30.8

18.2

36.7

29.9

34.0

28.8

33.3

51.5

37.4

24.8

34.6

29.5

30.6

35.8

30.0

36.7

3.0

4.3

3.7

2.3

2.0

5.2

10.0

4.2

1.9

4.6

3.8

6.8

2.0

1.5
2.0

1.7

33.3

12.1

7.6

6.4

9.1

8.2

9.0

2.5

22.7

19.4

23.7

21.1

22.6

24.9

31.8

27.8

29.9

31.6

27.8

30.5

27.3

25.0

36.1

36.2

36.1

32.5

4.5

8.3

1.0

3.7

4.8

5.1

2.8

5.2

3.0

2.0

13.6

16.7

4.1

6.2

5.7

5.1

⑧ 下水道の整備状況

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑧ 下水道の整備状況（下水道施設の適正管理、合併処理浄化槽の普及促進等）

下水道の整備状況の重要度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

【項目別】

重要度

 下水道の整備状況の重要度については、全体で「重視している」が22.5％、「やや重視している」が
30.1％で、重視している割合は合計52.6％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「20代」「50代」を除き５割を超えています。

 職業別にみると、重視している割合は「パート・アルバイト」など一部を除き５割を超えています。

 居住地域による大きな差異はみられませんでした。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

6.5

5.1

6.0

20.0

21.3

24.6

22.8

44.4

43.1

43.5

16.2

15.8

15.9

20.0

6.1

7.1

6.6

40.0

5.5

4.4

5.2

33.3

4.1

3.5

4.5

11.2

2.8

11.9

27.6

19.2

21.6

23.9

25.2

33.8

23.8

24.1

45.0

48.0

41.3

43.0

40.8

42.9

20.7

16.2

17.6

19.4

9.3

12.7

16.7

13.8

7.0

5.3

4.5

9.3

9.9

4.8

10.3

66.7

8.5

4.0

6.5

1.9

3.4

⑨ 公園・緑地の整備状況

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

11.1

3.0

3.8

5.5

26.9

4.5

10.2

3.7

10.0

5.8

15.2

25.1

21.1

34.6

15.9

16.3

19.4

30.0

25.0

33.3

54.5

42.7

45.9

15.4

40.9

51.0

38.1

40.0

47.9

33.3

15.2

17.1

15.6

11.5

22.7

10.2

20.9

16.0

12.1

3.0

5.2

8.3

11.5

6.8

8.2

8.2

4.0

6.7

22.2

9.1

6.2

3.7

9.1

4.1

9.7

2.5

13.6

2.8

6.2

7.1

4.3

5.6

22.7

13.9

16.5

32.5

17.0

18.3

36.4

47.2

48.5

38.7

46.5

45.7

9.1

16.7

18.6

12.4

18.3

18.3

4.5

8.3

7.2

4.0

9.6

7.1

13.6

11.1

3.1

5.3

4.3

5.1

⑨ 公園・緑地の整備状況（公園設備の更新、維持管理の充実、緑化活動の支援等）

公園・緑地の整備状況の満足度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

満足度

 公園・緑地の整備状況の満足度については、全体で「満足している」が6.0％、「どちらかといえば満
足している」が22.8％で、満足している割合は合計28.8％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は若い世代ほど高い傾向がみられます。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が６割、「公務員・教職員」が４割に達しています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「保原総合公園」がある「保原地域」で約４割と圧倒的
に高くなっています。

【項目別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

20.0

20.0

17.3

18.8

20.0

35.6

37.2

36.2

30.7

34.1

32.0

4.3

5.1

4.6

20.0

2.2

1.7

2.1

40.0

7.2

4.6

6.2

33.3

16.2

12.8

20.0

19.6

31.0

28.6

34.5

35.1

40.1

34.2

37.4

38.0

35.7

24.1

31.4

37.4

29.7

29.9

28.2

31.0

31.0

3.7

4.0

7.7

5.6

2.8

4.8

3.4

2.6

1.8

1.9

3.7

3.4

66.7

11.1

4.0

6.5

3.7

3.4

33.3

6.1

15.6

22.9

53.8

13.6

22.4

17.2

16.0

18.8

22.2

39.4

38.4

31.2

11.5

36.4

36.7

35.1

44.0

38.3

11.1

39.4

31.8

32.1

30.8

36.4

26.5

31.3

22.0

35.0

3.0

4.7

2.8

2.3

4.1

4.5

12.0

5.4

1.9

5.5

3.8

2.3

2.2
6.0

33.3

12.1

7.6

5.5

9.1

10.2

9.7

2.1

18.2

19.4

11.3

19.8

17.0

22.8

36.4

25.0

38.1

38.1

37.0

33.5

27.3

30.6

41.2

30.0

31.3

32.5

8.3

3.1

4.0

6.1

4.6

4.5

2.8

2.1

1.9

3.0

1.0

13.6

13.9

4.1

6.2

5.7

5.6

⑨ 公園・緑地の整備状況

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

⑨ 公園・緑地の整備状況（公園設備の更新、維持管理の充実、緑化活動の支援等）

公園・緑地の整備状況の重要度

５．便利で快適に暮らせるまち（都市基盤分野）

【項目別】

重要度

 公園・緑地の整備状況の重要度については、全体で「重視している」が18.8％、「やや重視してい
る」が36.2％で、重視している割合は合計55.0％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「20代」「30代」が高く、年代が上がるほどやや低下する傾向
がみられます。

 職業別にみると、重視している割合は概ね５割を超え、大きな差異はみられませんでした。

 居住地域別にみると、重視している割合は「保原地域」が最も高くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・行財政分野）【全体】

満足度

重要度

(n=905)　　

① 男女共同参画に関する取組

② コミュニティ活動に関する取組

③ 市民協働に関する取組

④ 行財政改革に関する取組

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

3.5

4.8

3.3

3.6

12.0

20.3

17.0

10.8

58.8

60.9

62.4

65.9

15.2

6.5

9.3

11.2

4.8

2.0

2.2

3.1

5.6

5.5

5.7

5.4

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

(n=905)　　

① 男女共同参画に関する取組

② コミュニティ活動に関する取組

③ 市民協働に関する取組

④ 行財政改革に関する取組

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

17.8

8.8

10.9

12.5

28.4

27.0

28.0

28.1

39.9

48.2

46.5

44.8

5.5

7.2

5.3

5.1

1.9

2.2

2.7

3.0

6.5

6.6

6.6

6.6

重視している
やや

重視している
どちらともいえない

あまり

重視していない
重視していない 無回答



98

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

3.9

3.4

3.6

10.8

10.9

10.8

40.0

63.6

68.9

65.9

20.0

12.3

9.7

11.2

3.3

2.9

3.1

40.0

6.1

4.1

5.4

2.6

1.3

2.6

5.6

1.4

9.5

27.6

10.0

8.4

12.3

12.1

12.7

11.9

20.7

33.3

66.1

71.8

60.6

71.0

66.2

59.5

37.9

10.3

11.9

12.3

6.5

14.1

16.7

10.3

1.8

2.6
5.8

2.8

5.6

2.4

66.7

9.2

4.0

6.5
1.9

3.4

① 男女共同参画に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

2.4

2.8

23.1

4.5

2.0

2.2

4.0

4.2

6.1

8.1

12.8

19.2

4.5

20.4

9.7

24.0

9.6

66.7

66.7

68.2

59.6

46.2

75.0

67.3

62.7

58.0

70.0

15.2

10.0

16.5

11.5

9.1

4.1

12.7

10.0

10.8

11.1

4.3

1.8

2.0

3.7

4.0

3.3

22.2

9.1

7.1

6.4

6.8

4.1

9.0

2.1

2.8

2.1

3.4

4.8

4.1

9.1

2.8

6.2

13.9

10.0

10.7

68.2

63.9

71.1

64.4

67.0

64.5

13.9

16.5

9.0

10.4

13.7

9.1

8.3

2.1
3.1

2.6

2.5

13.6

8.3

2.1

6.2

5.2

4.6

① 男女共同参画に関する取組（意識改革の推進、公の場への女性の登用拡大等）

男女共同参画に関する取組の満足度

６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・行財政分野）

満足度

【項目別】

 男女共同参画に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が3.6％、「どちらかといえ
ば満足している」が10.8％で、満足している割合は合計14.4％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」が48.3％と最も高く、「20代」が21.4％と、若い世
代において高くなっています。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が４割となる一方、「農林業」は１割を下回るなど、
女性活躍にはクリアすべき課題が多いものとみられます。

 居住地域別にみると、満足している割合は「霊山地域」「月舘地域」で１割を下回っています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

13.9

10.9

12.5

27.2

29.4

28.1

60.0

43.8

45.7

44.8

4.9

5.4

5.1

2.2

3.9

3.0

40.0

8.0

4.6

6.6

13.3

8.8

13.5

12.1

12.7

19.0

20.7

25.8

25.6

29.7

25.2

31.0

45.2

41.4

33.3

43.9

52.4

40.6

46.7

42.3

33.3

31.0

4.8

4.4

5.8

4.7

12.7

4.4

3.9

7.5

1.4
2.4

3.4

66.7

12.2

4.4

6.5

3.7

3.4

11.1

6.1

9.0

13.8

26.9

9.1

16.3

9.7

12.0

15.8

11.1

39.4

28.0

25.7

30.8

27.3

28.6

29.1

40.0

25.0

44.4

36.4

46.9

45.0

38.5

47.7

38.8

43.3

26.0

50.0

6.1

5.2

5.5

4.5

2.0

5.2

16.0

3.8

2.8

3.8

4.5

4.1

3.0

6.0

3.3

33.3

12.1

8.1

9.2

6.8

10.2

9.7

2.1

13.6

16.7

14.4

11.8

8.7

16.2

22.7

25.0

28.9

29.1

29.1

25.9

45.5

30.6

45.4

45.5

46.5

43.7

4.5

5.6

7.2

4.6

4.8

5.1

11.1

1.0

2.2

3.5

3.6

13.6

11.1

3.1

6.8

7.4

5.6

① 男女共同参画に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

① 男女共同参画に関する取組（意識改革の推進、公の場への女性の登用拡大等）

男女共同参画に関する取組の重要度

６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・行財政分野）

【項目別】

重要度

 男女共同参画に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が12.5％、「やや重視し
ている」が28.1％で、重視している割合は合計40.6％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「10代」「20代」で６割を超えており、若い世代では認識が
広がっているものとみられます。

 職業別にみると、重視している割合はすべての職業で一定数以上の回答がありました。

 居住地域による大きな差異はみられませんでした。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

4.1

2.4

3.3

17.2

17.0

17.0

40.0

61.6

63.7

62.4

20.0

8.8

9.7

9.3

2.0

2.4

2.2

40.0

6.3

4.6

5.7

1.8

1.3

2.6

4.7

2.8

9.5

24.1

19.2

15.9

18.7

15.9

12.7

11.9

20.7

33.3

57.9

66.1

60.6

67.3

69.0

71.4

41.4

9.2

10.6

9.0

6.5

11.3

7.1

10.3

2.2

2.2
1.9

2.8

4.2

66.7

9.6

4.0

7.1
2.8

3.4

② コミュニティ活動に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

3.0

1.9

3.7

19.2

4.5

2.0

2.2

4.0

3.3

11.1

12.1

14.2

21.1

19.2

22.7

22.4

14.2

24.0

16.3

66.7

57.6

64.5

57.8

53.8

54.5

61.2

61.9

58.0

67.1

15.2

10.0

9.2

7.7

11.4

4.1

10.4

8.0

8.8

3.0

1.9

1.8

2.0

3.0

6.0

2.1

22.2

9.1

7.6

6.4

6.8

8.2

8.2

2.5

2.8

2.1

3.1

3.0

5.1

13.6

5.6

18.6

17.6

17.4

17.3

68.2

69.4

59.8

63.2

62.6

60.4

13.9

13.4

6.5

10.4

10.7

4.5

4.1

3.1

1.3

1.0

13.6

8.3
2.1

6.5

5.2

5.6

② コミュニティ活動に関する取組（意識啓発、交流館等の整備支援、活動の支援等）

コミュニティ活動に関する取組の満足度

６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・行財政分野）

満足度

 コミュニティ活動に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が3.3％、「どちらかといえ
ば満足している」が17.0％で、満足している割合は合計20.3％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」で４割を超えた他、大きな差異はみられませんでした。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が約４割となった他、「公務員・教職員」「農林業」
「専業主婦・主夫」「自営業」が20％台となっています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「月舘地域」で１割を下回り、他の地域は２割台となっ
ています。

【項目別】



101

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

11.9

10.0

10.9

28.2

28.0

28.0

60.0

45.6

47.4

46.5

4.9

5.8

5.3

1.8

3.6

2.7

40.0

7.6

5.1

6.6

11.4

8.8

11.0

9.3

15.5

7.1

24.1

29.5

30.4

21.3

28.0

25.4

40.5

20.7

33.3

44.3

47.6

48.4

45.8

50.7

47.6

41.4

3.0

4.8

9.0

5.6

8.5

2.4

6.9

2.6

3.9

8.4

2.4

3.4

66.7

11.4

5.7

6.5

2.8

3.4

22.2

6.1

7.6

12.8

19.2

9.1

16.3

9.7

14.0

11.7

11.1

39.4

28.4

31.2

23.1

38.6

26.5

24.6

28.0

25.8

33.3

39.4

47.9

41.3

50.0

43.2

42.9

47.0

40.0

51.3

3.0

6.6

4.6

3.8

2.0

6.7

12.0

4.6

1.8

3.8

2.3

4.1

3.0

6.0

3.8

33.3

12.1

8.5

8.3

6.8

8.2

9.0

2.9

9.1

8.3

13.4

10.2

10.9

11.7

22.7

16.7

30.9

28.8

30.0

25.4

54.5

55.6

45.4

45.8

43.9

48.7

5.6

6.2

5.6

5.2

5.1

2.8

1.0

2.2

3.0
4.1

13.6

11.1

3.1

7.4

7.0

5.1

② コミュニティ活動に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

② コミュニティ活動に関する取組（意識啓発、交流館等の整備支援、活動の支援等）

コミュニティ活動に関する取組の重要度

６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・行財政分野）

【項目別】

重要度

 コミュニティ活動に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が10.9％、「やや重視し
ている」が28.0％で、重視している割合は合計38.9％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「40代」「50代」でやや低い結果となっています。

 職業別による大きな差異はみられませんでした。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」がやや低い結果となっています。



102

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

5.7

3.6

4.8

20.7

20.0

20.3

40.0

60.5

61.6

60.9

4.9

8.5

6.5

1.8

2.2

2.0

40.0

6.3

4.1

5.5

4.4

2.6

3.2

5.6

5.6

7.1

24.1

22.1

19.4

21.9

20.6

15.5

11.9

27.6

33.3

54.6

65.6

60.6

64.5

67.6

73.8

37.9

6.6

7.9

4.5

5.6

7.0

7.1

6.9

2.6

3.2

4.2

66.7

9.6

3.5

6.5

2.8

3.4

③ 市民協働に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

2.8

6.4

23.1

4.5

6.1

3.0

6.0

5.0

3.0

20.4

22.9

26.9

22.7

26.5

15.7

34.0

19.6

77.8

81.8

60.2

55.0

42.3

56.8

53.1

64.2

46.0

66.3

6.1

7.6

6.4

7.7

9.1

4.1

6.7

8.0

5.4

1.4

2.8

4.1

2.2

6.0

1.7

22.2

9.1

7.6

6.4

6.8

6.1

8.2

2.1

5.6

4.1

5.0

3.5

6.6

27.3

19.4

12.4

21.1

22.6

19.8

59.1

52.8

67.0

61.3

59.1

60.9

13.9

12.4

4.3

7.0

6.1

2.1

2.2

2.6

1.5

13.6

8.3
2.1

6.2

5.2

5.1

③ 市民協働に関する取組（広報・広聴活動の充実、市民協働の仕組みづくり等）

市民協働に関する取組の満足度

６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・行財政分野）

満足度

【項目別】

 市民協働に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が4.8％、「どちらかといえば満
足している」が20.3％で、満足している割合は合計25.1％と、共生・協働・行財政分野で最も高
くなっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」で５割を超えた他は、大きな差異はみられませんでし
た。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が５割、「公務員・教職員」が４割となっています。

 居住地域別にみると、満足している割合は「霊山地域」が唯一２割を下回っています。



103

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

8.4

9.5

8.8

27.2

27.0

27.0

40.0

48.5

47.9

48.2

20.0

5.7

8.8

7.2

2.2

2.2

2.2

40.0

8.0

4.6

6.6

9.2

7.0

11.6

7.5

8.5

7.1

13.8

31.7

25.1

18.1

26.2

31.0

31.0

34.5

33.3

42.1

56.4

51.6

46.7

42.3

52.4

37.9

4.4

5.3

9.0

10.3

16.9

4.8

6.9

1.8
2.6

6.5

1.4
4.8

3.4

66.7

12.2

4.4

7.1

2.8

3.4

3.0

6.6

11.0

19.2

9.1

14.3

6.7

8.0

10.0

11.1

30.3

29.4

28.4

26.9

25.0

34.7

21.6

32.0

25.0

55.6

48.5

46.4

45.0

46.2

56.8

36.7

53.7

40.0

50.4

6.1

7.6

5.5

3.8

2.0

6.7

16.0

9.2

1.8

3.8

2.3

4.1

2.2

2.0

3.3

33.3

12.1

9.0

8.3

6.8

8.2

9.0

2.1

4.5

11.1

10.3

8.0

7.8

10.7

22.7

27.8

25.8

25.7

31.3

24.9

54.5

41.7

53.6

51.1

43.9

46.2

4.5

5.6

7.2

6.2

7.8

8.6

2.8

1.5

2.2
4.6

13.6

11.1

3.1

7.4

7.0

5.1

③ 市民協働に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

③ 市民協働に関する取組（広報・広聴活動の充実、市民協働の仕組みづくり等）

市民協働に関する取組の重要度

６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・行財政分野）

【項目別】

重要度

 市民協働に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が8.8％、「やや重視してい
る」が27.0％で、重視している割合は合計35.8％となっています。

 年齢別にみると、重視している割合は「10代」「70歳以上」で４割に達しています。

 職業別にみると、重視している割合は「自営業」が49.0％と最も高くなっています。

 居住地域による大きな差異はみられませんでした。



104

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

4.1

2.9

3.5

12.7

11.4

12.0

40.0

60.1

57.4

58.8

12.9

18.2

15.2

20.0

3.7

5.8

4.8

40.0

6.5

4.1

5.6

3.3

2.2

1.9

3.7

1.4

7.1

24.1

11.4

12.3

13.5

14.0

9.9

7.1

13.8

33.3

55.7

57.3

59.4

59.8

66.2

73.8

55.2

15.9

18.5

14.2

12.1

18.3

9.5

3.4

4.4

5.7

3.9

7.5

4.2

2.4

66.7

9.2

4.0

7.1

2.8

3.4

④ 行財政改革に関する取組

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である 無回答

4.3

1.8

23.1

4.5

2.0

1.5

4.0

3.3

6.1

9.0

17.4

15.4

11.4

22.4

9.7

16.0

11.7

77.8

54.5

55.5

63.3

57.7

54.5

55.1

61.2

58.0

60.0

27.3

18.0

10.1

3.8

22.7

6.1

14.9

10.0

17.1

3.0

6.2

1.8

6.1

3.7

10.0

5.8

22.2

9.1

7.1

5.5

6.8

8.2

9.0

2.0

2.1

5.6

4.1

3.1

3.9

3.6

4.5

11.1

9.3

15.5

10.0

11.2

59.1

52.8

64.9

59.1

59.6

55.3

18.2

19.4

15.5

12.1

16.1

18.3

4.5

2.8

4.1

3.7

5.2

6.6

13.6

8.3
2.1

6.5

5.2

5.1

④ 行財政改革に関する取組（職員の人材育成、組織や業務の見直し、財政の健全化等）

行財政改革に関する取組の満足度

満足度

６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・行財政分野）

 行財政改革に関する取組の満足度については、全体で「満足している」が3.5％、「どちらかといえば
満足している」が12.0％で、満足している割合は合計15.5％となっています。

 年齢別にみると、満足している割合は「10代」で３割を超えた他は、大きな差異はみられませんでし
た。

 職業別にみると、満足している割合は「学生」が３割を超え、「自営業」「公務員・教職員」が２割
となっています。

 居住地域による大きな差異はみられませんでした。

【項目別】



105

令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

年

齢

職

業

居

住

地

域

40.0

17.0

18.5

17.8

25.8

31.9

28.4

20.0

42.5

37.0

39.9

4.7

6.6

5.5

2.2

1.5

1.9

40.0

7.8

4.6

6.5

33.3

18.8

18.9

17.4

18.7

12.7

11.9

17.2

29.9

27.8

28.4

26.2

31.0

21.4

34.5

33.6

43.2

40.0

40.2

46.5

57.1

34.5

5.9

3.1

5.8

6.5

7.0

9.5

6.9

2.6

1.3
5.6

1.4

3.4

66.7

11.4

4.4

7.1

2.8
1.4

3.4

11.1

21.2

16.6

16.5

23.1

15.9

22.4

13.4

16.0

20.8

22.2

24.2

30.3

26.6

30.8

31.8

22.4

25.4

42.0

27.5

33.3

27.3

38.9

45.0

42.3

38.6

32.7

42.5

26.0

43.3

15.2

4.7

2.8

4.5

10.2

6.0

12.0

4.6

1.4

1.8

3.8

2.3

4.1

2.2

2.0

1.7

33.3

12.1

8.1

7.3

6.8

8.2

10.4

2.0

2.1

18.2

22.2

13.4

17.3

16.5

21.3

18.2

30.6

33.0

26.9

28.7

28.9

45.5

30.6

44.3

41.2

39.1

37.6

4.5

2.8

6.2

5.3

7.0

4.6

2.8

1.5

2.2
3.0

13.6

11.1

3.1

7.7

6.5

4.6

④ 行財政改革に関する取組

重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視

していない
重視していない 無回答

④ 行財政改革に関する取組（職員の人材育成、組織や業務の見直し、財政の健全化等）

行財政改革に関する取組の重要度

６．みんなでつくる協働のまち（共生・協働・行財政分野）

【項目別】

重要度

 行財政改革に関する取組の重要度については、全体で「重視している」が17.8％、「やや重視して
いる」が28.4％で、重視している割合は合計46.2％と、共生・協働・行財政分野で最も高くなって
います。

 年齢別にみると、重視している割合は年代が上がるほど上昇する傾向がみられます。

 職業別にみると、重視している割合は「公務員・教職員」が最も高くなっています。

 居住地域別にみると、重視している割合は「月舘地域」が52.8％と最も高くなっていますが、いずれ
の地域においても４割を超えています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

Aグループ Bグループ

満足度：平均値より低い 満足度：平均値より高い

重要度：平均値より高い 重要度：平均値より高い

Cグループ Dグループ

満足度：平均値より低い 満足度：平均値より高い

重要度：平均値より低い 重要度：平均値より低い

重

要

度

満足度

満足度平均：3.108

 　重要度平均：3.689

 今回の41項目の回答結果について、１点から５点までの得点をつけ、満足度を横軸に、重要度
を縦軸とするプロット図を作成しました。

 満足度の平均値は3.108、重要度の平均値は3.689となり、重要度についてはすべての項目が
３を上回っています。

 41項目の満足度と重要度のそれぞれの平均値により、A～Dの４つのグループに分けられます。この
うち、Aグループは施策の重要性が広く認識されており、かつ改善などの取組に対するニーズが高いと
判断され、今後優先的に取り組む項目であると考えられます。

 全体、居住地域別、年齢別に、優先的に取り組む必要がある項目をみていきます。

満足度 満足している
どちらかといえば

満足している
どちらともいえない

どちらかといえば

不満である
不満である

重要度 重視している やや重視している どちらともいえない
あまり重視して

いない
重視していない

得点 5 4 3 2 1

満足度・重要度の得点配分

満足度・重要度によるプロット図イメージ

まちの現状と今後の取組について（満足度・重要度の関係）３‐２
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 取組の優先度が高いAグループには、都市基盤分野より「公共交通の状況」「道路の整備状況」
「土地利用・市街地整備の状況」「公園・緑地の整備状況」の４項目が入り、便利で快適な生活
に対するニーズの高さが表れています。他に、産業分野から「雇用対策」「農業振興に関する取組」
が入っています。

 産業分野に関しては、すべての項目で満足度が平均値以下となっており、産業活性化などへの取
組が強く求められる結果となっています。

 生活環境分野のうち「消防・救急体制」「ごみ処理体制」「交通安全体制」などの項目は、満足
度・重要度ともに高く、市民から一定に評価を得ていることが窺えます。また、重要度が最も高い「医
療体制」の満足度は平均値を上回っています。

満足度・重要度によるプロット図（全体）

図中の点線は平均値を表す

全体 満足度平均値：3.108 重要度平均値：3.689
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 満足度・重要度について、令和３年度調査から、比較可能な設問項目を入力し、プロット図を作
成してみました。

 令和３年度調査では、Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」
の２項目、産業分野から「雇用対策」「商業振興に関する取組」の２項目、生活環境分野から
「地球温暖化対策」の計５項目入っています。

 項目別で最も満足度が低いのは「商業振興に関する取組」となっています。

 令和３年度調査と比較すると、今回の調査では都市基盤分野における優先度の上昇がみられま
す。人口減少下において、将来の生活環境の維持に対する不安があるものとみられ、快適な生活
環境の維持は優先的に取り組む課題と考えられます。

満足度・重要度によるプロット図（全体、令和３年度調査）

図中の点線は平均値を表す

全体 満足度平均値：3.073 重要度平均値：3.744

【参考：令和３年度調査より】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 伊達地域をみると、Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「土
地利用・市街地整備の状況」「公園・緑地の整備状況」に加え、「水道の整備状況」も入っていま
す。

 産業分野から「雇用対策」「農業振興に関する取組」が入っています。

 産業分野は全体と同様、すべての項目で満足度が平均値以下となっています。

 項目別で最も満足度が低いのは「水道の整備状況」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（伊達地域）

図中の点線は平均値を表す

伊達地域 満足度平均値：3.110 重要度平均値：3.686

【居住地域別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 梁川地域をみると、Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「土
地利用・市街地整備の状況」の３項目、産業分野から「雇用対策」「農業振興に関する取組」の
２項目が入っています。

 産業分野は全体と同様、すべての項目で満足度が平均値以下となっています。

 項目別で最も満足度が低いのは「雇用対策」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（梁川地域）

図中の点線は平均値を表す

梁川地域 満足度平均値：3.067 重要度平均値：3.670

【居住地域別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 保原地域をみると、Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「土
地利用・市街地整備の状況」の３項目、産業分野から「雇用対策」が入っています。

 産業分野は全体と同様、すべての項目で満足度が平均値以下となっています。

 項目別で最も満足度が低いのは「水道の整備状況」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（保原地域）

図中の点線は平均値を表す

保原地域 満足度平均値：3.138 重要度平均値：3.724

【居住地域別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 霊山地域をみると、Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「水
道の整備状況」「下水道の整備状況」の４項目、産業分野から「雇用対策」「農業振興に関する
取組」の２項目に加え、生活環境分野から「地球温暖化対策」が入っています。

 産業分野は全体と同様、すべての項目で満足度が平均値以下となっています。

 項目別で最も満足度が低いのは「公共交通の状況」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（霊山地域）

図中の点線は平均値を表す

霊山地域 満足度平均値：3.021 重要度平均値：3.665

【居住地域別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 月舘地域をみると、満足度平均値が2.993となり、５つの地域で唯一３を下回っています。

 Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「水道の整備状況」「土
地利用・市街地整備の状況」「公園・緑地の整備状況」の５項目、産業分野から「雇用対策」
「農業振興に関する取組」「商業振興に関する取組」の３項目、保健・医療・福祉分野から「医療
体制」が入り、Aグループに９項目入るのは地域別で最多となっています。

 産業分野は全体と同様、すべての項目で満足度が平均値以下となっています。

 項目別で最も満足度が低いのは「公共交通の状況」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（月舘地域）

図中の点線は平均値を表す

月舘地域 満足度平均値：2.993 重要度平均値：3.589

【居住地域別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 年齢別にみると、10代は満足度平均値が3.500と最も高くなっています。

 Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「水道の整備状況」「土
地利用・市街地整備の状況」「公園・緑地の整備状況」「デジタル化の状況」の６項目、産業分
野から「雇用対策」、保健・医療・福祉分野から「医療体制」、子育て・教育・文化分野から「子育
て支援体制」、生活環境分野から「地球温暖化対策」の計10項目入っています。

 全般的に平均値に近い場所に多くの項目が分布しており、項目による差はさほど大きくないものとみ
られます。

 項目別で最も満足度が低いのは「水道の整備状況」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（10代）

図中の点線は平均値を表す

10代 満足度平均値：3.500 重要度平均値：3.696

【年齢別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「土地利用・市街地整
備の状況」「デジタル化の状況」の４項目、産業分野から「雇用対策」「商業振興に関する取組」
「観光振興に関する取組」の３項目、保健・医療・福祉分野から「医療体制」、子育て・教育・文
化分野から「学校教育環境」「スポーツ・レクリエーション環境」の２項目、共生・協働・行財政分野
から「男女共同参画に関する取組」の計11項目入っています。

 項目別で最も満足度が低いのは「公共交通の状況」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（20代）

図中の点線は平均値を表す

20代 満足度平均値：3.101 重要度平均値：3.678

【年齢別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「土地利用・市街地整
備の状況」「公園・緑地の整備状況」「水道の整備状況」「下水道の整備状況」の６項目、産業
分野から「雇用対策」、保健・医療・福祉分野から「医療体制」、子育て・教育・文化分野から「ス
ポーツ・レクリエーション環境」の計９項目入っています。

 項目別で最も満足度が低いのは「公共交通の状況」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（30代）

図中の点線は平均値を表す

30代 満足度平均値：3.092 重要度平均値：3.691

【年齢別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「土地利用・市街地整
備の状況」「水道の整備状況」の４項目、産業分野から「雇用対策」「農業振興に関する取組」
「商業振興に関する取組」の３項目、保健・医療・福祉分野から「医療体制」の計８項目入ってい
ます。

 項目別で最も満足度が低いのは「雇用対策」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（40代）

図中の点線は平均値を表す

40代 満足度平均値：3.106 重要度平均値：3.681

【年齢別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「土地利用・市街地整
備の状況」の３項目、産業分野から「雇用対策」「商業振興に関する取組」の２項目で、計５項
目入っています。

 項目別で最も満足度が低いのは「雇用対策」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（50代）

図中の点線は平均値を表す

50代 満足度平均値：3.040 重要度平均値：3.638

【年齢別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「土地利用・市街地整
備の状況」「水道の整備状況」の４項目、産業分野から「雇用対策」「農業振興に関する取組」の
２項目で、計６項目入っています。

 項目別で最も満足度が低いのは「雇用対策」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（60代）

図中の点線は平均値を表す

60代 満足度平均値：3.044 重要度平均値：3.661

【年齢別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

満足度・重要度からみる取組の優先度

 Aグループには都市基盤分野から「公共交通の状況」「道路の整備状況」「水道の整備状況」の３
項目、保健・医療・福祉分野から「地域福祉体制」「障がい者支援体制」の２項目、産業分野か
ら「雇用対策」、生活環境分野から「地球温暖化対策」の計７項目入っています。

 項目別で最も満足度が低いのは「水道の整備状況」となっています。

満足度・重要度によるプロット図（70歳以上）

図中の点線は平均値を表す

70歳以上 満足度平均値：3.116 重要度平均値：3.749

【年齢別】
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

№ 項目 分野 R3年度 R5年度 R3年度比 R3年度 R5年度 R3年度比

1 消防・救急体制 生活環境 3.572 3.688 0.116 4.089 4.091 0.002

2 防災体制 生活環境 3.240 3.274 0.034 4.092 4.081 -0.010

3 放射線対策 生活環境 3.152 3.251 0.099 3.751 3.404 -0.348

4 交通安全体制 生活環境 3.256 3.308 0.052 3.906 3.856 -0.050

5 防犯体制 生活環境 3.210 3.218 0.008 3.942 3.942 0.000

6 消費者対策 生活環境 3.105 3.117 0.012 3.639 3.596 -0.044

7 環境保全に関する取組 生活環境 3.081 3.103 0.021 3.726 3.638 -0.089

8 地球温暖化対策 生活環境 2.944 2.927 -0.017 3.800 3.633 -0.168

9 ごみ処理体制 生活環境 3.442 3.476 0.034 3.961 4.045 0.085

10 健幸都市づくりに関する取組 保険・医療・福祉 3.384 - 3.680 -

11 保健サービス提供体制 保険・医療・福祉 3.311 3.455 0.144 3.955 3.820 -0.135

12 医療体制 保険・医療・福祉 3.127 3.216 0.090 4.194 4.159 -0.035

13 高齢者支援体制 保険・医療・福祉 3.192 3.254 0.061 4.029 3.918 -0.111

14 障がい者支援体制 保険・医療・福祉 3.077 3.149 0.072 3.829 3.730 -0.099

15 地域福祉体制 保険・医療・福祉 3.149 3.151 0.002 3.898 3.720 -0.179

16 子育て支援体制 子育て・教育・文化 3.252 3.310 0.058 3.958 3.916 -0.042

17 学校教育環境 子育て・教育・文化 3.229 3.283 0.054 3.964 3.917 -0.047

18 生涯学習環境 子育て・教育・文化 3.131 3.171 0.040 3.681 3.674 -0.007

19 スポーツ・レクリエーション環境 子育て・教育・文化 3.021 3.165 0.144 3.605 3.619 0.015

20 文化財の保護に関する取組 子育て・教育・文化 3.145 3.230 0.084 3.415 3.401 -0.014

21 芸術文化環境 子育て・教育・文化 3.030 3.125 0.095 3.375 3.343 -0.033

22 国内外との交流活動に関する取組 子育て・教育・文化 2.884 3.050 0.166 3.013 3.150 0.137

23 農業振興に関する取組 産業 2.886 2.880 -0.006 3.701 3.703 0.003

24 森林整備・保全に関する取組 産業 2.865 2.873 0.008 3.464 3.492 0.028

25 商業振興に関する取組 産業 2.682 2.852 0.170 3.801 3.614 -0.188

26 工業振興に関する取組 産業 2.839 2.930 0.090 3.674 3.610 -0.064

27 観光振興に関する取組 産業 2.777 2.846 0.069 3.555 3.527 -0.028

28 雇用対策 産業 2.689 2.667 -0.022 3.877 3.901 0.025

29 土地利用・市街地整備の状況 都市基盤 2.821 - 3.764 -

30 道路の整備状況 都市基盤 2.999 2.943 -0.056 3.932 3.975 0.043

31 公共交通の状況 都市基盤 2.728 2.694 -0.034 3.866 3.975 0.109

32 デジタル化の状況 都市基盤 2.904 - 3.481 -

33 住宅施策の状況 都市基盤 2.990 2.959 -0.031 3.499 3.437 -0.062

34 定住・移住促進対策 都市基盤 2.820 2.862 0.042 3.487 3.508 0.021

35 水道の整備状況 都市基盤 3.634 3.298 -0.336 4.084 3.695 -0.389

36 下水道の整備状況 都市基盤 3.301 3.225 -0.077 3.902 3.707 -0.196

37 公園・緑地の整備状況 都市基盤 2.986 3.058 0.072 3.675 3.693 0.018

38 男女共同参画に関する取組 共生・協働・行財政 2.988 3.008 0.020 3.269 3.450 0.181

39 コミュニティ活動に関する取組 共生・協働・行財政 3.057 3.106 0.049 3.556 3.420 -0.136

40 市民協働に関する取組 共生・協働・行財政 3.018 3.205 0.187 3.383 3.354 -0.029

41 行財政改革に関する取組 共生・協働・行財政 2.925 2.940 0.016 3.716 3.585 -0.131

3.073 3.108 0.035 3.744 3.689 -0.055

満足度 重要度

平均値

空欄は令和３年度調査時点で設定がなかった設問

【参考資料】

満足度・重要度の比較（令和３年度調査、令和５年度調査）

 令和５年度調査と同様の方法で、令和３年度調査の満足度・重要度を算出し比較してみます。

 令和３年度調査と比較すると、全体の満足度は令和３年度調査の3.073から0.035ポイント上
昇しており、施策に対し一定の評価が得られているとみられます。

 一方、全体の重要度は令和３年度調査の3.744から0.055低下しており、市の各種施策に対し
市民の積極的な参加・協力が得られるよう、さらなる取組が必要と考えらえます。



122

令和５年度
まちづくりアンケート調査

災

害

に

強

く

、

犯

罪

や

事

故

の

な

い

安

全

・

安

心

の

ま

ち

人

に

や

さ

し

い

保

健

・

医

療

・

福

祉

の

充

実

し

た

健

康

・

福

祉

の

ま

ち 子

育

て

環

境

や

子

ど

も

の

教

育

環

境

が

充

実

し

た

子

育

て

・

教

育

の

ま

ち

快

適

な

居

住

環

境

の

整

備

を

優

先

す

る

快

適

住

環

境

の

ま

ち

商

店

街

の

振

興

や

地

場

産

業

の

育

成

、

企

業

誘

致

に

よ

る

商

工

業

の

ま

ち

農

業

を

中

心

と

し

て

発

展

す

る

農

業

の

ま

ち

市

民

と

行

政

と

が

協

力

し

て

ま

ち

づ

く

り

を

行

う

市

民

協

働

の

ま

ち

生

涯

学

習

活

動

や

文

化

芸

術

・

ス

ポ

ー

ツ

活

動

が

活

発

な

生

涯

学

習

・

文

化

の

ま

ち

地

域

資

源

を

活

用

し

、

観

光

や

交

流

事

業

を

進

め

る

観

光

・

交

流

の

ま

ち

自

然

の

保

護

や

環

境

の

保

全

・

創

造

を

優

先

す

る

環

境

保

全

の

ま

ち

先

端

技

術

を

導

入

し

、

様

々

な

仕

組

み

を

変

革

し

て

い

く

デ

ジ

タ

ル

化

推

進

の

ま

ち

歴

史

的

遺

産

を

大

切

に

し

、

ま

ち

づ

く

り

に

生

か

す

歴

史

の

ま

ち

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 47.1 36.2 28.5 13.3 13.1 9.6 9.1 7.8 6.5 6.5 5.0 3.9 0.9 3.3

男性 (411) 43.6 29.4 26.8 16.3 15.6 10.7 11.7 8.3 7.1 6.8 6.6 5.4 1.2 2.4

女性 (489) 50.1 42.3 30.3 10.4 11.0 8.8 7.0 7.6 5.9 6.3 3.7 2.7 0.6 3.7

無回答 (5) 40.0 0.0 0.0 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0

10代 (29) 44.8 24.1 41.4 3.4 13.8 3.4 3.4 6.9 3.4 13.8 3.4 10.3 3.4 3.4

20代 (42) 28.6 16.7 52.4 11.9 31.0 9.5 2.4 16.7 11.9 2.4 9.5 2.4 0.0 0.0

30代 (71) 31.0 33.8 64.8 15.5 18.3 9.9 4.2 1.4 1.4 11.3 5.6 0.0 0.0 0.0

40代 (107) 33.6 41.1 36.4 16.8 13.1 14.0 6.5 6.5 7.5 6.5 5.6 3.7 0.0 1.9

50代 (155) 47.1 36.1 19.4 14.8 15.5 11.0 6.5 6.5 4.5 3.9 5.8 6.5 1.3 9.0

60代 (227) 50.7 32.6 26.9 12.3 11.0 10.6 9.7 8.4 7.5 8.4 6.2 4.0 0.9 1.3

70歳以上 (271) 56.8 42.8 17.7 12.2 9.6 7.0 14.0 9.2 7.4 5.2 2.6 3.0 1.1 3.0

無回答 (3) 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7

（％）

全体

性

別

年

齢

47.1 

36.2 

28.5 

13.3 13.1 
9.6 9.1 7.8 6.5 6.5 5.0 3.9 

0.9 3.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

問８ あなたは、今後のまちづくりにおいて、伊達市をどのような特色のあるまちにすべきだと
考えますか。（２つまで〇印）

今後のまちづくりの特色（性別、年齢別）（複数回答）

 今後のまちづくりにおいて、伊達市をどのような特色のあるまちにすべきかについては、全体で「災害に
強く、犯罪や事故のない安全・安心のまち」が47.1％と最も多く、次いで「人にやさしい保健・医療・
福祉の充実した健康・福祉のまち」が36.2％、「子育て環境や子どもの教育環境が充実した子育
て・教育のまち」が28.5％、「快適な居住環境の整備を優先する快適住環境のまち」が13.3％な
どとなっています。

 性別にみると、上位項目の「安全・安心」「健康・福祉」「子育て・教育」に関しては女性からの回答
割合が高くなっています。男性では「農業」「市民協働」の項目の回答が１割を超えています。

 年齢別にみると、「安全・安心」はすべての年代から多くの回答がありました。一方、「子育て・教育」
については30代の64.8％を筆頭に、子育て・教育に関わる10代～40代の支持が目立っています。

 「商店街の振興や地場産業の育成、企業誘致による商工業のまち」については20代が31.0％、
30代が18.3％となり、現役世代の中でも若い世代からの回答割合が高くなっています。
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n=

(905) 47.1 36.2 28.5 13.3 13.1 9.6 9.1 7.8 6.5 6.5 5.0 3.9 0.9 3.3

会社員 (240) 40.8 39.2 33.3 16.3 15.0 9.2 5.8 5.4 7.1 5.8 7.5 2.9 0.8 2.5

公務員・教職員 (50) 28.0 30.0 42.0 18.0 20.0 10.0 6.0 10.0 14.0 6.0 2.0 12.0 0.0 0.0

パート・アルバイト (134) 50.7 34.3 29.1 11.2 14.2 8.2 8.2 10.4 7.5 5.2 4.5 2.2 0.0 4.5

自営業 (49) 53.1 30.6 16.3 14.3 12.2 12.2 8.2 10.2 4.1 6.1 4.1 10.2 0.0 4.1

農林業 (44) 40.9 29.5 34.1 6.8 0.0 29.5 13.6 4.5 6.8 6.8 6.8 0.0 0.0 6.8

学生 (26) 42.3 19.2 42.3 7.7 15.4 3.8 3.8 11.5 7.7 15.4 3.8 7.7 3.8 0.0

専業主婦・主夫 (109) 52.3 41.3 28.4 15.6 7.3 9.2 8.3 7.3 8.3 8.3 2.8 0.0 0.0 2.8

無職 (211) 53.6 39.3 19.9 11.8 15.6 6.2 13.7 9.0 3.8 5.2 4.3 5.2 1.4 2.8

その他 (33) 54.5 30.3 30.3 6.1 6.1 15.2 12.1 3.0 3.0 12.1 3.0 3.0 3.0 6.1

無回答 (9) 33.3 22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 0.0 11.1 11.1 0.0 11.1 22.2

伊達地域 (197) 48.2 34.5 32.0 13.7 16.8 9.1 7.6 5.6 6.6 2.5 6.6 3.0 1.0 4.1

梁川地域 (230) 55.2 32.6 22.6 11.7 12.2 10.9 8.3 11.3 5.2 9.1 3.5 6.1 0.0 3.5

保原地域 (323) 43.0 39.3 30.0 13.6 13.6 8.7 9.3 6.8 6.8 5.6 5.0 1.9 1.5 3.1

霊山地域 (97) 40.2 39.2 29.9 13.4 8.2 7.2 13.4 6.2 11.3 12.4 4.1 8.2 1.0 0.0

月舘地域 (36) 44.4 36.1 30.6 16.7 13.9 19.4 8.3 5.6 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 2.8

無回答 (22) 45.5 31.8 27.3 13.6 4.5 9.1 9.1 18.2 4.5 0.0 4.5 4.5 0.0 13.6

（％）
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問８ あなたは、今後のまちづくりにおいて、伊達市をどのような特色のあるまちにすべきだと
考えますか。（２つまで〇印）

今後のまちづくりの特色（職業、居住地域別）（複数回答）

 伊達市をどのような特色のあるまちにすべきかについて職業別にみると、「安全・安心」は職業に関わ
らず多くの方が回答しており、まちづくりにおける第一歩と考える方が多い結果となっています。「子育
て・教育」については学生が42.3％、公務員・教職員が42.0％と４割を超え、子育てや教育の当
事者となる方から多くの回答がありました。「農業」については農林業が29.5％と約３割に上ってい
ます。

 居住地域別にみると、「安全・安心」はすべての地域で最も多くの回答があったほか、上位項目につ
いては地域による大きな差異はみられませんでした。
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n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

全体

年

齢

15.3

16.8

15.9

60.0

66.3

64.0

65.2

15.3

17.0

16.0

1.0

1.0

1.0

40.0

2.0

1.2

1.9

12.5

12.8

19.4

20.6

18.3

28.6

13.8

15.9

33.3

64.6

70.9

65.2

61.7

60.6

54.8

69.0

65.2

20.3

13.7

10.3

16.8

19.7

16.7

13.8

16.0

1.3

1.3

1.4

1.0

66.7

1.8

1.3

3.9

3.4

1.9

施設を利用する人が負担する「使用料」

などですべてまかなわれるのが良い

施設を利用する人が負担する「使用料」

と、市の税金の両方でまかなうのが良い

すべて市の税金で、市民全体でまかなう

のが良い
その他 無回答

公共施設について

問９ 公共施設のサービスを続けていくためには、電気代や水道代、修繕など多くの費用がか
かります。あなたはこの費用をどのようにまかなうのが良いと思いますか。（１つに〇印）

公共施設にかかる費用負担について（性別、年齢別）

 公共施設のサービスにかかる電気代や水道代、修繕などの費用負担については、全体で「施設を
利用する人が負担する『使用料』と、市の税金の両方でまかなうのが良い」が65.2％と最も多く、次
いで「すべて市の税金で、市民全体でまかなうのが良い」が16.0％、「施設を利用する人が負担す
る『使用料』などですべてまかなわれるのが良い」が15.9％などとなり、施設利用者の負担があるべき
とする割合が８割に達しています。

 性別による大きな差異はみられませんでした。

 年齢別にみると、利用者がすべて負担すべきとする割合は20代が28.6％と最も高く、次いで40代
が20.6％、50代が19.4％などとなっています。

４
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まちづくりアンケート調査

n=

(905)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

職

業

全体

居

住

地

域

6.1

15.2

13.8

23.1

11.4

16.3

18.7

12.0

18.8

15.9

66.7

72.7

63.0

63.3

61.5

72.7

65.3

60.4

80.0

65.4

65.2

11.1

18.2

18.5

21.1

15.4

13.6

12.2

15.7

8.0

14.6

16.0

3.0

1.9

1.5

1.0

22.2

1.4

1.8

2.3

6.1

3.7

1.9

9.1

2.8

14.4

17.3

14.3

19.3

15.9

59.1

69.4

58.8

66.3

67.4

64.0

65.2

18.2

22.2

23.7

13.3

16.1

15.2

16.0

5.6

3.1

1.0

13.6

2.5

1.3

1.5

1.9

施設を利用する人が負担する「使用料」

などですべてまかなわれるのが良い

施設を利用する人が負担する「使用料」

と、市の税金の両方でまかなうのが良い

すべて市の税金で、市民全体でまかなう

のが良い
その他 無回答

公共施設にかかる費用負担について（職業別、居住地域別）

問９ 公共施設のサービスを続けていくためには、電気代や水道代、修繕など多くの費用がか
かります。あなたはこの費用をどのようにまかなうのが良いと思いますか。（１つに〇印）

 公共施設のサービスにかかる電気代や水道代、修繕などの費用負担について職業別にみると、「施
設を利用する人が負担する『使用料』などですべてまかなわれるのが良い」は学生が23.1％と最も
高く、次いで会社員が18.8％、パート・アルバイトが18.7％などとなっています。

 一方、専業主婦・主夫は「すべて市の税金で、市民全体でまかなうのが良い」が21.1％と、唯一２
割を超えています。

 居住地域別にみると、「すべて市の税金で、市民全体でまかなうのが良い」は霊山地域が23.7％、
月舘地域が22.2％となり、両地域では利用者への負担を求めず市民全体で支えるべきとする割
合がやや高くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

全体

年

齢

26.4

33.8

29.6

40.0

58.7

51.8

55.5

20.0

10.2

9.7

10.1

1.6

2.4

2.0

40.0

3.1

2.2

2.9

22.9

26.9

38.1

44.9

21.1

45.2

13.8

29.6

33.3

59.4

58.1

45.2

47.7

64.8

45.2

75.9

55.5

13.7

9.7

9.7

4.7

9.9

9.5

3.4

10.1

2.2

3.2

1.9

4.2

3.4

2.0

66.7

3.3

3.1

3.9

3.4

2.9

施設を良い状態で長く使用していくため

に、方針を定めて今の使用料を改定する

べき（値上げ、値下げまたは有料化）

今の使用料を見直して値上げすることもや

むを得ないが、施設や備品などを快適で

便利に使えるようにするべき

施設や備品の状態が十分でなくても良い

ので、使用料はこのまま変えないでほしい
その他 無回答

公共施設にかかる「使用料」見直しについて（性別、年齢別）

問10 公共施設のサービスをこれからも続けていくために、利用する人が負担する「使用料」を
見直すことも考えられます。あなたはこのことについてどう思いますか。（１つに〇印）

 公共施設にかかる「使用料」の見直しについては、全体で「今の使用料を見直して値上げすることも
やむを得ないが、施設や備品などを快適で便利に使えるようにするべき」55.5％と最も多く、次いで
「施設を良い状態で長く使用していくために、方針を定めて今の使用料を改定するべき（値上げ、
値下げまたは有料化）」が29.6％となり、使用料の見直しがあっても施設や備品を快適に利用し
たいと考える割合が85.1％に上っています。

 性別にみると、「施設や備品の状態が十分でなくても良いので、使用料はこのまま変えないでほしい」
がともに１割前後と、大きな差異はみられませんでした。

 年齢別にみると、いずれの年代も「今の使用料を見直して値上げすることもやむを得ないが、施設や
備品などを快適で便利に使えるようにするべき」が最も多く、10代が75.9％、30代が64.8％などと
なっています。一方、70代は「施設や備品の状態が十分でなくても良いので、使用料はこのまま変え
ないでほしい」が13.7％と１割を超えています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

仕

事

全体

居

住

地

域

11.1

30.3

29.4

18.3

15.4

25.0

24.5

34.3

54.0

31.3

29.6

33.3

57.6

52.6

64.2

73.1

61.4

63.3

49.3

40.0

56.7

55.5

22.2

3.0

12.8

14.7

7.7

11.4

6.1

9.7

4.0

8.3

10.1

11.1

3.0

1.9

3.8

1.5

2.0

3.3

2.0

22.2

6.1

3.3

2.8

2.3

6.1

5.2

2.9

22.7

13.9

24.7

33.1

25.7

34.5

29.6

45.5

63.9

56.7

54.8

59.6

50.8

55.5

13.6

13.9

16.5

7.7

10.0

9.6

10.1

9.1

5.6

2.1

1.7

2.5

2.0

9.1

2.8

3.4

3.0

2.5

2.9

施設を良い状態で長く使用していくため

に、方針を定めて今の使用料を改定する

べき（値上げ、値下げまたは有料化）

今の使用料を見直して値上げすることもや

むを得ないが、施設や備品などを快適で

便利に使えるようにするべき

施設や備品の状態が十分でなくても良い

ので、使用料はこのまま変えないでほしい
その他 無回答

公共施設にかかる「使用料」見直しについて（職業別、居住地域別）

問10 公共施設のサービスをこれからも続けていくために、利用する人が負担する「使用料」を
見直すことも考えられます。あなたはこのことについてどう思いますか。（１つに〇印）

 公共施設にかかる「使用料」の見直しについて職業別にみると、使用料の見直しがあっても施設や
備品を快適に利用したいと考える割合は「公務員・教職員」が94.0％、「学生」が88.5％、「会社
員」が88.0％などとなっています。

 「施設や備品の状態が十分でなくても良いので、使用料はこのまま変えないでほしい」は「専業主
婦・主夫」が14.7％、「無職」が12.8％、「農林業」が11.4％などとなっています。

 居住地域別にみると、使用料の見直しがあっても施設や備品を快適に利用したいと考える割合は
「月舘地域」を除き８割を超えています。一方、「施設や備品の状態が十分でなくても良いので、使
用料はこのまま変えないでほしい」は「霊山地域」が16.5％、「月舘地域」が13.9％とやや高くなっ
ています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

利

用

者

の

負

担

が

急

に

増

え

な

い

よ

う

配

慮

す

る

こ

と

営

利

を

目

的

と

し

て

利

用

す

る

場

合

に

、

料

金

を

割

高

に

す

る

こ

と

公

共

性

が

高

い

使

用

目

的

の

場

合

は

、

料

金

の

減

免

な

ど

の

配

慮

を

す

る

こ

と

近

く

の

市

や

町

に

あ

る

、

似

た

よ

う

な

公

共

施

設

の

料

金

と

比

較

す

る

こ

と

貸

出

時

間

の

区

分

を

１

時

間

単

位

に

す

る

な

ど

、

使

い

や

す

く

す

る

こ

と

市

外

の

団

体

や

個

人

が

利

用

す

る

場

合

に

、

料

金

を

割

高

に

す

る

こ

と 夜

間

は

料

金

を

割

高

に

す

る

な

ど

、

時

間

帯

別

に

料

金

を

区

分

す

る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 60.4 39.7 39.1 37.8 27.4 22.5 15.5 2.0 2.8

男性 (411) 51.3 44.0 37.2 38.0 25.1 23.6 18.5 1.9 1.9

女性 (489) 68.5 35.8 40.7 37.8 29.7 21.9 13.1 2.0 3.1

無回答 (5) 20.0 60.0 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0

10代 (29) 65.5 17.2 24.1 34.5 31.0 6.9 3.4 3.4 3.4

20代 (42) 54.8 23.8 26.2 47.6 35.7 7.1 26.2 2.4 0.0

30代 (71) 74.6 26.8 39.4 50.7 39.4 18.3 16.9 4.2 1.4

40代 (107) 60.7 39.3 39.3 38.3 29.9 20.6 17.8 4.7 0.9

50代 (155) 61.3 35.5 38.7 38.7 32.9 24.5 18.1 1.9 4.5

60代 (227) 59.5 47.1 40.5 35.7 26.4 27.3 14.5 1.3 1.8

70歳以上 (271) 57.6 44.3 41.7 34.3 19.6 23.6 13.3 0.7 3.3

無回答 (3) 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7

（％）

全体

性

別

年

齢

60.4 

39.7 39.1 37.8 

27.4 
22.5 

15.5 

2.0 2.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

問11 あなたは、公共施設を利用する人が負担する使用料をこれから決める（改定する）ときに
は、どのようなことを考慮すべきだと思いますか。（あてはまるものすべてに〇印）

使用料の決定において考慮すべきもの（性別、年齢別）（複数回答）

 公共施設にかかる「使用料」の見直しにおいて考慮すべきことについては、全体で「利用者の負担が
急に増えないよう配慮すること」が60.4％と、緩やかな見直しを求める声が最も多くなっています。

 次いで「営利を目的として利用する場合に、料金を割高にすること」が39.7％、「公共性が高い使
用目的の場合は、料金の減免などの配慮をすること」が39.1％、「近くの市や町にある、似たような
公共施設の料金と比較すること」が37.8と、料金設定の公平なバランスが求められています。

 性別にみると、「利用者の負担が急に増えないよう配慮すること」は女性が68.5％で男性を17.2ポ
イント上回り、女性からの配慮を求める声が目立っています。

 年齢別にみると、いずれの年代も「利用者の負担が急に増えないよう配慮すること」が最も多く、30
代が74.6％、10代が65.5％などとなっています。また、30代は「近くの市や町にある、似たような公
共施設の料金と比較すること」が50.7％、「貸出時間の区分を１時間単位にするなど、使いやすく
すること」が39.4％と、他の年代よりも高くなっています。

 今回の調査より、使用料の見直しにあたっては、利用しやすいこと、公平感を保つことが特に考慮す
べき点であるとみられます。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

利

用

者

の

負

担

が

急

に

増

え

な

い

よ

う

配

慮

す

る

こ

と

営

利

を

目

的

と

し

て

利

用

す

る

場

合

に

、

料

金

を

割

高

に

す

る

こ

と

公

共

性

が

高

い

使

用

目

的

の

場

合

は

、

料

金

の

減

免

な

ど

の

配

慮

を

す

る

こ

と

近

く

の

市

や

町

に

あ

る

、

似

た

よ

う

な

公

共

施

設

の

料

金

と

比

較

す

る

こ

と

貸

出

時

間

の

区

分

を

１

時

間

単

位

に

す

る

な

ど

、

使

い

や

す

く

す

る

こ

と

市

外

の

団

体

や

個

人

が

利

用

す

る

場

合

に

、

料

金

を

割

高

に

す

る

こ

と 夜

間

は

料

金

を

割

高

に

す

る

な

ど

、

時

間

帯

別

に

料

金

を

区

分

す

る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 60.4 39.7 39.1 37.8 27.4 22.5 15.5 2.0 2.8

会社員 (240) 60.0 37.5 36.3 44.2 27.5 18.8 20.0 1.3 0.4

公務員・教職員 (50) 64.0 60.0 56.0 42.0 44.0 42.0 20.0 6.0 0.0

パート・アルバイト (134) 66.4 38.8 32.8 37.3 29.9 26.9 10.4 3.0 5.2

自営業 (49) 57.1 38.8 36.7 34.7 20.4 30.6 12.2 0.0 6.1

農林業 (44) 38.6 43.2 40.9 27.3 34.1 25.0 20.5 0.0 4.5

学生 (26) 57.7 23.1 30.8 42.3 30.8 7.7 11.5 3.8 0.0

専業主婦・主夫 (109) 66.1 45.0 48.6 33.0 29.4 18.3 9.2 1.8 1.8

無職 (211) 62.1 37.0 39.3 33.2 19.9 21.3 16.1 1.4 3.3

その他 (33) 42.4 39.4 33.3 39.4 27.3 21.2 12.1 3.0 3.0

無回答 (9) 55.6 33.3 44.4 66.7 44.4 22.2 22.2 11.1 22.2

伊達地域 (197) 62.9 41.6 37.6 38.1 29.9 29.9 18.3 1.5 2.0

梁川地域 (230) 62.6 39.1 40.9 39.1 26.5 21.7 15.7 1.3 3.0

保原地域 (323) 58.5 38.7 37.2 38.1 26.3 17.6 13.9 2.2 3.4

霊山地域 (97) 55.7 38.1 43.3 37.1 27.8 23.7 17.5 3.1 0.0

月舘地域 (36) 50.0 41.7 44.4 25.0 30.6 27.8 11.1 2.8 2.8

無回答 (22) 81.8 45.5 36.4 40.9 22.7 22.7 9.1 4.5 9.1

（％）

全体

仕

事

居

住

地

域

60.4 

39.7 39.1 37.8 

27.4 
22.5 

15.5 

2.0 2.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

問11 あなたは、公共施設を利用する人が負担する使用料をこれから決める（改定する）ときに
は、どのようなことを考慮すべきだと思いますか。（あてはまるものすべてに〇印）

使用料の決定において考慮すべきもの（性別、年齢別）（複数回答）

 公共施設にかかる「使用料」の見直しにおいて考慮すべきことを職業別にみると、「農林業」を除き
「利用者の負担が急に増えないよう配慮すること」が最も高くなっています。

 「公務員・教職員」は上位項目のみならず、「貸出時間の区分を１時間単位にするなど、使いやす
くすること」「市外の団体や個人が利用する場合に、料金を割高にすること」などにも回答が目立って
います。また、「専業主婦・主夫」も上位３項目への回答が目立っています。

 「市外の団体や個人が利用する場合に、料金を割高にすること」については、「公務員・教職員」が
42.0％に対し「学生」が7.7％であるなど、バラつきがみられる結果となっています。

 居住地域別にみると、項目の順位が前後する箇所はありますが、大きな差異とはなっていません。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

桃 あ

ん

ぽ

柿

伊

達

鶏

い

ち

ご

き

ゅ

う

り

ぶ

ど

う

り

ょ

う

ぜ

ん

漬

紅

葉

漬

ニ

ッ

ト

製

品

お

菓

子

・

ス

イ

ー

ツ

猪

革

製

品

（

i

n

o

D

A

T

E

）

鶏

卵

加

工

品

食

品

飲

料

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 86.0 62.5 27.5 15.0 13.0 12.8 10.5 8.5 7.1 5.9 2.0 1.8 0.4 0.3 2.3 2.2

男性 (411) 87.3 62.5 28.7 14.4 14.8 10.5 10.7 10.0 5.4 5.1 1.2 1.9 0.7 0.2 2.2 1.5

女性 (489) 85.3 62.6 26.6 15.7 11.7 14.9 10.4 7.4 8.2 6.5 2.7 1.4 0.2 0.4 2.5 2.5

無回答 (5) 40.0 60.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 40.0

10代 (29) 75.9 62.1 41.4 6.9 10.3 3.4 6.9 0.0 0.0 13.8 3.4 0.0 0.0 0.0 3.4 3.4

20代 (42) 81.0 54.8 50.0 4.8 2.4 0.0 23.8 2.4 2.4 9.5 2.4 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0

30代 (71) 87.3 39.4 43.7 12.7 8.5 0.0 11.3 4.2 7.0 12.7 0.0 4.2 0.0 2.8 1.4 2.8

40代 (107) 89.7 54.2 37.4 17.8 10.3 8.4 10.3 8.4 2.8 1.9 3.7 2.8 0.0 0.0 2.8 1.9

50代 (155) 80.6 53.5 32.3 13.5 15.5 9.7 14.2 6.5 8.4 9.0 1.9 1.3 1.3 0.0 1.9 3.9

60代 (227) 87.7 69.2 23.3 16.7 13.2 15.0 9.7 9.3 6.2 4.8 2.2 1.3 0.4 0.4 3.5 1.3

70歳以上 (271) 88.6 73.1 15.1 16.6 15.9 21.0 7.4 12.2 10.3 3.3 1.5 1.1 0.4 0.0 1.8 1.5

無回答 (3) 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7

（％）

全体

性

別

年

齢

86.0 

62.5 

27.5 
15.0 13.0 12.8 10.5 8.5 7.1 5.9 2.0 1.8 0.4 0.3 2.3 2.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

観光について

問12 あなたが、市外の方におすすめする物産は何ですか。（３つまで〇印）

市外の方におすすめする物産（性別、年齢別）（複数回答）

 市外の方におすすめする物産については、全体で「桃」が86.0％と最も高く、次いで「あんぽ柿」が
62.5％と、この２品目が突出する結果となっています。この他、「伊達鶏」が27.5％、「いちご」が
15.0％、「きゅうり」が13.0％などと続いています。

 性別による大きな差異はみられませんでした。

 年齢別にみると、「桃」は20代以上で８割を超え、最も低い10代でも75.9％と、すべての年代から
多くの支持を集めています。「あんぽ柿」は「70歳以上」が73.1％、「60代」が69.2％と、特に高齢
者層からの回答が目立っています。一方、「伊達鶏」は「20代」が50.0％、30代が43.7％、10代
が41.4％と、若い年代から多くの回答があり、品目によって年代の違いなどもみられます。

 猪の革を使った多彩な小物を製造・販売する伊達市のブランド「ino DATE」は、全体で2.0％にと
どまっており、さらなる認知度向上の取組が求められる結果となっています。

５
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

桃 あ

ん

ぽ

柿

伊

達

鶏

い

ち

ご

き

ゅ

う

り

ぶ

ど
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ス
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ー
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革

製

品

（

i

n

o

D

A

T

E

）

鶏

卵

加

工

品

食

品

飲

料

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 86.0 62.5 27.5 15.0 13.0 12.8 10.5 8.5 7.1 5.9 2.0 1.8 0.4 0.3 2.3 2.2

会社員 (240) 85.4 52.1 35.0 12.9 9.6 7.9 12.5 5.8 6.3 9.6 1.7 3.8 0.4 0.0 1.3 2.1

公務員・教職員 (50) 96.0 50.0 40.0 18.0 16.0 6.0 8.0 14.0 6.0 4.0 6.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0

パート・アルバイト (134) 76.9 61.2 32.8 15.7 13.4 9.0 15.7 9.0 1.5 6.7 3.7 0.7 0.0 0.7 5.2 3.7

自営業 (49) 93.9 65.3 18.4 12.2 8.2 18.4 4.1 12.2 4.1 6.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.1

農林業 (44) 88.6 77.3 18.2 13.6 36.4 15.9 4.5 2.3 6.8 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 2.3 2.3

学生 (26) 69.2 61.5 42.3 15.4 7.7 3.8 7.7 3.8 0.0 15.4 3.8 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0

専業主婦・主夫 (109) 89.0 68.8 22.0 14.7 10.1 22.9 8.3 8.3 15.6 3.7 2.8 0.9 0.0 0.9 2.8 0.9

無職 (211) 90.5 69.2 15.6 18.0 14.2 16.6 9.5 11.8 8.1 3.3 0.9 0.5 0.9 0.5 2.4 1.4

その他 (33) 78.8 75.8 42.4 12.1 15.2 15.2 12.1 3.0 15.2 0.0 0.0 6.1 0.0 0.0 0.0 3.0

無回答 (9) 55.6 66.7 22.2 11.1 11.1 0.0 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 22.2 11.1 0.0 0.0 22.2

伊達地域 (197) 90.9 56.9 30.5 8.6 5.1 7.6 10.7 4.6 8.1 7.6 1.0 4.1 0.5 0.5 4.6 2.0

梁川地域 (230) 80.0 73.9 30.9 11.7 16.5 15.2 5.7 17.8 8.7 6.1 2.6 0.4 0.4 0.0 0.4 1.7

保原地域 (323) 89.5 58.2 25.4 17.0 10.5 16.1 10.2 5.6 7.4 5.3 2.2 1.5 0.6 0.3 1.9 2.8

霊山地域 (97) 79.4 60.8 22.7 33.0 21.6 7.2 24.7 8.2 3.1 3.1 3.1 1.0 0.0 1.0 2.1 1.0

月舘地域 (36) 88.9 69.4 30.6 5.6 25.0 2.8 8.3 0.0 2.8 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0

無回答 (22) 77.3 54.5 13.6 13.6 27.3 27.3 4.5 4.5 0.0 4.5 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 9.1

（％）

全体

職

業

居

住

地

域

86.0 

62.5 

27.5 
15.0 13.0 12.8 10.5 8.5 7.1 5.9 2.0 1.8 0.4 0.3 2.3 2.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

問12 あなたが、市外の方におすすめする物産は何ですか。（３つまで〇印）

市外の方におすすめする物産（職業別、居住地域別）（複数回答）

 市外の方におすすめする物産について職業別にみると、「桃」は「公務員・教職員」が96.0％、「自
営業」が93.9％、「無職」が90.5％と９割を超えています。「農林業」は「あんぽ柿」が77.3％、
「きゅうり」が36.4％と高く、「学生」は「伊達鶏」が42.3％、「お菓子・スイーツ」が15.4％とへの回
答が目立っています。

 居住地域別にみると、上位項目はいずれの地域においても多くの回答がありました。

 その中でも、「梁川地域」は「あんぽ柿」が73.9％、「紅葉漬」が17.8％、「霊山地域」は「いちご」
が33.0％、「りょうぜん漬」が24.7％、「月舘地域」は「きゅうり」が25.0％と多くの支持を集めていま
す。
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・
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彩
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公
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て

交

流
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も

り

大

枝

城

跡

高

子

岡

城

跡

月

見
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林

公

園

そ

の

他

特

に

お

す

す

め

す

る

ス

ポ

ッ

ト

は

な

い

無

回

答

n=

(905) 40.3 38.7 28.8 22.8 16.7 16.7 10.4 9.0 8.8 7.3 5.5 5.2 3.5 2.0 2.0 1.5 1.1 0.6 0.2 2.0 8.5 2.2

男性 (411) 38.0 35.5 34.3 18.7 15.1 17.3 9.0 10.5 6.6 8.0 4.6 5.8 4.9 2.9 2.4 1.0 1.7 0.7 0.2 2.2 10.2 1.5

女性 (489) 42.5 41.5 24.3 26.0 18.2 16.4 11.7 7.8 10.8 6.7 6.3 4.7 2.5 1.2 1.6 2.0 0.6 0.4 0.2 1.8 7.0 2.5

無回答 (5) 20.0 20.0 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 40.0

10代 (29) 48.3 51.7 3.4 10.3 27.6 6.9 6.9 6.9 3.4 3.4 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 6.9 0.0 0.0 0.0 3.4 20.7 3.4

20代 (42) 50.0 40.5 9.5 7.1 31.0 4.8 4.8 4.8 7.1 2.4 0.0 4.8 4.8 2.4 2.4 0.0 0.0 0.0 2.4 14.3 9.5 2.4

30代 (71) 42.3 56.3 9.9 19.7 19.7 15.5 2.8 4.2 33.8 4.2 1.4 4.2 1.4 4.2 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 12.7 0.0

40代 (107) 43.9 38.3 17.8 24.3 28.0 10.3 13.1 10.3 9.3 2.8 3.7 2.8 0.9 2.8 1.9 0.9 0.0 0.0 0.0 2.8 11.2 0.9

50代 (155) 44.5 41.9 25.8 16.8 14.8 18.1 11.6 7.7 7.1 6.5 5.2 5.2 1.3 1.3 0.6 1.3 0.0 0.6 0.0 1.3 9.0 4.5

60代 (227) 41.9 37.9 30.4 28.2 13.7 19.4 12.3 7.9 8.4 7.5 6.2 4.4 5.7 1.3 1.3 2.2 1.8 0.0 0.0 2.6 7.0 1.3

70歳以上 (271) 32.8 31.7 44.3 25.5 11.8 19.6 10.3 12.2 4.4 11.4 8.5 7.7 4.8 1.8 4.1 1.5 1.8 1.5 0.4 0.0 5.9 1.8

無回答 (3) 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7

（％）

全体

性

別

年

齢

40.3 38.7 

28.8 

22.8 

16.7 16.7 

10.4 9.0 8.8 7.3 5.5 5.2 3.5 2.0 2.0 1.5 1.1 0.6 0.2 2.0 

8.5 

2.2 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

問13 あなたが、市外の方におすすめするスポットはどこですか。（３つまで〇印）

市外の方におすすめするスポット（性別、年齢別）（複数回答）

 市外の方におすすめするスポットについては、全体で「道の駅 伊達の郷りょうぜん」が40.3％と最も
多く、次いで「保原総合公園」が38.7％、「霊山」が28.8％、「紅屋峠千本桜森林公園」が
22.8％、「霊山こどもの村」と「やながわ希望の森公園」が16.7％などとなっています。

 性別にみると、上位項目は男女ともに多くの回答がありましたが、「霊山」は男性が10.0ポイント上
回っています。

 年齢別にみると、10代と30代は「保原総合公園」、70歳以上は「霊山」に最も多くの回答がありま
した。「霊山こどもの村」は20代が31.0％と３割を超えるなど、若い年代からの回答が目立っていま
す。また、「スマイルパークほばら等子供の遊び場」は30代が33.8％と突出しており、子育て世帯か
らの回答が多かったものとみられます。

 一方、10代は「特におすすめするスポットはない」が20.7％と２割に達しており、若い年代が伊達
市の魅力を認識できる取組が重要とみられます。
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まちづくりアンケート調査

道

の

駅

　

伊

達

の

郷

り

ょ

う

ぜ

ん

保

原

総

合

公

園

霊

山

紅

屋

峠

千

本

桜

森

林

公

園

霊

山

こ

ど

も

の

村

や

な

が

わ

希

望

の

森

公

園

つ

き

だ

て

花

工

房

霊

山

神

社

ス

マ

イ

ル

パ

ー

ク

ほ

ば

ら

等

子

供

の

遊

び

場

梁

川

八

幡

神

社

梁

川

美

術

館

高

子

沼

・

高

子

二

十

境

り

ょ

う

ぜ

ん

紅

彩

館

赤

坂

の

里

森

林

公

園

梁

川

城

跡

つ

き

だ

て

交

流

館

も

り

も

り

大
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岡
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そ

の
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特

に

お

す

す

め

す

る

ス

ポ

ッ

ト

は

な

い 無

回

答

n=

(905) 40.3 38.7 28.8 22.8 16.7 16.7 10.4 9.0 8.8 7.3 5.5 5.2 3.5 2.0 2.0 1.5 1.1 0.6 0.2 2.0 8.5 2.2

会社員 (240) 43.3 42.5 21.7 20.0 18.8 17.5 9.2 8.3 9.6 5.4 4.2 5.8 1.3 2.5 1.7 0.0 0.8 0.0 0.4 2.9 9.2 0.8

公務員・教職員 (50) 54.0 34.0 42.0 26.0 18.0 6.0 4.0 10.0 14.0 2.0 6.0 2.0 2.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 4.0 4.0 0.0

パート・アルバイト (134) 44.0 43.3 21.6 22.4 18.7 10.4 12.7 4.5 11.9 5.2 5.2 3.0 4.5 1.5 0.7 4.5 0.0 0.0 0.0 0.7 10.4 5.2

自営業 (49) 34.7 32.7 28.6 12.2 12.2 18.4 8.2 8.2 8.2 10.2 4.1 4.1 4.1 2.0 8.2 0.0 2.0 0.0 0.0 4.1 16.3 4.1

農林業 (44) 38.6 34.1 40.9 11.4 6.8 13.6 18.2 13.6 6.8 2.3 2.3 0.0 2.3 0.0 2.3 6.8 0.0 2.3 0.0 2.3 11.4 2.3

学生 (26) 46.2 65.4 3.8 7.7 26.9 7.7 3.8 3.8 3.8 3.8 0.0 3.8 0.0 3.8 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 7.7 15.4 0.0

専業主婦・主夫 (109) 37.6 42.2 30.3 36.7 19.3 20.2 12.8 11.9 14.7 8.3 7.3 5.5 1.8 2.8 0.0 0.0 0.9 1.8 0.0 0.9 4.6 0.9

無職 (211) 33.6 30.8 37.9 25.6 13.7 21.3 10.0 10.9 4.7 12.3 7.6 8.5 6.6 2.4 2.4 0.9 2.4 0.9 0.5 0.9 5.7 2.4

その他 (33) 42.4 36.4 33.3 21.2 15.2 24.2 12.1 6.1 0.0 6.1 9.1 3.0 9.1 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.1 0.0

無回答 (9) 33.3 22.2 22.2 11.1 11.1 0.0 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 22.2

伊達地域 (197) 38.1 33.5 26.4 22.8 20.8 15.2 8.1 4.6 9.1 2.5 3.0 5.1 2.5 2.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 4.6 13.7 2.0

梁川地域 (230) 38.7 34.8 22.2 14.8 12.6 31.7 5.7 8.3 7.0 20.4 10.9 2.6 3.5 1.7 7.0 0.4 3.0 0.4 0.0 1.3 9.1 1.3

保原地域 (323) 37.8 51.7 25.1 32.8 14.6 10.8 7.7 8.4 12.1 3.4 3.7 8.4 1.9 2.5 0.0 1.2 0.6 1.2 0.3 0.6 6.5 3.1

霊山地域 (97) 57.7 20.6 61.9 12.4 21.6 8.2 16.5 22.7 5.2 2.1 3.1 3.1 10.3 2.1 0.0 1.0 1.0 0.0 0.0 2.1 5.2 0.0

月舘地域 (36) 55.6 19.4 16.7 0.0 19.4 5.6 63.9 8.3 5.6 0.0 2.8 2.8 8.3 0.0 0.0 22.2 0.0 0.0 0.0 2.8 5.6 2.8

無回答 (22) 13.6 45.5 50.0 40.9 27.3 13.6 4.5 4.5 0.0 4.5 13.6 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 4.5 9.1

（％）
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16.7 16.7 
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問13 あなたが、市外の方におすすめするスポットはどこですか。（３つまで〇印）

市外の方におすすめするスポット（職業別、居住地域別）（複数回答）

 市外の方におすすめするスポットについて職業別にみると、学生と専業主婦・主夫は「保原総合公
園」、農林業と無職は「霊山」が最も多くなっています。

 居住地域別にみると、梁川地域は「やながわ希望の森公園」が31.7％、保原地域は「保原総合
公園」が51.7％、霊山地域は「霊山」が61.9％、月舘地域は「つきだて花工房」が63.9％、「つき
だて交流館もりもり」が22.2％など、それぞれ地元のスポットに多くの回答がみられました。

 一方、伊達地域では「特におすすめするスポットはない」が13.7％と、唯一１割を超えるなど、居住
地域による違いが顕著に表れています。
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伝

い

ツ

ア

ー

ガ

イ

ド

付

き

伊

達

氏

の

ル

ー

ツ

を

辿

る

歴

史

ツ

ア

ー

サ

イ

ク

リ

ン

グ

ツ

ア

ー

（

レ

ン

タ

サ

イ

ク

ル

）

ガ

イ

ド

付

き

街

歩

き

ツ

ア

ー

農

園

や

通

り

の

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

鑑

賞

ツ

ア

ー

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 61.3 34.1 27.3 26.0 24.6 22.5 10.3 8.2 7.5 3.1 3.8

男性 (411) 57.9 36.5 29.4 22.4 22.9 24.1 12.2 7.5 7.3 3.6 3.6

女性 (489) 64.6 32.3 25.6 29.2 26.2 21.3 8.6 8.8 7.8 2.7 3.5

無回答 (5) 20.0 20.0 20.0 0.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 40.0

10代 (29) 79.3 6.9 31.0 41.4 24.1 3.4 13.8 0.0 6.9 3.4 3.4

20代 (42) 71.4 11.9 21.4 23.8 26.2 16.7 14.3 0.0 7.1 0.0 0.0

30代 (71) 76.1 12.7 47.9 38.0 28.2 14.1 9.9 5.6 9.9 2.8 2.8

40代 (107) 67.3 31.8 31.8 26.2 24.3 14.0 12.1 6.5 6.5 2.8 1.9

50代 (155) 57.4 38.7 31.6 20.0 25.8 21.3 9.7 5.8 10.3 2.6 4.5

60代 (227) 61.2 41.4 25.1 21.1 27.8 22.5 10.6 11.9 4.8 3.1 3.5

70歳以上 (271) 54.6 38.4 19.9 29.2 20.7 32.1 8.9 10.0 8.1 4.1 4.4

無回答 (3) 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7

（％）

全体

性

別

年

齢

61.3 

34.1 
27.3 26.0 24.6 22.5 

10.3 8.2 7.5 
3.1 3.8 
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問14 次のような体験型ツアーがあった場合、あなたが市外の方におすすめする体験型ツアー
はどれですか。（３つまで〇印）

市外の方におすすめする体験型ツアー（性別、年齢別）（複数回答）

 市外の方におすすめする体験型ツアーについては、全体で「フルーツや伊達鶏などのグルメツアー」が
61.3％と圧倒的に支持を集め、次いで「ガイド付き霊山トレッキングツアー」が34.1％、「阿武隈急
行運転体験ツアー」が27.3％、「古民家宿泊の田舎暮らし体験ツアー」が26.0％、「農作業など
農家のお手伝いツアー」が24.6％、「ガイド付き伊達氏のルーツを辿る歴史ツアー」が22.5％などと
なっています。

 性別よる大きな差異はみられませんでしたが、「フルーツや伊達鶏などのグルメツアー」は女性が
64.6％で、男性を6.7ポイント上回っています。

 年齢別にみると、「フルーツや伊達鶏などのグルメツアー」は10代が79.3％、30代が76.1％、20代
が71.4％と、若い世代で７割を超えています。また、「阿武隈急行運転体験ツアー」や「古民家宿
泊の田舎暮らし体験ツアー」は30代から多くの回答があり、小さい子ども連れで参加できるツアーに
一定のニーズがあるものとみられます。一方、「ガイド付き霊山トレッキングツアー」は10代で6.9％と
低く、年代による違いがみられます。

 「農作業など農家のお手伝いツアー」にはすべての年代で２割以上の回答があり、今後の発展が期
待できる結果となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

フ

ル

ー

ツ

や

伊

達

鶏

な

ど

の

グ

ル

メ

ツ

ア

ー

ガ

イ

ド

付

き

霊

山

ト

レ

ッ

キ

ン

グ

ツ

ア

ー

阿

武

隈

急

行

運

転

体

験

ツ

ア

ー

古

民

家

宿

泊

の

田

舎

暮

ら

し

体

験

ツ

ア

ー

農

作

業

な

ど

農

家

の

お

手

伝

い

ツ

ア

ー

ガ

イ

ド

付

き

伊

達

氏

の

ル

ー

ツ

を

辿

る

歴

史

ツ

ア

ー

サ

イ

ク

リ

ン

グ

ツ

ア

ー

（

レ

ン

タ

サ

イ

ク

ル

）

ガ

イ

ド

付

き

街

歩

き

ツ

ア

ー

農

園

や

通

り

の

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

鑑

賞

ツ

ア

ー

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 61.3 34.1 27.3 26.0 24.6 22.5 10.3 8.2 7.5 3.1 3.8

会社員 (240) 65.4 28.8 32.1 27.9 22.1 18.8 13.3 4.2 8.8 1.7 2.5

公務員・教職員 (50) 74.0 46.0 28.0 16.0 40.0 28.0 6.0 8.0 8.0 4.0 0.0

パート・アルバイト (134) 58.2 35.1 34.3 23.9 26.9 17.9 9.0 8.2 6.0 2.2 5.2

自営業 (49) 61.2 26.5 14.3 22.4 20.4 24.5 16.3 8.2 4.1 0.0 10.2

農林業 (44) 52.3 52.3 13.6 29.5 34.1 20.5 9.1 2.3 2.3 4.5 9.1

学生 (26) 73.1 3.8 30.8 50.0 15.4 7.7 19.2 0.0 7.7 3.8 0.0

専業主婦・主夫 (109) 72.5 36.7 25.7 26.6 26.6 18.3 7.3 11.9 6.4 2.8 2.8

無職 (211) 53.6 36.5 20.9 23.7 20.9 32.2 8.1 13.3 9.0 5.7 3.3

その他 (33) 51.5 36.4 42.4 27.3 30.3 21.2 9.1 9.1 9.1 3.0 0.0

無回答 (9) 22.2 44.4 33.3 33.3 22.2 33.3 11.1 0.0 11.1 0.0 22.2

伊達地域 (197) 67.0 31.5 24.9 23.4 21.8 22.3 11.2 5.6 8.6 1.5 3.6

梁川地域 (230) 63.5 30.4 27.4 28.7 25.7 27.4 10.0 8.7 7.8 2.6 3.5

保原地域 (323) 59.4 32.8 31.0 25.7 26.0 19.5 9.9 9.0 6.8 2.2 4.6

霊山地域 (97) 56.7 49.5 26.8 33.0 21.6 23.7 8.2 9.3 6.2 6.2 2.1

月舘地域 (36) 52.8 38.9 13.9 16.7 33.3 11.1 19.4 8.3 8.3 13.9 0.0

無回答 (22) 50.0 40.9 18.2 9.1 18.2 31.8 4.5 9.1 9.1 4.5 9.1

（％）

全体

職

業

居

住

地

域

61.3 

34.1 
27.3 26.0 24.6 22.5 

10.3 8.2 7.5 
3.1 3.8 
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問14 次のような体験型ツアーがあった場合、あなたが市外の方におすすめする体験型ツアー
はどれですか。（３つまで〇印）

市外の方におすすめする体験型ツアー（職業別、居住地域別）（複数回答）

 市外の方におすすめする体験型ツアーについて職業別にみると、「フルーツや伊達鶏などのグルメツ
アー」は「公務員・教職員」が74.0％、「学生」が73.1％、「専業主婦・主夫」が72.5％と７割を
超えています。また、「学生」は「古民家宿泊の田舎暮らし体験ツアー」が50.0％、「サイクリングツ
アー（レンタサイクル）」が19.2％と、多くの回答がありました。

 居住地域別にみると、「フルーツや伊達鶏などのグルメツアー」はすべての地域で５割を超えています
が、特に「伊達地域」が67.0％と高くなっています。「ガイド付き霊山トレッキングツアー」は地元であ
る「霊山地域」が49.5％と高い支持を集めています。また、「月舘地域」は「農作業など農家のお手
伝いツアー」が33.0％、「サイクリングツアー（レンタサイクル）」が19.4％と高くなっています。

 今回の調査で、伊達市には様々な体験型ツアーを実施する観光資源が多く存在することが確認で
きます。この観光資源を積極的に活用することで地域活性化につながることが期待されます。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

十

分

な

賃

金

を

受

け

ら

れ

る

仕

事

に

や

り

が

い

、

お

も

し

ろ

さ

を

感

じ

る

職

場

環

境

が

良

い

福

利

厚

生

が

充

実

し

て

い

る

通

勤

距

離

が

短

い

休

日

が

多

い

職

員

同

士

の

交

流

の

場

が

あ

る

研

修

制

度

が

充

実

し

て

い

る

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 63.9 53.3 49.8 46.4 24.4 12.3 9.6 5.4 1.4 4.2

男性 (411) 64.0 52.6 43.8 42.6 25.1 17.3 10.9 6.3 1.7 4.1

女性 (489) 64.0 54.2 55.2 50.1 23.9 8.2 8.6 4.7 1.2 3.7

無回答 (5) 40.0 20.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0

10代 (29) 65.5 58.6 58.6 27.6 13.8 10.3 17.2 3.4 3.4 3.4

20代 (42) 76.2 40.5 40.5 50.0 21.4 40.5 0.0 9.5 2.4 0.0

30代 (71) 83.1 36.6 57.7 57.7 14.1 28.2 1.4 0.0 0.0 0.0

40代 (107) 75.7 50.5 48.6 51.4 27.1 17.8 8.4 3.7 0.9 0.9

50代 (155) 69.7 51.0 50.3 42.6 29.0 13.5 7.7 7.1 1.3 3.9

60代 (227) 57.7 60.4 55.5 42.7 25.6 7.5 10.6 4.4 1.3 3.5

70歳以上 (271) 54.2 55.7 44.3 48.7 24.4 5.2 13.3 7.0 1.8 7.4

無回答 (3) 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7

（％）

全体

性

別

年

齢

63.9 
53.3 49.8 46.4 

24.4 

12.3 9.6 
5.4 

1.4 4.2 
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40%
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60%

70%

雇用について

問15 あなたは、どのような職場に魅力を感じますか。（３つまで〇印）

魅力を感じる職場（性別、年齢別）（複数回答）

 魅力を感じる職場については、全体で「十分な賃金を受けられる」が63.9％と最も多く、次いで「仕
事にやりがい、おもしろさを感じる」が53.3％、「職場環境が良い」が49.8％、「福利厚生が充実し
ている」が46.4％などとなっています。

 性別にみると、女性は「職場環境が良い」が55.2％と男性を11.4ポイント上回り、働きやすい環境
を重視していることが窺えます。

 年齢別にみると、「十分な賃金を受けられる」は30代が83.1％、20代が76.2％、40代が
75.7％、50代が69.7％と、現役世代の中心となる年代から多くの回答がありました。10代では、
「仕事にやりがい、おもしろさを感じる」「職場環境が良い」がともに58.6％であるほか、「職員同士の
交流の場がある」も17.2％と高くなっています。

 「休日が多い」は20代が40.5％、30代が28.2％と高く、厳しい労働環境に身を置く中で、仕事と
休息のバランスが重要と考える方が多いものとみられます。

６
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

十

分

な

賃

金

を

受

け

ら

れ

る

仕

事

に

や

り

が

い

、

お

も

し

ろ

さ

を

感

じ

る

職

場

環

境

が

良

い

福

利

厚

生

が

充

実

し

て

い

る

通

勤

距

離

が

短

い

休

日

が

多

い

職

員

同

士

の

交

流

の

場

が

あ

る

研

修

制

度

が

充

実

し

て

い

る

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 63.9 53.3 49.8 46.4 24.4 12.3 9.6 5.4 1.4 4.2

会社員 (240) 74.6 45.8 48.3 49.6 25.0 20.8 8.8 5.0 0.8 1.3

公務員・教職員 (50) 74.0 56.0 52.0 56.0 20.0 24.0 0.0 4.0 2.0 0.0

パート・アルバイト (134) 63.4 47.8 52.2 41.8 38.1 8.2 7.5 6.7 0.0 5.2

自営業 (49) 44.9 67.3 42.9 42.9 20.4 8.2 14.3 2.0 2.0 8.2

農林業 (44) 54.5 63.6 34.1 40.9 13.6 11.4 22.7 2.3 4.5 6.8

学生 (26) 69.2 65.4 57.7 38.5 7.7 7.7 15.4 3.8 3.8 0.0

専業主婦・主夫 (109) 63.3 54.1 55.0 48.6 22.0 5.5 10.1 5.5 0.0 4.6

無職 (211) 57.3 58.3 52.6 46.0 22.3 7.1 10.0 7.1 2.4 5.2

その他 (33) 51.5 51.5 48.5 39.4 30.3 15.2 6.1 3.0 3.0 9.1

無回答 (9) 66.7 33.3 11.1 55.6 11.1 11.1 11.1 11.1 0.0 22.2

伊達地域 (197) 65.0 50.3 51.8 49.2 21.3 12.7 8.1 4.6 2.0 4.1

梁川地域 (230) 61.7 52.6 49.6 45.7 27.0 9.6 10.9 6.1 0.0 5.7

保原地域 (323) 64.1 55.1 52.0 44.6 24.8 13.3 9.9 5.6 1.5 3.7

霊山地域 (97) 66.0 54.6 43.3 46.4 25.8 17.5 8.2 6.2 4.1 1.0

月舘地域 (36) 63.9 58.3 36.1 47.2 25.0 8.3 16.7 2.8 0.0 5.6

無回答 (22) 63.6 45.5 54.5 54.5 13.6 4.5 0.0 4.5 0.0 9.1

（％）
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問15 あなたは、どのような職場に魅力を感じますか。（３つまで〇印）

魅力を感じる職場（職業別、居住地域別）（複数回答）

 魅力を感じる職場について職業別にみると、「十分な賃金を受けられる」は「会社員」が74.6％、
「公務員・教職員」が74.0％と７割を超えています。一方、「仕事にやりがい、おもしろさを感じる」
は「自営業」が67.3％、「学生」が65.4％、「農林業」が63.6％と高くなっています。

 また、「職員同士の交流の場がある」は「農林業」が22.7％に対し「公務員・教職員」では回答がな
いなど、職業による違いがみられる結果となっています。

 居住地域別にみると、上位項目にはすべての地域で多くの回答があり、大きな差異はみられません
でした。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

全体

年

齢

20.0

28.0

29.7

28.7

37.8

37.2

37.3

9.2

9.2

9.2

3.7

3.2

3.4

20.0

17.6

16.5

17.1

60.0

3.7

4.1

4.2

28.0

35.7

29.7

28.0

21.1

19.0

13.8

28.7

37.6

37.9

35.5

36.4

42.3

33.3

41.4

37.3

7.0

8.8

10.3

8.4

7.0

23.8

13.8

9.2

1.5

3.1

4.5

4.7

5.6

7.1

3.4

3.4

33.3

17.3

12.8

16.1

21.5

23.9

16.7

20.7

17.1

66.7

8.5

1.8

3.9

6.9

4.2

選びたい
どちらかといえば

選びたい

どちらかといえば

選びたくない
選びたくない わからない 無回答

働く場所として伊達市を選びたいか（性別、年齢別）

問16 あなたは、働く場所として伊達市を選びたいですか。（１つに〇印）

 働く場所として伊達市を選びたいかについては、全体で「選びたい」が28.7％、「どちらかといえば選
びたい」が37.3％となり、選びたい割合は合計で66.0％と約３分の２に上っています。

 性別による大きな差異はみられませんでした。

 年齢別にみると、選びたい割合の合計は「60代」が73.6％と最も高く、次いで「70歳以上」が
65.6％、「50代」が65.2％などとなり、特に「60代」は「選びたい」が35.7％と３分の１を超えてい
ます。

 一方、「選びたい」は「10代」が13.8％、「20代」が19.0％と２割を下回っており、若い世代が安
心して働き定住できるまちづくりの強化が求められる結果となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

職

業

全体

居

住

地

域

22.2

33.3

25.1

35.8

15.4

47.7

28.6

26.1

20.0

29.6

28.7

22.2

24.2

43.6

29.4

34.6

36.4

24.5

44.8

48.0

34.6

37.3

6.1

7.6

7.3

15.4

4.5

14.3

9.0

20.0

9.2

9.2

6.1

2.8

2.8

11.5

2.3

2.0

3.7

4.2

3.4

22.2

21.2

16.1

20.2

19.2

2.3

22.4

11.9

12.0

21.3

17.1

33.3

9.1

4.7

4.6

3.8

6.8

8.2

4.5

1.3

4.2

18.2

30.6

28.9

29.4

32.2

24.4

28.7

45.5

30.6

28.9

39.0

38.3

38.1

37.3

4.5

5.6

10.3

8.4

6.1

14.7

9.2

5.6

6.2

3.4

3.5

2.0

3.4

18.2

22.2

24.7

16.1

14.8

16.8

17.1

13.6

5.6

1.0

3.7

5.2

4.1

4.2

選びたい
どちらかといえば

選びたい

どちらかといえば

選びたくない
選びたくない わからない 無回答

働く場所として伊達市を選びたいか（職業別、居住地域別）

問16 あなたは、働く場所として伊達市を選びたいですか。（１つに〇印）

 働く場所として伊達市を選びたいかについて職業にみると、「農林業」は「選びたい」が47.7％、「どち
らかといえば選びたい」が36.4％で、選びたい割合は合計で84.1％と地域に根差した職業であるこ
とが表れています。一方、「学生」は50.0％、「自営業」は53.1％にとどまっており、職業による違い
もみられます。

 居住地域別にみると、選びたい割合の合計は「梁川地域」が70.5％と最も高く、次いで「保原地
域」が68.4％、「伊達地域」が62.5％、「月舘地域」が61.2％、「霊山地域」が57.8％となってい
ます。

 「伊達地域」は「選びたい」が24.4％と、積極的に選択する割合が最も低くなっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

コ

ン

ビ

ニ

で

の

各

種

証

明

書

の

交

付 窓

口

で

申

請

書

の

自

動

作

成

印

鑑

登

録

証

診

察

券

選

挙

投

票

入

場

受

付

オ

ン

ラ

イ

ン

申

請

図

書

館

利

用

者

カ

ー

ド

障

害

者

手

帳

母

子

手

帳

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 42.5 41.2 31.3 29.3 25.0 19.6 9.2 3.9 2.4 7.6 6.6

男性 (411) 46.7 39.9 33.3 30.2 23.6 23.6 6.8 2.9 1.5 9.7 5.4

女性 (489) 39.5 42.7 29.9 28.4 26.2 16.4 11.0 4.7 3.1 5.9 7.2

無回答 (5) 0.0 0.0 0.0 40.0 20.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 60.0

10代 (29) 37.9 27.6 17.2 27.6 17.2 31.0 24.1 3.4 3.4 3.4 6.9

20代 (42) 47.6 31.0 33.3 31.0 19.0 38.1 11.9 7.1 9.5 0.0 4.8

30代 (71) 59.2 31.0 22.5 31.0 14.1 33.8 16.9 1.4 7.0 4.2 7.0

40代 (107) 47.7 38.3 23.4 27.1 31.8 29.9 12.1 6.5 3.7 6.5 3.7

50代 (155) 45.8 41.3 27.1 21.3 25.8 29.7 5.8 4.5 1.3 7.7 6.5

60代 (227) 39.2 47.1 32.2 26.0 22.5 15.9 9.7 1.8 0.9 10.1 5.3

70歳以上 (271) 37.3 43.5 39.9 36.9 28.8 5.2 5.2 4.4 1.5 8.5 8.5

無回答 (3) 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7

（％）

全体

性

別

年

齢

42.5 41.2 

31.3 29.3 
25.0 

19.6 

9.2 
3.9 2.4 

7.6 6.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

デジタルサービスについて

問17 あなたは、マイナンバーカードがどのようなサービスで使えると便利ですか。
（３つまで〇印）

マイナンバーカードで使えると便利なサービス（性別、年齢別）（複数回答）

 マイナンバーカードで使えると便利なサービスについては、全体で「コンビニでの各種証明書の交付」が
42.5％と最も多く、次いで「窓口で申請書の自動作成」が41.2％、「印鑑登録証」が31.3％、
「診察券」が29.3％、「選挙投票入場受付」が25.0％などとなっています。

 性別にみると、男性は「コンビニでの各種証明書の交付」、女性は「窓口で申請書の自動作成」に
最も多くの回答がありましたが、その他大きな差異はみられませんでした。

 年齢別にみると、「コンビニでの各種証明書の交付」は必要となる機会が多いとみられる20代～40
代を中心に多くの回答がありました。上位項目については概ね幅広い世代から回答が集まっていま
すが、「オンライン申請」は50代以下に集中しており、年代によるデジタル化への対応状況に違いが
窺えます。

７
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

コ

ン

ビ

ニ

で

の

各

種

証

明

書

の

交

付 窓

口

で

申

請

書

の

自

動

作

成

印

鑑

登

録

証

診

察

券

選

挙

投

票

入

場

受

付

オ

ン

ラ

イ

ン

申

請

図

書

館

利

用

者

カ

ー

ド

障

害

者

手

帳

母

子

手

帳

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 42.5 41.2 31.3 29.3 25.0 19.6 9.2 3.9 2.4 7.6 6.6

会社員 (240) 54.2 38.3 31.3 27.9 20.8 27.9 8.8 2.1 5.4 5.4 4.6

公務員・教職員 (50) 52.0 38.0 24.0 28.0 24.0 40.0 14.0 2.0 2.0 6.0 4.0

パート・アルバイト (134) 40.3 44.0 30.6 32.1 26.1 19.4 11.2 3.0 3.0 6.0 7.5

自営業 (49) 28.6 36.7 30.6 14.3 26.5 18.4 8.2 4.1 2.0 10.2 14.3

農林業 (44) 40.9 45.5 29.5 27.3 40.9 9.1 2.3 6.8 0.0 6.8 4.5

学生 (26) 38.5 34.6 19.2 19.2 19.2 30.8 23.1 3.8 0.0 3.8 3.8

専業主婦・主夫 (109) 33.0 45.0 31.2 27.5 31.2 12.8 6.4 6.4 0.9 4.6 8.3

無職 (211) 39.3 42.2 35.5 36.5 26.1 10.4 8.5 4.3 0.5 11.8 5.7

その他 (33) 36.4 45.5 30.3 21.2 12.1 21.2 9.1 9.1 3.0 15.2 9.1

無回答 (9) 22.2 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 11.1 33.3

伊達地域 (197) 44.2 41.1 32.5 27.9 22.3 21.8 10.7 3.0 3.0 7.1 5.6

梁川地域 (230) 40.0 39.6 34.3 32.2 26.5 13.9 9.1 6.1 2.6 7.4 6.5

保原地域 (323) 44.3 39.0 25.1 29.1 25.1 22.0 9.3 3.4 2.2 7.1 6.8

霊山地域 (97) 43.3 49.5 37.1 27.8 24.7 22.7 8.2 4.1 1.0 9.3 7.2

月舘地域 (36) 33.3 58.3 38.9 27.8 30.6 19.4 5.6 0.0 2.8 11.1 2.8

無回答 (22) 40.9 27.3 40.9 22.7 22.7 9.1 4.5 0.0 4.5 9.1 18.2

（％）

全体

職

業

居

住

地

域

42.5 41.2 

31.3 29.3 
25.0 

19.6 

9.2 
3.9 2.4 

7.6 6.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

問17 あなたは、マイナンバーカードがどのようなサービスで使えると便利ですか。
（３つまで〇印）

マイナンバーカードで使えると便利なサービス（職業別、居住地域別）（複数回答）

 マイナンバーカードで使えると便利なサービスについて職業にみると、「コンビニでの各種証明書の交
付」は「会社員」が54.2％、「公務員・教職員」が52.0％と５割を超えています。

 「学生」は上位項目以外にも「オンライン申請」「図書館利用者カード」など、多くの項目に回答があ
り、デジタル化の進展に対する期待の高さが窺えます。

 居住地域別にみると、「窓口で申請書の自動作成」「印鑑登録証」は「月舘地域」や「霊山地域」
で高く、窓口における待ち時間短縮などの効果に期待していることが窺えます。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

行

政

手

続

き

の

簡

素

化

・

効

率

化

災

害

対

応

や

安

全

・

安

心

の

確

保

デ

ー

タ

を

活

用

し

た

健

康

意

識

の

醸

成

新

し

い

産

業

や

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

創

出

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

に

よ

る

教

育

の

充

実

情

報

公

開

や

オ

ー

プ

ン

デ

ー

タ

の

提

供

統

計

デ

ー

タ

の

分

析

・

活

用

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 64.8 56.7 25.5 19.0 17.1 11.2 9.7 3.6 6.4

男性 (411) 68.1 52.3 24.1 22.9 17.0 12.9 11.7 3.6 5.8

女性 (489) 62.2 60.7 26.8 15.7 17.4 9.8 8.2 3.7 6.3

無回答 (5) 40.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0

10代 (29) 55.2 44.8 20.7 17.2 48.3 20.7 10.3 3.4 6.9

20代 (42) 47.6 45.2 26.2 19.0 26.2 14.3 16.7 0.0 2.4

30代 (71) 71.8 49.3 21.1 25.4 26.8 12.7 16.9 0.0 4.2

40代 (107) 57.9 53.3 19.6 24.3 25.2 13.1 13.1 3.7 5.6

50代 (155) 69.7 53.5 17.4 25.2 15.5 11.0 7.1 3.9 4.5

60代 (227) 69.2 62.6 24.7 15.9 15.4 10.6 8.8 3.1 4.8

70歳以上 (271) 63.1 60.1 35.1 14.8 9.2 9.2 7.7 5.5 9.6

無回答 (3) 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7

（％）

全体

性

別

年

齢

64.8 
56.7 

25.5 
19.0 17.1 

11.2 9.7 
3.6 6.4 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

問18 あなたは、伊達市がデジタル技術を活用するにあたり、特にどのようなサービスの拡充や
新規サービスに期待しますか。（３つまで〇印）

デジタル技術活用により期待するサービス（性別、年齢別）（複数回答）

 デジタル技術活用により期待するサービスについては、全体で「行政手続きの簡素化・効率化」が
64.8％、「災害対応や安全・安心の確保」が56.7％と、この２項目が突出する結果となっていま
す。次いで「データを活用した健康意識の醸成」が25.5％、「新しい産業やイノベーションの創出」が
19.0％、「ＩＣＴ活用による教育の充実」が17.1％などとなっています。

 性別にみると、「災害対応や安全・安心の確保」は女性が60.7％で男性を8.4ポイント上回り、特
に女性において万が一の際の備えに対する要望が大きいものとみられます。

 年齢別にみると、「行政手続きの簡素化・効率化」はすべての年代から多くの回答があり、特に「30
代」は71.8％に上っています。「災害対応や安全・安心の確保」は「60代」が62.6％、「70歳以
上」が60.1％と６割を超えています。また、「データを活用した健康意識の醸成」は「70歳以上」が
35.1％と高く、健康問題に対する意識の高さがみられます。

 「ＩＣＴ活用による教育の充実」は「10代」が48.3％など、若い世代からの目立っています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

行

政

手

続

き

の

簡

素

化

・

効

率

化

災

害

対

応

や

安

全

・

安

心

の

確

保

デ

ー

タ

を

活

用

し

た

健

康

意

識

の

醸

成

新

し

い

産

業

や

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

創

出

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

に

よ

る

教

育

の

充

実

情

報

公

開

や

オ

ー

プ

ン

デ

ー

タ

の

提

供

統

計

デ

ー

タ

の

分

析

・

活

用

そ

の

他

無

回

答

n=

(905) 64.8 56.7 25.5 19.0 17.1 11.2 9.7 3.6 6.4

会社員 (240) 67.9 52.5 16.7 21.7 20.4 12.5 10.8 2.1 4.6

公務員・教職員 (50) 84.0 52.0 20.0 22.0 36.0 8.0 6.0 6.0 2.0

パート・アルバイト (134) 61.9 54.5 23.9 20.9 17.2 11.2 8.2 3.0 9.0

自営業 (49) 59.2 61.2 20.4 20.4 2.0 14.3 8.2 0.0 14.3

農林業 (44) 63.6 47.7 34.1 18.2 20.5 13.6 11.4 6.8 6.8

学生 (26) 61.5 42.3 15.4 11.5 53.8 19.2 11.5 3.8 3.8

専業主婦・主夫 (109) 58.7 71.6 28.4 11.0 11.9 8.3 8.3 3.7 8.3

無職 (211) 64.9 57.3 34.6 18.0 11.4 10.4 10.0 5.7 4.3

その他 (33) 54.5 60.6 42.4 24.2 12.1 9.1 12.1 3.0 9.1

無回答 (9) 66.7 77.8 22.2 22.2 0.0 0.0 22.2 0.0 22.2

伊達地域 (197) 62.9 57.9 25.4 13.7 17.8 12.7 12.7 3.0 6.1

梁川地域 (230) 67.4 58.7 23.0 23.0 13.0 11.7 10.0 3.0 7.4

保原地域 (323) 64.4 52.9 25.7 20.7 19.2 9.9 6.8 4.6 5.0

霊山地域 (97) 64.9 57.7 32.0 15.5 17.5 14.4 13.4 4.1 6.2

月舘地域 (36) 63.9 66.7 30.6 13.9 22.2 8.3 8.3 2.8 5.6

無回答 (22) 59.1 59.1 13.6 22.7 13.6 0.0 9.1 0.0 22.7

（％）

全体

職

業

居

住

地

域

64.8 
56.7 

25.5 
19.0 17.1 

11.2 9.7 
3.6 6.4 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

問18 あなたは、伊達市がデジタル技術を活用するにあたり、特にどのようなサービスの拡充や
新規サービスに期待しますか。（３つまで〇印）

デジタル技術活用により期待するサービス（職業別、居住地域別）（複数回答）

 デジタル技術活用により期待するサービスについて職業別にみると、「行政手続きの簡素化・効率
化」は「公務員・教職員」が84.0％と唯一８割を超え、次いで「会社員」が67.9％、「無職」が
64.9％、「農林業」が63.6％、「パート・アルバイト」が61.9％などとなっています。

 「災害対応や安全・安心の確保」は「専業主婦・主夫」が71.6％と７割に達しています。「ＩＣＴ
活用による教育の充実」は「学生」が53.8％、「公務員・教職員」が36.0％と高く、教育の現場か
らの期待の高さが窺えます。

 居住地域別にみると、「行政手続きの簡素化・効率化」はいずれの地域においても６割を超えてい
ます。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

全体

年

齢

10.0

15.8

12.6

20.0

28.2

25.5

27.0

40.0

39.3

40.1

39.7

10.8

9.2

10.1

9.0

6.3

7.7

40.0

2.7

2.9

3.0

16.6

13.2

6.5

11.2

9.9

7.1

24.1

12.6

33.3

28.0

29.1

25.2

26.2

23.9

23.8

24.1

27.0

38.0

43.6

36.1

41.1

39.4

42.9

37.9

39.7

8.9

7.5

14.2

8.4

19.7

11.9

10.1

4.4

4.8

14.2

11.2

7.0

14.3

6.9

7.7

66.7

4.1

1.8

3.9

1.9

6.9

3.0

参加したい
どちらかといえば

参加したい
どちらともいえない

どちらかといえば

参加したくない
参加したくない 無回答

地域活動について

問19 あなたは、地域活動（環境整備、防災活動、地域内での子育てなど、お住まいの地域に
対して愛着を持って自主的に行う活動）に参加したいと思いますか。（１つに〇印）

地域活動への参加意向（性別、年齢別）

 地域活動への参加意向については、全体で「参加したい」が12.6％、「どちらかといえば参加したい」
が27.0％となり、参加したい割合は合計で39.6％と４割を下回っています。

 性別にみると、参加したい割合の合計は「男性」が41.3％、「女性」が38.2％と、やや男性が上
回っています。

 年齢別にみると、参加したい割合の合計は「10代」が48.2％と最も高く、次いで「70歳以上」が
44.6％、「60代」が42.3％と、10代と60代以上で高くなっています。特に、「10代」は「参加した
い」が24.1％で、積極的な取組を考えている割合が約４分の１となっています。

８
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

職

業

全体

居

住

地

域

11.1

12.1

13.7

11.0

23.1

27.3

16.3

8.2

12.0

10.4

12.6

22.2

18.2

24.2

35.8

26.9

31.8

24.5

28.4

34.0

24.2

27.0

33.3

48.5

38.9

40.4

34.6

31.8

40.8

39.6

42.0

40.4

39.7

11.1

6.1

11.4

9.2

4.5

4.1

9.7

8.0

13.8

10.1

9.1

8.1

3.7

11.5

2.3

8.2

9.7

4.0

9.6

7.7

22.2

6.1

3.8

3.8

2.3

6.1

4.5

1.7

3.0

9.1

16.7

9.3

14.2

14.8

8.6

12.6

36.4

25.0

36.1

23.8

27.4

26.4

27.0

36.4

27.8

34.0

42.1

37.8

43.1

39.7

4.5

2.8

5.2

10.5

12.2

11.2

10.1

4.5

25.0

15.5

5.6

4.3

8.6

7.7

9.1

2.8

3.7

3.5

2.0

3.0

参加したい
どちらかといえば

参加したい
どちらともいえない

どちらかといえば

参加したくない
参加したくない 無回答

問19 あなたは、地域活動（環境整備、防災活動、地域内での子育てなど、お住まいの地域に
対して愛着を持って自主的に行う活動）に参加したいと思いますか。（１つに〇印）

 地域活動への参加意向について職業別にみると、参加したい割合の合計は「農林業」が59.1％と
最も高く、次いで「学生」が50.0％、「専業主婦・主夫」が46.8％、「公務員・教職員」が46.0％
などとなっています。

 居住地域別にみると、参加したい割合の合計は「霊山地域」が45.4％と最も高く、次いで「梁川地
域」が42.2％、「月舘地域」が41.7％、「保原地域」が38.0％、「伊達地域」が35.0％となってい
ます。

 一方、参加したくない割合の合計は「月舘地域」が27.8％、「霊山地域」が20.7％と２割を超え
ています。

地域活動への参加意向（職業別、居住地域別）
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

全体

年

齢

40.0

30.7

25.8

28.5

20.0

42.5

42.8

42.5

19.8

22.1

20.8

3.3

5.4

4.2

1.5

1.1

40.0

2.9

2.4

2.9

33.3

27.7

27.3

23.2

35.5

28.2

28.6

48.3

28.5

47.6

43.6

43.2

36.4

45.1

31.0

20.7

42.5

18.5

22.9

24.5

16.8

18.3

31.0

13.8

20.8

2.6

3.5

3.9

8.4

4.2

7.1

6.9

4.2

1.3

2.8

2.4

3.4

1.1

66.7

3.3

1.8

3.9

1.9

1.4

6.9

2.9

とても感謝している
まあまあ

感謝している
どちらでもない

それほど

感謝していない
感謝していない 無回答

問20 あなたは、市民が行っている地域活動にどの程度感謝していますか。（１つに〇印）

 市民が行う地域活動への感謝については、全体で「とても感謝している」が28.5％、「まあまあ感謝
している」が42.5％となり、感謝している割合は合計で71.0％と７割に上っています。

 性別にみると、感謝している割合は合計で女性が73.2％と男性を4.6ポイント上回っています。

 年齢別にみると、「20代」が59.6％と６割を下回り、他の年代はいずれも７割前後となっています。
「とても感謝している」は「10代」が48.3％と５割近くに上り、他の年代よりも高いことが特徴的と
なっています。

市民が行う地域活動への感謝について（性別、年齢別）
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

仕

事

全体

居

住

地

域

11.1

21.2

23.7

37.6

46.2

31.8

32.7

29.9

32.0

25.4

28.5

44.4

33.3

49.3

42.2

30.8

38.6

38.8

35.8

42.0

44.6

42.5

22.2

36.4

19.0

15.6

11.5

29.5

16.3

26.1

20.0

20.0

20.8

6.1

4.3

3.7

3.8

4.1

2.2

6.0

5.8

4.2

3.8

1.5

2.1

1.1

22.2

3.0

2.8

3.8

8.2

4.5

2.1

2.9

40.9

33.3

30.9

29.4

27.0

25.4

28.5

27.3

30.6

40.2

45.2

41.3

44.7

42.5

22.7

25.0

22.7

17.3

21.3

23.9

20.8

5.6

4.1

4.0

5.7

3.0

4.2

2.8

2.1

1.2

1.1

9.1

2.8

2.8

3.9

2.5

2.9

とても感謝している
まあまあ

感謝している
どちらでもない

それほど

感謝していない
感謝していない 無回答

問20 あなたは、市民が行っている地域活動にどの程度感謝していますか。（１つに〇印）

市民が行う地域活動への感謝について（職業別、居住地域別）

 市民が行う地域活動への感謝について職業別にみると、感謝している割合の合計は「専業主婦・
主夫」が79.8％と最も高く、次いで「学生」が77.0％、「公務員・教職員」が74.0％などとなってい
ます。このうち、「とても感謝している」は「学生」が46.2％、「専業主婦・主夫」が37.6％、「自営
業」が32.7％などとなっています。

 居住地域別にみると、感謝している割合の合計はいずれの地域も７割前後となっています。このうち、
「とても感謝している」は「月舘地域」が33.3％と最も高く、「霊山地域」が30.9％、「保原地域」が
29.4％、「梁川地域」が27.0％、「伊達地域」が25.4％となっています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

全体

年

齢

14.1

10.2

12.3

20.0

31.9

31.9

31.8

40.0

44.6

47.0

45.6

4.1

4.1

4.1

2.7

4.1

3.3

40.0

2.7

2.7

2.9

12.5

12.3

8.4

14.0

12.7

14.3

20.7

12.3

35.4

30.4

29.7

31.8

33.8

21.4

34.5

31.8

33.3

42.8

48.0

49.7

43.9

46.5

52.4

27.6

45.6

2.6

4.8

3.9

6.5

2.8

7.1

3.4

4.1

2.2

3.1

4.5

2.8

4.2

4.8

6.9

3.3

66.7

4.4

1.3

3.9

6.9

2.9

おすすめしたい
どちらかといえば

おすすめしたい
どちらともいえない

どちらかといえば

おすすめしたくない
おすすめしたくない 無回答

問21 あなたは、伊達市の魅力を友人や知人におすすめしたいと思いますか。（１つに〇印）

 伊達市の魅力を友人や知人におすすめしたいかについては、全体で「おすすめしたい」が12.3％、
「どちらかといえばおすすめしたい」が31.8％となり、おすすめしたい割合は合計で44.1％となっていま
す。

 性別による大きな差異はみられませんでした。

 年齢別にみると、おすすめしたい割合の合計は「10代」が55.2％と唯一５割を超え、次いで「70歳
以上」が47.9％、「30代」が46.5％、「40代」が45.8％、「50代」が38.1％、「20代」が35.7％
となっています。

 伊達市の魅力について、気がつかなかったり忘れてしまったりしている面もあると思われ、「10代」が考
えるおすすめしたい魅力について、年齢を重ねても持ち続けることができるような取組が求められます。

伊達市の魅力を友人や知人におすすめしたいか（性別、年齢別）
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

職

業

全体

居

住

地

域

12.1

10.0

16.5

19.2

11.4

20.4

11.2

12.0

11.3

12.3

44.4

21.2

34.1

31.2

38.5

47.7

28.6

26.9

34.0

30.4

31.8

33.3

60.6

44.1

45.9

23.1

34.1

36.7

48.5

50.0

49.2

45.6

4.7

3.7

3.8

4.1

6.0

2.0

4.6

4.1

3.0

4.3
1.8

11.5

2.3

4.1

2.2
2.0

3.3

3.3

22.2

3.0

2.8

3.8

4.5

6.1

5.2

1.3

2.9

4.5

19.4

12.4

12.1

11.3

13.2

12.3

36.4

19.4

36.1

34.1

30.9

28.9

31.8

50.0

33.3

41.2

44.9

44.8

51.8

45.6

8.3

3.1

3.4

5.7

3.6

4.1

13.9

6.2

2.5

3.5

1.5

3.3

9.1

5.6

1.0

3.1

3.9

1.0

2.9

おすすめしたい
どちらかといえば

おすすめしたい
どちらともいえない

どちらかといえば

おすすめしたくない
おすすめしたくない 無回答

問21 あなたは、伊達市の魅力を友人や知人におすすめしたいと思いますか。（１つに〇印）

伊達市の魅力を友人や知人におすすめしたいか（職業別、居住地域別）

 伊達市の魅力を友人や知人におすすめしたいかについて職業別にみると、おすすめしたい割合の合
計は「農林業」が59.1％と最も高く、次いで「学生」が57.7％、「自営業」が49.0％、「公務員・教
職員」が46.0％、「専業主婦・主夫」が47.7％などとなっています。

 居住地域別にみると、おすすめしたい割合の合計は「霊山地域」が48.5％と最も高く、最も低い
「月舘地域」の38.8％と10ポイント近くの差がみられます。「月舘地域」はおすすめしたくない割合の
合計が22.2％と２割を超えています。
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

男性 (411)

女性 (489)

無回答 (5)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

10代 (29)

20代 (42)

30代 (71)

40代 (107)

50代 (155)

60代 (227)

70歳以上 (271)

無回答 (3)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

性

別

全体

年

齢

11.2

5.4

8.5

20.0

35.2

28.7

32.2

20.0

32.9

39.9

36.0

20.0

3.5

5.6

4.5

2.2

2.2

2.2

12.3

15.8

13.8

40.0

2.7

2.4

2.8

7.4

5.7

13.5

13.1

4.2

11.9

3.4

8.5

37.3

35.2

34.8

26.2

23.9

16.7

13.8

32.2

33.3

33.9

37.4

27.7

33.6

42.3

52.4

58.6

36.0

5.2

6.6

3.2

3.7

1.4

6.9

4.5

1.1

2.2

1.3

5.6

1.4

4.8

3.4

2.2

11.1

11.9

15.5

16.8

25.4

14.3

6.9

13.8

66.7

4.1

3.9

1.4

6.9

2.8

男性が優遇

されている

どちらかといえば男性

が優遇されている
平等になっている

どちらかといえば女性

が優遇されている

女性が優遇

されている
わからない 無回答

男女共同参画について

問22 あなたは、「家族の中」が男女平等になっていると感じていますか。（１つに〇印）

「家族の中」での男女平等について（性別、年齢別）

 「家族の中」での男女平等については、全体で「平等になっている」が36.0％と最も多くなっています。
一方、「男性が優遇されている」が8.5％、「どちらかといえば男性が優遇されている」が32.2％で、
男性が優遇されている割合の合計は40.7％に上り、女性が優遇されている割合の合計6.7％を
大きく上回っています。

 性別にみると、男性が優遇されている割合の合計は女性が46.4％と、男性の34.1％を12.3ポイ
ント上回り、男女による認識の違いが浮き彫りとなっています。

 年齢別にみると、男性が優遇されている割合の合計は50代以上で４割を超えています。一方、
「10代」では17.2％にとどまり、若い世代では男女平等の考え方が広がっていることが窺える結果と
なっています。

９
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令和５年度
まちづくりアンケート調査

n=

(905)

会社員 (240)

公務員・教職員 (50)

パート・アルバイト (134)

自営業 (49)

農林業 (44)

学生 (26)

専業主婦・主夫 (109)

無職 (211)

その他 (33)

無回答 (9)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

n=

(905)

伊達地域 (197)

梁川地域 (230)

保原地域 (323)

霊山地域 (97)

月舘地域 (36)

無回答 (22)

1％未満のデータラベルは非表示　（％）

全体

職

業

全体

居

住

地

域

9.1

8.5

7.3

11.5

4.5

2.0

14.2

6.0

8.3

8.5

22.2

24.2

33.6

43.1

19.2

47.7

28.6

32.1

32.0

26.7

32.2

44.4

42.4

32.2

37.6

50.0

27.3

36.7

31.3

44.0

38.3

36.0

9.1

4.7

5.5

3.8

4.5

4.1

2.2

6.0

4.6

4.5

11.1

3.0

1.9

3.8

2.3

2.0

2.0

3.8

2.2

9.1

16.1

5.5

7.7

11.4

20.4

14.9

10.0

16.7

13.8

22.2

3.0

2.8

3.8

2.3

6.1

5.2

1.7

2.8

13.6

13.9

10.3

7.7

8.3

7.6

8.5

27.3

44.4

33.0

32.2

35.7

25.9

32.2

27.3

22.2

34.0

35.6

32.6

45.2

36.0

4.5

5.6

5.2

5.9

3.0

3.6

4.5

2.8

2.2

2.6

3.0

2.2

18.2

5.6

16.5

13.6

14.3

13.2

13.8

9.1

5.6

1.0

2.8

3.5

1.5

2.8

男性が優遇

されている

どちらかといえば男性

が優遇されている
平等になっている

どちらかといえば女性

が優遇されている

女性が優遇

されている
わからない 無回答

問22 あなたは、「家族の中」が男女平等になっていると感じていますか。（１つに〇印）

「家族の中」での男女平等について（職業別、居住地域別）

 「家族の中」での男女平等について職業別にみると、男性が優遇されている割合の合計は「農林
業」が52.2％、「専業主婦・主夫」が50.4％と５割を超え、次いで「パート・アルバイト」が46.3％、
「無職」が42.1％などとなっています。

 居住地域別にみると、男性が優遇されている割合の合計は「月舘地域」が58.3％と最も高く、次
いで「梁川地域」が44.0％、「霊山地域」が43.3％、「保原地域」が39.9％、「伊達地域」が
33.5％となっています。



Ⅲ．令和３年度調査との比較

（令和３年度調査との比較が可能な設問について比較）
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まちへの愛着度と定住意向などについて

問２ あなたは、伊達市に対して「自分のまち」としての愛着をどの程度感じていますか。
（１つに〇印）

伊達市への愛着度

 伊達市に対し愛着を感じている割合の合計は、令和３年度調査の78.2％から3.3ポイント低下し
ました。

問３ あなたは、これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。（１つに〇印）

愛着を感じている

38.1

愛着を感じている

33.4

どちらかといえば愛着を

感じている

40.1

どちらかといえば愛着を

感じている

41.5

どちらともいえない

16.3

どちらともいえない

18.3

どちらかといえば愛着を感じていない 3.7

どちらかといえば愛着を感じていない 2.7

愛着を感じていない 1.7

愛着を感じていない 3.0

無回答

0.1

無回答

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度

n=1,059

令和5年度

n=905

住み続けたい

55.5

住み続けたい

52.8

どちらかといえば住み続けたい

24.1

どちらかといえば住み続けたい

28.1

どちらともいえない

15.9

どちらともいえない

13.7

どちらかといえば住みたくない 3.1

どちらかといえば住みたくない 2.5

住みたくない 1.3

住みたくない 1.8

無回答

0.1

無回答

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度

n=1,059

令和5年度

n=905

 伊達市に住み続けたい割合の合計は、令和３年度調査の79.6％から1.3ポイント上昇しました。

今後の伊達市への定住意向
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問４ あなたは、伊達市に備わっている魅力は何だと思いますか。（３つまで〇印）

伊達市の魅力

 「豊かな自然」が最も多いのは変わりませんが、「おいしい食べ物」が7.4ポイント低下しています。

 「買い物の利便性」は2.4ポイント上昇しています。

 「特に魅力を感じない」は0.7ポイント上昇しており、伊達市の魅力について市民への啓発活動が重
要と考えられます。
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問５ あなたは、伊達市に不足していることは何だと思いますか。（３つまで〇印）

 「豊富な働く場」が引き続き最も多く、上位項目は概ね同様となっています。

 「保健・医療環境」は6.2ポイント上昇しており、高齢化の進展により今後さらに高まることが懸念さ
れる結果となっています。

伊達市に不足していること
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そう思う

2.9

そう思う

3.4

どちらかといえばそう思う

23.0

どちらかといえばそう思う

26.9

どちらかといえばそう思わ

ない

34.4

どちらかといえばそう思わ

ない

31.2

そう思わない

18.2

そう思わない

15.8

わからない

21.1

わからない

21.2

無回答

0.4

無回答

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度

n=1,059

令和5年度

n=905

市全体や各地域の特徴と課題がまちづくりに反映されているか

問６ あなたは、市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されていると思い
ますか。（１つに〇印）

 そう思う割合の合計は令和３年度調査の25.9％から4.4ポイント上昇しており、まちづくりに対する
一定評価が得られています。
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問８ あなたは、今後のまちづくりにおいて、伊達市をどのような特色のあるまちにすべきだと
考えますか。（２つまで〇印）

 「災害に強く、犯罪や事故のない安全・安心のまち」が引き続き最も多く、令和３年度調査より3.9
ポイント上昇しています。

 上位項目は概ね同様ですが、「市民と行政とが協力してまちづくりを行う市民協働のまち」は4.3ポ
イント低下しており、市民と行政が一体となって取り組むという雰囲気づくりが重要であると考えられま
す。

今後のまちづくりの特色
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とても感謝している

24.9

とても感謝している

28.5

まあまあ感謝している

44.9

まあまあ感謝している

42.5

どちらでもない

23.5

どちらでもない

20.8

それほど感謝していない 3.9

それほど感謝していない 4.2

感謝していない 1.4

感謝していない 1.1

無回答

1.3

無回答

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年

（2021年）

n=1,059

令和5年

（2023年）

n=905

問20 あなたは、市民が行っている地域活動にどの程度感謝していますか。（１つに〇印）

参加したい

10.3

参加したい

12.6

どちらかといえば参加し

たい

29.6

どちらかといえば参加し

たい

27.0

どちらともいえない

40.3

どちらともいえない

39.7

どちらかといえば参加したくない 13.4

どちらかといえば参加したくない 10.1

参加したくない

5.6

参加したくない

7.7

無回答

0.8

無回答

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年

（2021年）

n=1,059

令和5年

（2023年）

n=905

問19 あなたは、地域活動（環境整備、防災活動、地域内での子育てなど、お住まいの地域に
対して愛着を持って自主的に行う活動）に参加したいと思いますか。（１つに〇印）

地域活動について

地域活動への参加意向

 地域活動に参加したくない割合の合計は1.2ポイント低下しましたが、参加したい割合の合計も令
和３年度調査の39.9％から0.3ポイント低下しており、参加しやすい雰囲気づくりが重要になると
みられます。

 市民が行う地域活動に感謝している割合の合計は、令和３年度調査の69.8％から1.2ポイント
上昇し、特に「とても感謝している」が3.6ポイント上昇しており、地域活動に対する認識の深まりが
窺える結果となっています。

市民が行う地域活動への感謝について



159

令和５年度
まちづくりアンケート調査

伊達市の魅力を友人や知人におすすめしたいか

 伊達市の魅力を友人や知人におすすめしたいと思う割合の合計は令和３年度調査の42.0％から
2.1ポイント上昇しました。

 「どちらともいえない」が45.6％と引き続き４割以上を占めており、友人や知人にすすめたくなる魅力
の発掘・認知度向上の取組継続が求められます。

問21 あなたは、伊達市の魅力を友人や知人におすすめしたいと思いますか。（１つに〇印）

おすすめしたい

13.0

おすすめしたい

12.3

どちらかといえばおすす

めしたい 29.0

どちらかといえばおすす

めしたい 31.8

どちらともいえない

48.5

どちらともいえない

45.6

どちらかといえばおすすめしたくない 5.9

どちらかといえばおすすめしたくない 4.1

おすすめしたくない

2.5

おすすめしたくない

3.3

無回答

0.9

無回答

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年

（2021年）

n=1,059

令和5年

（2023年）

n=905
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